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「想像以上に、よりどりみどりね……。雑ざ魚こから上級レベルまで、揃そろっているわ」

　敷地を見ただけで、神しん　明みよう殿でん紅くれ羽ははすぐに呆れた溜ため息いきをついた。

「うんー……。すごいたくさんの悪あく霊りようさんを感じるー。ここのところずっと、あんまりなかったかも……。かなり強そうー……」

　今の時間、生徒達はすでに下校している上にここは郊外だ。なので、二人の姿に視線を止める者はいないけれども。

　巫み女こ姿の美少女が二人、真剣な顔つきで有名な名門進学校（しかも、大きな私立病院を併設している、医大付き）の前に立っている姿は、ドラマの撮影のようにも見える。

　──実際は、そんなことはあるはずもない。

　ガチンコだ。

　長い黒髪を風になびかせ、紅羽は自他共に認める綺き麗れいな笑みを浮かべた。

「ええ。──ま、でも親玉を突き止めてそれを除霊すれば終わるってことは、どの仕事でも一緒だから。やるっきゃないけどね」

「んー…。でも、愛あい、やっぱり怖いー……」

「ビクビクしてると、低級な悪霊に狙ねらわれるわよ。もっと気を張らないと」

　相棒の愛が恐る恐るついてくるのを確認しつつ、紅羽は気配を探りながら学校の敷地に入る。

「……！　なにーっ!?　これーっ」

　するといきなり、頭上に大だい蛇じやが現れて二人を威い嚇かくしてきた。

《うぬら……何者じゃ？　去いね、来るな。この結界内は我らが領域。うぬら、憑依できぬ邪じや魔まな人間どもは必要ない》

「きゃーっ！　蛇へびぃ！　蛇！　愛、蛇キライーっ！」

《去らねば──この場で、呪のろい殺す》

「……結界の、門番……？」

　冷静に探る紅羽の横で、愛がキャーキャー悲鳴を上げて背中を丸めている。

「きゃああああ！　ウロコが！　ウロコがリアルーっ！　愛、いやああああーっ！」

「騒ぐんじゃないわよ、たかが悪霊の集合体が蛇の姿に化けてるだけじゃない。──一撃でおしまいよ、ほら」

　紅羽は言いつつも悪霊を封ふう印いんする呪じゆ縛ばく札ふだを胸の合わせから取り出す。呪文を用いてこれらの中に奴らを押し込むのが、最も得意とする攻撃スタイルだ。

「呪縛文を唱となえている間の防御、よろしくね！　愛！」

「蛇蛇蛇ーっ！　いやあああ！」

「聞けーっ！」

　相棒の愛は、攻撃型の紅羽と対照的に防御を得意とする。そしてさらには、呪縛札に捕らえた悪霊らの浄化の役目も担になっている──のだが。

「こら、愛！　仕事なんだから！　こっち来なさいっての！　あんたが防御してくれなかったら、攻撃してる最中の私はどーすればいいのよ!?」

「だってだって怖いーっ！　メクラヘビ科!?　ナミヘビ科!?　コブラ科!?　クサリヘビ科!?　愛、ヘビ嫌いだからぜんぜんくわしくないけど、とにかく怖いーっ！」

「十分詳しいわっ！　いいから防御しなさいっての！」

　我を失う愛の襟えり元もとを引っ張り、紅羽は自分の側そばに寄せてから呪縛の札を蛇へ向ける。

　きゃーきゃー叫んで抱きつく愛は、この際無視だ──たとえどんな状況でも、愛の防御能力は変わらない。

　現に、紅羽が呪文を唱える間、大蛇から繰り出される悪霊の思念はすべて愛の霊能力がはねのけていた。

　精神統一がなされ、巨大な黄金色のオーラに紅羽が包まれる。そしてその額に梵ぼん字じが浮かぶと──紅羽は九く字じを結んだ。

「我に力、貸したまえ！　不ふ動どう明みよう王おう！　そして剣の護ご法ほう童どう子じよ！」

《だ……っ、ぐあああ……ぅ！》
















　落雷したかのような光に包まれた瞬間。

　蛇に擬ぎ態たい化していた悪霊の思念は、紅羽の手の中にある札に吸引された。

　闇やみの空を舞っていた巨大な蛇が姿を消し、周囲の悪霊らもすべて一いつ掃そうされる。

　今までとは違う静せい寂じやくが、二人の間に訪れた。

「……く、紅羽ちゃん……？　終わったの？」

「ま、中級程度の悪霊ってトコだったわよねえ」

　ポンポン、と愛の頭を叩たたきつつ紅羽が言う。

　愛は、心からの尊敬の眼まな差ざしで紅羽を見つめた。

「さすが紅羽ちゃん……っ、ふつーの霊能力者だったら命がけの死闘になるような、悪霊あいてでもー、あっさり勝っちゃうなんてーっ、しかも、中級だなんてーっ」

「ま、ね」

　使用後の呪縛札を渡せば、愛はご神木で作られた札入れにそれをしまう。

　紅羽はお祓はらい棒で自分の肩をトントン叩きながら、当然のように答えた。

「私は国最強と言われる退魔師・神明殿家の跡取りだし。しかも、抜きん出た才能の持ち主として、まだ高校生なのに霊能力の修行を命じられたほどの天才だから。他の霊能力者とはワケが違うのよ」

「えー？　修行をめいじられたのは、人格と才能のバランスがあまりにも極端だから、それをなおすためだって、お祖ば母あ様から聞いたけどー？」

「…………」

　────いきなり、愛の無む邪じや気きさのおかげでテンションが下がった。

「ほらー。愛のおうちは、神明殿家と密接な家柄じゃないー？　だから、そーいうおはなしもよく聞くのー。紅羽ちゃんのお祖母様やお母様にも、よく紅羽ちゃんが悪い道に染まらないように、くれぐれもよろしくって頼まれているよー？」

「──────」

「このままじゃ紅羽ちゃん、霊能力を利用して金かね儲もうけしそうだからって」

　本気で心配している愛の言葉に──紅羽はぶち、とキレる。

　だん！　と側にあった岩に片足を載せ、力説をした。

　ちなみにマドンナ・紅羽は、決してこんな姿を他人に披ひ露ろうしない。愛相手だからこそできるのだ。

「！！！！　金儲けなんてできるわけないでしょー！　ギャラは全部銀行振り込みなんだから！　しかも、たまにお菓子代とか足代とか包んでもらっても、うちの集団霊能力者が揃って霊視してるし！　バレバレだから小遣いの足しにもできないし！」

「そ……そりゃあ、神明殿家は国でもトップクラスの霊能力一族だから……。お祖母様も叔お母ばさまたちもみんな、霊視できるけど……」

「そーなのよ。そりゃあ、跡継ぎの私ほどじゃないけど、みんな霊能力持っているから一円だってくすねることができないのよっ！　しかも、私に惚ほれてる男から貰もらおうと思っても、すぐにバレて没ぼつ収しゆうされるし……！　あーっ、ブランドもの欲しい！」

　何もかも持っている紅羽が唯一持っていないものは、自分が好き勝手できる金であった。

「────それに、言っておくけど。金儲けするなら自分の美び貌ぼうを生かすに決まってるじゃない。女子高生、超可か愛わいい、スタイル抜群、そして萌もえ～な巫女スタイル！　我ながら恐ろしいほど完かん璧ぺき！　これで男が夢中にならないハズがない！　私って最高！」

「く、紅羽ちゃん……。紅羽ちゃんは確かにマドンナだと思うけどーっ、イケナイ仕事はやめてぇ。それに、うちの学校はバイト禁止でお金儲けはダメだから……紅羽ちゃんがプロの霊能力者として働いていて、愛がその補佐をしているのも、とくべつあつかいだし……」

「わかってるわよ」

　生き真ま面じ目めな愛を一いち瞥べつすると、紅羽は仕方なさそうに一言を残す。そして、もう用は済んだとばかりに校外へ向かった。

「美も才能も何もかも持っていると、ついつい欲張りになっちゃうのよねぇ。でも、うちは名家で超お金持ちだし、ちまちま金儲けなんてする気はないわよ。数世紀後には卑ひ弥み呼このように伝説になってる予定だしね、美貌の霊能力者って」

「あ、紅羽ちゃん？　除霊はもうおわり？」

「……訊けって。──今日はただ、依頼先の現場検証。蛇を除霊したのはオマケよ」

　言いつつ、門を出てから振り返る。

「全体的にヤバいのは確実。でも──一カ所だけ雰囲気が違う。……大きな敷地だからわかりにくいけど──あそこは何だろ……？　あとで地図を見るか」

「えっ!?　ヘビの次はなに!?　とかげ!?　いやーっ」

「私らは、ハ虫類ハンターかい」

　顔面蒼そう白はくになる愛に呆れつつ、紅羽は待たせていた車に乗り込む。

　紅羽としては、自分の可愛さをできるだけ多くの者に見せびらかして称賛と羨せん望ぼうを得るため、できるだけ電車を利用したいが、さすがに除霊の際は電車は使えない。

　女子高生巫女が二人乗ってきたら、妙だろう。

　しかも、秋葉原を経由するし。シャレにならない。

「じゃ、ほんかくてきな除霊は、明日からー？」

　車の後部座席に乗り込んだ二人は、静かに走り出す車中で話し合う。

　ちなみに、車も運転手も神明殿家のものだ。なので、電車でしたら怪しい会話も、安心してできる。

「生徒として、潜もぐり込むわよ──準備はしてある？　愛」

「うんー。転入手続きは、じいやさんから完了したって、連絡があったの。女生徒ふたりがいっぺんに転入するのは不自然にならないように、根回しもしてくれてるみたいー」

「ま、これだけの美少女がいきなり学校に来たら、噂うわさの的になるわね……って、え？　女生徒二人？」

　はっと気づいた紅羽は、いつものニコニコ無邪気で天然な笑顔の愛を凝視した。

「あ、詳しい書類は、今夜ちゃんと読んでおくから。紅羽ちゃんは安心して」

「ちょっと待って」

　はー、と溜息をつき、紅羽は会話を停止する。

　愛は、キョトンとして紅羽を見た。

「紅羽ちゃん？　何？」

「…………愛、もう一回訊くけど」

「？　うん」

「…………。…………転入手続き、何ですって？」

「？　だから、したよ？　女生徒ふたり分。紅羽ちゃんと、愛の分」

「──────またやったのか。寅とら越こし岩がん治じ」

　呟つぶやくように遮さえぎれば、愛の笑顔が一瞬にしてフリーズした。

「聞こえなかった？　寅越岩治」

　なので、再度言ってやる。

　反応を眺めているのは、ご愛あい敬きようだ。というか、当然だ。常識ではないことを、愛はしたのだから。

「あー、愛が一番嫌いなワードを言ったーっ」

　しかし、ショックを受ける当の本人に、そんな自覚はまるでない。

「可愛く指さして非難してるんじゃないわよ、愛！　あんたのことよ！　あんた、本当は男じゃない！　本名、寅越岩治！　愛は源氏名、じゃない、通称でしょう!?」

「違うーっ、愛は愛！　心は女の子だもん！」

　断言する愛──もとい、寅越岩治にいつものことながら、紅羽は溜息をついてしまった。

　確かに。愛は、どこからどう見ても美少女だ。

　グラビアアイドルにだって負けていないほど、可愛い。

　紅羽よりも小さくて華きや奢しやで柔らかくて、そして仕草も乙女おとめっぽい（紅羽はモデル体型で、少々神経が（図）太いだけだ──と自認している）。

　紅羽としては大変に不本意で不愉快、認めたくないが、もしかしてもしかすると、愛の方が男によく告白されている。いやもう、絶対に許せないし考えたくもないが。

（この私が側にいて、何で横の愛に目がいくワケ!?　男ってわかってないとはいえ許せない！）

　──愛（本名・寅越岩治）の性別は、立派に男なのに。

　いや、立派かどうかは不明だ。

（どれだけの男がチヤホヤしようとも、胸は私の方が大きい！　それは愛に勝ってる！）

　当たり前のコトに誇って拳こぶしを握る紅羽は、自覚する以上に余裕がなかった。

「愛の心が女かどうか知らないけど、体は一〇〇％男でしょうが！」

「違うもんーっ！」

「違くないわよ、小学六年生まで一緒にお風呂入っていたんだから、よく知ってるわよ……ったく。巫女の格好していようが女物のロリ下着つけていようが、普段から完璧に女の格好をしていようが、本当は工事一切していない、正しよう真しん正しょう銘めいの男のくせに」

「工事って何ーっ？　愛はただ、ちょっと胸がＡＡカップなだけだしぃ……」

「しらばっくれてんじゃないわよ。じゃあ、足の付け根についているものは何なのよ」

「紅羽ちゃんの下品ーっ！」

　真っ赤に頰ほおを染める愛は、純粋な少女そのものだ。

「男の子の裸なんて、愛、見たことないもんーっ」

「…………風呂上がりに、じーっくり鏡で自分を見なさいよ。スッポンポンで、仁王立ちして」

　革張りソファに踏んぞり返って答えてやれば、愛はとうとう運転手へ泣きついた。

「東とう条じようさんーっ、助けてーっ！　紅羽ちゃんがいじめるぅ」

「まあまあ、紅羽お嬢様」

　すると、紅羽たちが生まれる前から勤めているという運転手の東条が、苦笑しつつ答える。

「愛様は、女性しか選ばれないはずの神明殿家を補佐する姫巫女に選ばれたお方。十分に、お嬢様として扱いなされてもよろしいのでは？」

「そりゃまあ……。本来、寅越家の女しか得られないという霊能力を得てるのは、確かだけど……」

「そうですよ。実際に、どう見てもお可愛らしい美少女にしか見えませんし」

　──それが、何よりムカツクのだが。

「…………。そう思ってるなら、岩治なんて男らしい名前付けるんじゃないっつーのよ。寅越の一族は」

「だってー。愛の心が乙女ってわかる前に、お父様とお母様は役所に名前を提出してしまったし。それに、愛に霊能力があるってわかって紅羽ちゃんの補佐に選ばれたのは、五歳の時だもん。仕方ないじゃない」

　代々、跡継ぎは現当主が加護を頂く神仏にお伺いを立てて決める。

　国でも強大な力を持つ防御専門の霊能力者の次期跡継ぎは、歴代始まって以来の男だった。

　──ただし、肉体の性別だけだが。

『多分、生まれる時に何らかの手違いがあって、男の肉体に入ってしまったんさね。本来は女だ──成長するにつれ、魂もオーラも何もかも、完璧な女になっていってる』

　とは、寅越家の現当主の意見だ。

「どうせ、あと数年しないうちに手術するんでしょ？　あんた。その時、一緒に名前と性別も変えなさいよ、わかった？　岩治」

「だーかーらーっ！　愛の心の中では違うもん！　紅羽ちゃんの鬼ーっ！　岩治岩治って言わないでーっ！」

　パコパコと紅羽を叩く仕草すら、愛は完璧に『美少女』だった。

　そう。いつでも──どこでも。

　学校でも、体育も女子と一緒はもちろん、修学旅行すら女子と同じ部屋とは一体何事か。

（『寅越愛』って、字数も並びも変でしょう！　ってか、あり得ないっつーの！　いくら本来在籍している学校の理事長が愛の親とはいえ！　…………いや、私立だからありえるのか）

　しかし、愛のことで溜息をつく紅羽は、それぞれの一族の叔母さまたちが、

『素直で純粋でお人ひと好よしな愛だから、問題ありすぎの女王・紅羽とコンビが組める』

　と囁ささやいていることを知らない。

「あーあ……。明日から、名門【王おう允いん学がく園えん】の仮生徒かぁ……」

　愛をからかうのに飽きた紅羽が、話題変更とばかりに呟く。

「なにか不満？　紅羽ちゃん」

「制服って、可愛い？　それが心配なんだけど」

「うーん。愛が着た感じでは、結構可愛いと思ったよ？　今まで、依頼で転入した学校の中でもよい方だと思う」

「前の前の学校、激ダサだったもんね。期待してるわ」

　もちろん、紅羽たちは学校の除霊を専門にしている訳ではない。

　一般企業や個人家庭からのＳＯＳも引き受けるが、他の霊能力者が手こずる凶悪霊を退治することが多いため、相応の除霊料になってしまう。

　つまり、超高額なギャランティを支払える大企業や有名私立学校からの依頼が多かった。

「……この時期、学校休むと中間テストの勉強ができなくなっちゃうねー……。学校公認だから、欠席扱いにならないけど……。勉強が遅れるのは、愛、こまるなあ」

　ぽそり、と愛が呟くのに、紅羽は鼻で笑う。

「別にいいじゃない。うちはエスカレーター式で大学までいけるし、卒業後の就職だって退魔師なんだから。ま、それに愛はどうか知らないけど、私は授業受けなくても順位は常に一ひと桁けただから気にしないわ」

「あーあ、今回はとうとう、首席をとられちゃうのかぁ……」

「──────」

「この前も、二位と十点差で何とか一番だったから。今度はもうダメだろうなあ……」

「──────ほ……」

　愛の呟きに、知らず紅羽の口元が引きつる。

　そういえば──そうだった。何だか、腹の奥から黒い笑いがこみ上げそうだ。

（てっ、天然のクセに……っ）

「どうしたの？　紅羽ちゃん。だまってうつむいちゃって。……お腹なか空すいた？」

「うるさい、黙れエセ萌え系」

　本気でわかっていない愛を一発殴り、紅羽は愛の持っていた書類をぶん取る。

　そして、ぴーぴーと泣く愛を無視して【王允学園】からの依頼内容を読み始めた。

（ああ……。成る程、だから大蛇……）

　少し読んで納得をする──そして、溜息をついて再び愛へ書類を返した。

「紅羽ちゃん……？」

「心しておきなさいよ、愛。──これは、もしかするともしかするから」

　──中々、厄やつ介かいな連中かもしれない。










「──で、【王允学園】の誰からの依頼なの？　学園長か理事長か生徒会かＰＴＡあたり？　病院持ってるから、そっちの可能性もあるか……。でも、まさか、教きよう諭ゆや生徒個人ってことはないわよね？　私たちの依頼料ってハンパなく高いし」

　転入初日の昼休み。

　紅羽は、学校を案内してくれるというクラスメートの親切を（見事な猫かぶりの）丁寧な返答でお断りをして、愛と一緒に学校の気配をうかがう。

　テポテポとついてきた愛は、キョトンとした。

「え？　紅羽ちゃん。今回の依頼主は、個人だよ？」

「はぁ？」

「この学校に併設されている医大の、助教授さん。──放課後に直接挨あい拶さつをして、お話を聞くって予定だけど……」

「助教授って、そんなに給料が高いの？　──あ、併設私立病院の医者でもあるか。だったら、そこでの地位にもよるわね……」

　真剣に、年収を考えてしまう──すると、愛が不思議そうにそんな紅羽の横顔を眺ながめた。

「紅羽ちゃん、きのう、書類をよんでいたじゃない。依頼主はカクニンしてなかったの？」

「面倒くさい。そんなところまで、一々目を通したりしないわよ。そういう細かいことは、愛の方が得意じゃない」

「じゃあ、何で気になったの？」

「────あんた、本当に鈍感なのか鋭いのか、わからないわね。……天然だからか」

「えーっ、紅羽ちゃん、ひっどーい」

「──昨日、大蛇が門番だったでしょ？　あれ、権力と支配欲と金欲の思念の結晶よ」

　言いつつ、視線を感じる。

　そちらを見れば、通り過ぎる生徒や教諭がみな、二人に注目していた。

　美人だからいつものことなので、無視をするが──もちろん、悪い気はしない。

「蛇は昔から、欲の象徴なの。特に権力や金欲には顕けん著ちよに表れる」

「でもぉ、白蛇さまとか神様のおつかいをされている蛇様もいらっしゃるのは……？」

「白蛇様は特別。人間界に深く関かかわる場合、神格化される方とそうでない者の差が激しい。それは、愛も勉強したでしょ？」

「お祖母様から、教わったけど……。だから、紅羽ちゃんは依頼主を気にしていたんだ？」

「そう、人間の思念が関係しているかもって……」

　真剣に喋しやべりつつも、やはりギャラリーの好奇の視線には、ついつい笑ってしまった。

「それにしても。……またずい分、注目浴びてるわ……」

「え？　……あ、ほんとだぁ。すっごいたくさんの人が見てるぅ」

「美人すぎると目立ってしまって、陰で動くにはフリよねぇ……。さっきも、クラスのほとんどの男子が学校案内に名乗り出てくれるし。ホント、困るわぁ」

　ついつい溜息を漏もらしてしまう。

　すると、愛が無邪気にはーい、と挙手をした。

「わかるーっ。愛もそうだったもんっ。でも、不思議なんだけど違うクラスや学年の男の子からも、声かけてもらっちゃったっ。みんな親切だねーっ」

「…………。…………」

「紅羽ちゃんのクラスの男の子もいたけど……」

「くだらない話は後にして。さっ、仕事モードに切り替えるわよ」

　愛を引っ張り、中庭を奥へと歩き出す。

　なぜ──なぜ、男相手（愛だ）に敗北感を味わわなければならないのか。

（私ほどの美人でパーフェクト人間が……！）

　──そう思う気持ちからして、既に負けているということを紅羽は知らない。

「太陽が昇っている間は、そこらの学園と大差ないくらいにしか霊気を感じないけれど……」

　心を落ち着け、紅羽は周囲へ意識を向けつつも潜ひそむ悪霊たちを見つけては除霊していく。

　太陽の下だ。悪霊からの抵抗はほとんどない。

　なので、遠慮なくさくさくと除霊札へと吸引していき、すたすたと中庭から奥庭へ移動していった。

「うん……。かなりひそんでるー…。逢おう魔まヶが刻ときからは、百ひやつ鬼き夜や行こうさながら？　愛、オバケこわいよぅ」

「オバケ怖い言うな。──百鬼どころじゃないわよ、この数。中等部とこの高等部、あと大学と付属病院、全部合わせるとぞっとする数になるわよ」

「えええー……。一体一体、除霊していくのー？　愛、浄化できるかなぁ」

　紅羽から、悪霊を吸い込んだ除霊札を受け取りつつも愛は不安そうに漏らす。

　そこそこ強い悪霊を除霊札に納めた後、それを渡しながら紅羽は断言した。

「まさか。──これだけの悪霊が集つどうってことは、何らかの原因があるでしょ？　それを探すために、こうして校内を歩いているんじゃない。磁場が悪いなり、凶悪な鬼がいるなり。悪霊パーティな理由をつき止めて、それを排除するのよ。そうすれば、こんな雑魚なんて相手しなくても綺麗さっぱりするわ」

「え？　……じゃあ、今やっている除霊は？」

「歩くのに邪魔だから。──あーあ、通行の邪魔だわ、あの割かつ腹ぷく自殺の男。無害だけど、ついでに除霊札に入れちゃいましょ。にしても、この学校って歴史あるのねー。軍服着てるじゃない」

「いやぁーっ！　お腹からデロデロー！　臓物デロデロー！　紅羽ちゃんのバカーっ！　何で除霊する前にいうのーっ、愛、スプラッタで怖いオバケを見ちゃったじゃないーっ！」

「幽霊見ないで、どーやって退魔師するのよ……」

　この世で一番怖いものは、完璧すぎる自分、と本気で思っている紅羽には、愛の怖がりっぷりは理解できない。

「もう、札に納めたわよ。──ほら、いつまでも私の腕にしがみついていない！　昨夜気になったスポットまで行くわよ！」

「え……？　気になったって……？　大蛇さんを除霊したときに、一カ所だけ雰囲気が違うって紅羽ちゃんが言っていた……？」

　恐る恐る離れる愛は、大きな双そう眸ぼうに涙さえ溢あふれさせている──ああ、これで国でも五本の指に入る、防護者ガーディアンとは。

　再び、通行の邪魔になる悪霊をちゃっちゃと除霊札に吸引しながら、紅羽は先を急いだ。

「早くしないと、昼休み終わってしまうからね。地図で確認したら、裏庭のさらに奥にある、旧校舎だったわ。そして、こうして気配を探って予想は確信に変わってる。愛もわかるでしょ？　この複雑な雰囲気」

「う……うん。悪霊もいるけど、何だか……その奥にちがう気配……？　悪霊の黒い塊かたまりの下に、何だか金色に光るような気配が……」

「そう、つまり田舎の真夏の蛍光灯みたいな感じっていうの？」

「やめてよーっ、紅羽ちゃん！　愛、虫きらいなんだからーっ！」

「あんた、何でも嫌いじゃない」

　呆れた溜息をつきつつも、紅羽はまっすぐ前を見み据すえる。

　そこには、問題の旧校舎があった。

「いやぁぁぁ。愛、怖いーっ、古びていかにも幽霊がたくさんでそうな旧校舎ーっ、しかも壊れかけてるしぃ……。怖くて泣いちゃうーっ」

「勝手に泣け、岩治。つか、幽霊出るから私たちに依頼が来てるんだっつの。別に校舎見なくても、防護さえしてくれればいいわよ……ふぅん」

　立ち止まり、じっくりと観察をしつつ──気配を探る。

　そうしているうちに、紅羽に抱きついて怯おびえていた愛も、ふと気づいたようにそろそろと顔を上げた。

「？　……紅羽ちゃん……あれ……？　これって……」

「ええ。光のもとになっている『もの』が気配を隠したわ。まるで何かに封印された感じ。……この旧校舎内に、祠ほこらでもあるっていうのかしら？　入って確認しなくちゃ」

「いやーっ！　こんな不気味な旧校舎に入るなんて、愛、イヤーっ！　こんな中に祠あったら、あまりの恐怖に気絶しちゃうーっ！」

「うるさい、行くわよ。仕方ないでしょ、私は攻撃専門の除霊しかしないし。愛の防護がないと、悪霊の反撃があった時に危険じゃない」

「いやーっ、今、愛は今とてもピンチー！　紅羽ちゃん一人でいってーっ！」

「────あーもう。じゃあいいわよ。様子見るだけだし、愛はここで待っていて」

「それもいやーっ！　紅羽ちゃんから離れた途端、悪霊がわんさか来るのわかるもんーっ！」

「どうしろってーのよ！」

　あまりの愛の女め々めしさに、ついついぶん殴ってしまう紅羽だ。

　というか、一日一回は殴っている。本当の少女に暴力を振るう趣味はないが（紅羽だって立派に少女だが、強すぎる）、幸い、愛は見た目に反して意外と頑丈だった。

「大体！　そうやって愛がうじうじしている間に、光の『もと』の気配が完全に途絶えてしまったじゃない！　祠の形だってどんなものかわからないし！　肖像画とか壺つぼとか椅い子すとか黒板消しとか水道の蛇口とか、意外なものが『祠』になっている可能性だってあるのよ!?　気配なくなったらわかりにくいんだっつーの！　バカ！」

「す、水道の蛇口や黒板消しを祠にしてることはないと思う……」

「例えばの話をしてるのよーっ！」

　思わず愛を踏んづけてしまいたくなる。

　誰が見ている訳でもないので、ミニスカ制服のまま遠慮せず足を振り上げる。しかしその時、旧校舎から今まで感じたことのない強い気配を感じた。

「…………っ！　光の正体か!?」

　悪霊ではなさそうなので呪縛札は使えないが、捕ほ獲かくは試みる。

　呪縛の印を結べば、その気配をすぐに束縛できた。

　同時に、気配のみだったそれが、だんだんと実体を現していく。

「……え？　紅羽ちゃん？　どういうこと……？」

「……？　幽霊……？　にしては、すごいリアル……」

　霊感がない人間でも見えるほど、はっきりとした姿だ。

　しかし、肉体がないのは明らかで、うっすらだが体軀の向こう側は透けていた。

『きゅ、急に何をするんですか……っ!?』

　幽霊が、困こん惑わくを隠さずに訴える。紅羽たちははっと我に返った。

「それは、あんたでしょ。全体に巣くう悪霊とはまったく違う雰囲気のまま、いきなり強い気を放ってこの旧校舎から出てきたのが悪いんじゃない」

『旧校舎から出た？　え？　……それ、自分の意思じゃないですよ……？』

「え？　え？　どういうこと？」

　幽霊怖い、の愛も、さすがにこれだけリアルだと怖くないのだろう。しかも、紅羽の好みではないが、この幽霊はかなり美少年な上に、幽霊っぽくない清潔感があった。

　そんな幽霊は、旧校舎を見上げて溜息をついた──感かん慨がい深そうだ。

『……死んでから六十年。ここから出たのは、初めてです。嬉うれしいんですけど……。──旧校舎から、放ほうり出されていたような感じ……ですかね？』

「……何？　それって、どういう……？　旧校舎に、束縛されていたの？」

　尋たずねれば、静かに幽霊は頷うなずいた。

『原因はわかりませんが。不本意ながら、ずっと地縛霊でした』

「……あんた、幽霊の割にはやたらとしっかり喋るし、しかも礼儀正しそうなオバチャンに好かれるタイプの少年ね……」

　これは紅羽の素直な感想だが。

　愛は違う疑問をまっすぐに抱いたようだ。

「──幽霊さんは、いつ、どうして死んだの？　生前のお名前は？　やっぱり、この学校の生徒だったの？」

『僕は、昭和二十年二月七日に首を切って自害しました。それまではこの国の、大帝国海軍士官学校である【王允学園】に在籍し、士官候補生だったんです』

「ああ、だから軍服」

『はい。──そして、生前の名前は花はな木き咲さく実みといいます』

「咲実くん、何で首切って自害って、そんなに明るく言える訳？」

『明るくというか──普通ですよ？　それに、六十年以上も昔のコトですから、こだわっていませんし。仕方ないかなーっ、とか思っています』

「……。本当に、自分の意志で地縛霊になってる訳じゃないわね……これは。久しぶりに見たわ、こんな明るい幽霊」

　笑顔が似合う美少年（幽霊）・花木咲実の様子をうかがいつつ、紅羽は溜息をつく。

「えー？　じゃあ、どうして自害したのぉ？　そのげーいんを知りたいなぁ、愛」

『う……っ、それは……』

（あ、初めて言葉に詰まった）

　無邪気な愛の質問に、咲実が顔を強こわばらせる。

（──これは、訊くべき事項よね……！）

　他人の弱味と他人へ売る恩は、いくら持っていても邪魔にはならない──女子高校生霊能力者・紅羽の人生哲学だ。

「ねえ……。咲実くん」

　じり、と咲実へ寄る。

『な……、何ですか……!?』

　もちろん、まだ呪縛を解いていないので、咲実はここから逃げられない。わかっているから、わざとゆっくり寄ってやり、しかも座り込んでいる咲実を見下げるように上から言ってやった。

「この旧校舎から、咲実くんを助けてあげたのは私たちっていうのはわかっているわよね？　私たちが来なければ、ずーっとずーっと地縛霊だったって可能性あったんだしー？」

『え、ええまあ……。そうですね……』

「つまり、私たちはあんたの恩人……ＯＫ？」

『…………』

　咲実が黙る。

　紅羽は、無視して女王様さながら言ってやった。

「花木咲実、私たちのために働きなさい。アンダースタン？」

「えええええ!?　紅羽ちゃん、咲実ちゃんにおてつだいしてもらうの？　なにを!?」

　驚いたのは、様子をうかがっていた愛も同じのようだ。

　あまりにも当然のことだろう、という態度も崩さず、紅羽は咲実を呪縛した霊糸を摑つかんで愛を振り返った。

　ちなみに咲実は、口をぽかーんと開けている。

　────事態がのみ込めないらしい。それならそれで、捨て置くまでだ。無視だ。

「何をって、山ほどあるじゃない。この花木咲実は旧校舎に縛られていたとはいえ、この学校の歴史を私たちより知ってるのよ」

「あ、そっかー……」

「それに、こんなにはっきり見えていても幽体だし、壁抜け飛び消え何でも自由。何より、校内に巣くう悪霊と気配がこれだけ違うんだから、連中が興味持って近寄る可能性は大きいわ。悪霊をおびき寄せるのに利用できる……つまり、ゴキブリダンゴみたいなものね」

「えええええ……っ！　最後のひとことはひどすぎるーっ」

　じゃあ最後の一言以外は酷くないのか、とは、言っている内容よりは常識を持っている紅羽の心のツッコミだ。

「く、紅羽ちゃん……っ、咲実ちゃんを悪霊釣りのエサにするなんて……っ、鬼き畜ちくすぎるぅ……っ。愛、咲実ちゃんはすっごいいいこだと思うから、いじめたらダメーっ」

「うっさいわね、これも仕事よ仕事。ぐだぐだ言ってると、あんたも利用するわよ、愛。淫いん霊れいをおびき寄せる罠わなとかで」

「いじわるー！　怖い怖いーっ！」

『え？　……え？　あ？　僕が……悪霊の……？　え？　は？』

　ようやく我に返った咲実が、呆ぼう然ぜんと呟く。

「そ。餌えさ。よかったじゃない、旧校舎に縛られていた時とは違って校内巡りまくり！　しかも悪霊ちゃんたちに追いかけ回される、超人気者！　になれるかもしれないしねーっ」

『いっ！　嫌です！　絶対に嫌です！　この学校の悪霊は本当に強いんですよ！　僕だって、旧校舎に縛られていて嫌だった反面、連中が旧校舎に入ってこられない様子に本気で安あん堵どしていたんですから……！』

（？　旧校舎に入れない？）

　それはまた不思議だ。後で調べる必要がある。

（──というか、今ここから見る限りでは、出入り自由な感じするんだけど……）

　呪縛から何とか逃げようとする咲実を押さえつけ、考える。

　愛も同じコトを考えていたのか、旧校舎をじっと見ていた。しかし、すぐに周囲を見回し──咲実を見る。

「愛、怖いの嫌いだから。できるだけ咲実ちゃんにがんばってもらいたい。愛はあんな悪霊たちにたちむかうのは無理だからぁ……」

　乙女モード全開の、うるうるした瞳ひとみでじっと見つめるまでに、時間はかからなかった。

「咲実ちゃん、ぜんぶがんばってね！　死ぬ気でやればへいき！　でも咲実ちゃん、もう死んでるし！　悪霊にそまっちゃったら、ちゃんと愛が浄化してあげるからっ！　ファイトっ！」

「…………。愛、あんたも大概いい性格してるわよね……」

　所しよ詮せん、愛は自分の身が何より大事なのだ。

（……こんな性格でも霊能力者として生きていけるのは、屈指の防護能力を持ってるからだけどねぇ……。〝死にたくない〟って思わせないと、他力本願で何もしないし）

「わかった？　咲実」

『…………え、えええええ……えーと……』

「私の助手になるって約束しないと、呪縛を解いてやんないわよ。このままここに放置すれば、逢魔ヶ刻になった途端に悪霊たちに食われるけど、いい？　あんたは、連中の仲間じゃないんだし遠慮なくバリバリグッチャグチャに食されるわよ」

『いっ！　いやそれだけは……！　というか僕、……が、がが外来語はわからないので……、カタカナ文字には疎うといんですけど！』

　顔面蒼白なまま、フルフルと首を振る──何、見え見えの噓うそをついているんだろうか、この幽霊は。
















「前後の会話でわかるだろう。というか、噓言うんじゃないわよ、しっかり会話できてることからして理解できてるじゃないの。言っておくけど、咲実に拒否権はないわよ」

『えええええええっ!?　なぜですか!?　ぼ、僕が幽霊だからですか!?』

「言い忘れていたけど、私たち霊能力者なのよ。わかる？　この国屈指の退魔師」

『霊能……？　え？　退、魔……？』

「そう。だーから、咲実レベルの幽霊、意思シカトして言うこと聞かせるなんて簡単なんだー。例えばこんな感じに」

　にっこり、女神の笑顔を浮かべつつ、呪文を軽く唱えてやる。

　すると、咲実が呪縛されたままふわりと浮いた──そして、周囲で様子をうかがっていたウザイ雑魚霊に近寄らせてやる。

『うわー！　ちょっと何で!?　自分が望まないのに、目前の悪霊に飛び込んでいくーっ！』

「──ってな感じに。わかった？」

「さっすが紅羽ちゃんー。あいかわらず、あいてを支配する霊能力にはたけてるぅ」

　ぱちぱち拍手をするのは暢のん気きな愛のみだ。

　咲実のことは、悪霊にぶつかる寸前で悪霊の方を紅羽が除霊してやった。なのでもちろん、怪け我がはない──幽霊のくせに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているようだが。

「なっさけないわねぇ、あんた男のクセに。あんな雑魚悪霊に近寄ることすら恐れて」

『……っ、雑魚って言いますけど……っ！　この校内に巣くっていることからして、すでに普通の悪霊よりもかなり強いって証拠なんですけど……っ』

「へー、そーなんだー。初耳ぃ、私が怖い思いした訳じゃないしー」

『あ……っ、あなたには、人間の血が流れていないんですか……っ』

「旧校舎内でニートしていた割には、しっかり戦後の文化に馴な染じんでいるじゃない。どっかの名作アニメで聞いたことあるような台詞せりふよ、それ」

　咲実の肩をポンポンと叩いてやる──ちなみに、ここまでしっかりとした幽体を持っていれば、そこそこの霊能力を持つ者ならば肉体を持つ人間のように触れることも可能だ。

「それに、喜びなさいよ。正義の味方の一員になったのよ？　人に感謝される、しかも最強でとっても美人な退魔師と謳うたわれる私の助手よ？　大丈夫、愛も言っていたけど、万が一悪霊に襲われても、魂は綺麗に浄化してちゃんと供養もしてあげるから」

『うわーっ！　自害後も不幸！　こんな西洋かぶれした服装をして淫みだらに肌を露出した婦女子にいいようにされるなんて……！　帝国男子、一生の不覚！』

「で、話は元に戻るけど」

「うん、きになるーっ。ききそびれてる、咲実ちゃんが自害したりゆうっ！」

　こういう時は、絶妙なコンビネーションを発揮する二人だ。

　先ほどと同じく、咲実は視線を逸そらした。

『…………そ、それは……。武士の情けと思い、聞かないで欲しいのですが……』

「知らないわよ、そんなの。今は二十一世紀だし、西洋かぶれしまくってるし」

　咲実の先ほどの叫びを逆手に取って言ってやると、がっくりと肩を落とした。

　しかし、口は割らない──ウザイ。

「言わないなら、もう一回──今度は、ああ、あそこにいる、フランケンシュタインみたいな大男の悪霊に抱きついてみましょー」

『わぁぁぁぁぁぁ！　堪かん忍にんしてください！　無理です！　僕、死んでしまいます！　これは特攻ですか!?　特攻命令ですかーっ！　軍以外からの命令なのに!?』

「咲実ちゃんは、もう死んでるよー」

「ほら言え」

『言います！　言うから、僕を悪霊へ特攻させるのは止やめてくださいっ！』

　走り出させてはいたが、咲実の魂の絶叫に紅羽は言うとおりにする。

　幽霊らしくもなく再び疲労困憊して芝生に座り込む咲実へ、紅羽は支配者の余裕で尋ねた。

「────で？　自害の理由は？」

『…………。二月七日、教官の部屋に呼ばれまして……』

「ふんふん」

『成績のことや、僕の周囲の人間関係から親友の話までを訊かれ、そして気づいたら随分と時間も経たっていまして……』

「ほうほう、で？　会話の内容で不ふ興きようかって、自害を迫られた、とか？」

『……いえ、迫られたのは自害ではなく……』

「なく？」

　咲実が、本当に──本当に嫌そうに口を開いた。

『……。…………夜とぎの相手、でして』

「────は？」

『…………その、夜とぎを拒んだのですけれども……それでも無理矢理されそうになりまして。やむなく自害しました……』

「衆しゆ道どうとか稚ち児ご小こ姓しようとか当たり前で歴史に刻まれてた国だからねぇ……。そーいう悲劇って、あるのよねえ。でもまさか、ここで聞くとは思わなかったけど」

「え？　つまりそれって、むりやりなＢＬ？」

　愛が口を挟む。いやいや、と咲実が手を横に振った。

『そんなキレイなものじゃないです。教官はおっさんですし、下品な言葉が炸さく裂れつしていましたから……』

「とゆーか、ＢＬって何だか知ってるんだー。ホンットにあんた、引きこもりだったくせに世間をよく知ってるわね……」

　呆れる紅羽の呟きは、愛たちには届かない。

「愛、ＢＬは許せないのー、だってかっこよくてキレイな男の子どうしが恋するんだもんっ。愛が好きなタイプの男の子がみーんななんだもんっ！　愛はぜったい、男の子にとられたくなーい」

『くどいようですけど、うちの教官はおっさんですし。僕はホモじゃないので』

「咲実ちゃんは、ＢＬ似合いそうーっ」

『ええーっ、そうですかぁ？　カテゴリー・幽霊なんて聞いたことないですよー』

「うっさいわね、岩治と池袋文化に詳しいニート幽霊は黙っていなさい」

　頭痛がしてきそうな二人の俗世界な会話を、紅羽は無理矢理に断ち切る。

「納得したわ、咲実の自害理由」

「ひっどーいっ！　紅羽ちゃん、禁句言ったぁ！」

『岩治？　……って？　僕の親友の祖父と同じ名前ですが……？　岩治？　誰ですか？』

　パコパコと紅羽を叩く愛を指さし、紅羽はこともなげに言ってのける。

「これ。本名、寅越岩治。──あ、少女だと思ってる？　思いっきり男だから」

『えええええっ!?　マジですか!?　どこをどう見ても可か憐れんな美少女じゃないですか!?』

「でも男なのよ。一応、最初に言っておくけど」

　いっそスカートを捲めくるかシャツを開くかして証拠を見せてやりたいが、愛は女物のランジェリーを着けている。女慣れしていない軍人候補生には刺激的過ぎるだろう。

『我が国の男子、ここまで堕ちたり……っ。アキバ系だけでなく、とうとうこんな男子まで現れるとは……っ』

「あんた、本当に詳しいわね」

『こんなに近くで接していて、しかも人間よりも霊感が研とぎ澄すまされている幽霊であるのに、性別がわからないとは……！　男子一生の不覚……！』

「不覚も何も、あんた、教官に女扱いで猥わい褻せつ行為されそうになっていることからして、すでに立派な漢おとこのカテゴリから外れているじゃない」

　さっくり言ってやれば、悔しがっていた咲実が過剰なほど反応を示した。

『違います！　自分の心は常に大帝国を支える立派な漢です！』

「そぉかしらぁー？」

　余裕のない力説に、紅羽はあえて失笑して言った。

「あんた、教官の前で首かっ切って自害したって言ったじゃない？」

『え、ええ……。一気にいきましたので、ほぼ即死でした』

「あらじゃあ、血は結構出たと思うけど。仮にその教官が想像以上の変態で、死体フェチだったらどうするの？」

『え……？』

「咲実の、血だらけの肉体見て興奮していたら？」

　ほほほ、と笑って言う内容ではないが、言い放つ。幽霊のくせに、目前の咲実の顔から血液がさーと落ちる音がした（気がした）。

「死んだ後、すっごいことされてるわねぇ。脱がされている途中だったんでしょ？　じゃあ、あーとかこーとか、ＢＬどころかアダルト猥褻プレイ連発よ、間違いなく」

『うわー！　うわーっ！　うわーっ！』

「口では言えないような……そうねえ、敗戦直前で何でもアリな荒すさんだ状況だったものねぇ……。死んだくらいで、諦めてもらえるなんて思う事自体が甘いわよ、咲実。ズコズコバコバコよ、そのうえドッキュンでドッカーンね」

『うわー！　うわー！　うわー！　やめてくれーっ！　考えたくないーっ！』

　今の説明で、何を想像したのかわからないが──とにかく、咲実は頭を抱えてもだえている。

　散々苦しんだ後、肩で激しく息を整えつつ咲実は宙を睨にらんでいた。

『じ……っ、地獄……っ！　いっそ、焼身すればよかった……っ！』

「かなり苦しいらしいわよ、それ」

「愛、自害の手段を後悔している幽霊さんはたくさん見たけど、何か咲実ちゃんみたいな後悔の仕方してる幽霊さんは初めて見たー」

「マゾなんじゃなーい？」

　愛とまったく同意見の紅羽だ──が、そこまで追いつめた元凶である自覚は、もちろんない。

　そんな時、校舎の方から予鈴が鳴るのに気づいた。

「──あらま、遊んでいたら午後の授業の時間だわ。そろそろ戻らないと」

「あ、うんっ。え？　じゃあ、授業受けてる間、咲実ちゃんをどうするの？　紅羽ちゃんっ、ついでに咲実ちゃんの呪縛はまだ解かれてないけどっ」

「だって、解いたら逃げようとするじゃない──無駄な足あ搔がきなのに。面倒だけど、このまま持って行くわ、私が。よほど霊感ないと見えないくらいに気配消して」

『…………。あんた、どこまで鬼き畜ちくなんですか？』

　校舎へ向かいつつ咲実の気配を消せば、ボソリと失礼な呟きが耳に入る。しかし、哀あわれな幽霊の被害妄想と認識して無視をした。

　そして視線を感じる中、今までとはうってかわった上品な仕草で校舎へ戻り廊下を歩く──教室へ向かう。

　もちろん、肩の上付近に浮いている咲実にしか聞こえない小声で注意するのは、忘れない。

「授業中は大人しくしていなさいよ。うちのクラス、霊感強い女の子が三人くらいいるからさぁ、咲実の気配を感じちゃう可能性あるから」

『…………だったら、呪縛を解いて僕を放せばいいんじゃないんですか？』

「じゃーね、ばいばーい！　放課後ねっ！」

「ばいばい。──つまり、校内の悪霊の気配を探ってくれるってこと？　咲実一人で」

　ブンブンと手を振る愛へ手を振り返しつつ紅羽が問えば、咲実がうっと黙った。

「言っておくけど、私から逃げようなんて考えるのは百億年早いわよ。たとえ地球の裏側に逃げようが、間違いなく咲実を捕まえに行くから。悪いけど、私ってそれだけの実力がある、超優秀な霊能力者だし？」

『…………。…………何でそこまで、僕を虐いじめるんですか？』

「人聞き悪いこと言わないでくれる？　仕事のためよ、仕事」

『…………仕事？』

「ええ」

　教室に入りながら、紅羽は小声でありつつも力強く言い放った。

「利用できるものはゴミでも使う、オカマだろうがホモの幽霊だろうが、きっちりくまなく使うのがプロってものよ！　そして私は、私を裏切る者を許さない。たとえ私自身が天に背そむいてすべての者をだましても！　だから裏切れば地の果てまでも追いかけて相応の報復をする！　そう誓っているのよ！」

『…………後半部分は、三国志の曹そう操そうと一緒ですけど……。というか、ホモの教官に襲われかけただけで僕自身はホモじゃないです、そしてゴミって何ですか！』

「やぁねえ、被害妄想。別に私は咲実のことだなんて、一言も言ってないし」

『…………。…………』

「じゃ、授業中に何か変化気づいたら教えてね。私、仕事の時以外は霊能力をそこそこ封印してしまうから」

　マドンナの笑みを男子生徒に振りまきつつ、紅羽は咲実にだけ小声で告げる。

「あ、神明殿さん、昼休みはどこ行っていたのさ。俺たち、学校を案内したいって思っていたのに」

「すごい嬉しいわ。でもごめんなさい、一緒に転入してきたイトコの愛と、ランチしながらお話ししていたら……予鈴が鳴ってしまって……」

「いいんだよ、神明殿さん。でも、そのランチに俺たちも付き合いたかったなぁ」

「ありがとう、そんな風に言ってもらえるなんて」

　咲実からの返答がなかったようだが、男子生徒と会話をしてしまったから、単純にタイミングを逃しただけだと認識する。

　──というか、別に咲実のウザい熱弁を聞く気はないが。










『……あれ？　あの男……？』

「何？　気になる悪霊でも通った？」

　授業も終わりにさしかかった頃。

　ずっと黙っていた咲実がふと、窓の外を眺めて首を傾かしげた。

『…………。僕を、見つめている……？』

「はあ？」

　意外な呟きに、ついつい紅羽も窓の外を見てしまう。

「……。……医者？」

　隣の棟の窓の向こうには、白衣を着たインテリ風の眼鏡男が立っている。かなりの美形だ。

　そして確かに、咲実──というか、こちらをじっと凝視していた。

「…………。私に見み惚とれてるんじゃないの？　それか、私の美しさに驚いているとか、私に片思いしてしまったとか、私の美貌を胸中で称たたえている最中とか。百万歩譲って、目を開けたまま寝ているとか」

『んー……、そう、ですかねえ……。僕、視線が合った気がしたんですけど……』

「────咲実。あんた、やっぱ男が好きなんじゃないの？　自意識過剰よ」

『ちっ、ちが……！　僕はノーマルです！』

「幽霊と視線が合うなんてありえないっつの。私レベルの霊能力者でもあるまいし──ホモじゃないなら、その自意識過剰はやめなさいよね」

『……自意識過剰って、紅羽さんにだけは言われたくないんですけど……』

「何、その呟き。しばくわよ。裸にひんむいて、二丁目付近にたむろするゲイの浮遊霊に渡してしまおうかしら」

『わー！　鬼悪魔ですか紅羽さんっ！　敗戦確実の帝国をいたぶり続けた敵軍よりも鬼畜ですよ、それ！』

「戦争を知らない世代に何を言ってるんだか……。──ま、そうねえ。あんまり気になるなら」

　ふ、と咲実の呪縛を解いてやる。

　いきなり自由になったことに驚いたのか、咲実はしばらく自分の体軀をきょろきょろと見回していた──霊糸の戒いましめがないことに疑念があるのだろう。

「大丈夫、呪縛を解いたのよ。──私が授業中で動けない間、校内を見て回ってくれる？　ヤバい場所まで見ろとは言わないから。私、天女のように優しいし」

『それ天女に失礼……もとい、え？　いいんですか？　僕を自由にして……。逃げてしまう可能性だって……』

「ないわよ」

　きっぱり断言したが、もちろん表情には出さない。

　というか、咲実との会話はすべて一種のテレパスのようなもので行っているので、当然のように他の生徒や教諭にバレることはないのだ。

「──次、神明殿くん、訳してみなさい」

「はい」

　マドンナオーラ全開で、楚そ々そとしつつ椅子から立ちあがる。

　呆れる（失礼な）咲実を無視し、教諭に言われたとおりにすると満点を貰った──当然だ。紅羽は自他共に認める眉び目もく秀しゆう麗れい、完璧なマルチ天才霊能力者なのだから。

「──で、話の続きだけど。悪霊の気配がより濃い場所ってのは私でもわかるのよ。そーいうところは無視していいから、咲実が知っている学校の陰いん惨さんな歴史に関わる現場に行って、そこに他の悪霊とは違う気配がないか調べて欲しいの。例えば──そうね、生きた人間の悪意とか」

『……え？　何で、この学校に陰惨な歴史があるって断言できるんですか？　そりゃ、ありますけど……』

「戦時中から続く、軍と密着した私立医大があるんだから、戦時中に結構スプラッタがあったのは確実なのよ。人体実験とか、拷問とか。みんなやってるっつーの」

『…………全部の学校が、やってるわけじゃないと思いますけど……。もっと紅羽さんは、広い視野で世間を見た方がいいのではないんですか？』

「…………。…………」

　六十年以上も旧校舎に引きこもっていたクセに、思考が偏かたよっていない、本当に可愛くない幽霊である。

「うるさい。とにかく行け！　そして結果を出してこい！　でなければ、あんたを襲った上官の霊を呼び戻してやるからね！　霊感ない人間でもはっきり姿を見えるように戻して、公衆の面前であんたのホモプレイショーをさせてやる！」

『鬼ーっ！』

　叫びつつ、しかし咲実は速かった。

　すぐに教室から出て行く──実体がないので、壁をすり抜けて紅羽の視界からも消えた。

（……へぇ、校内の雰囲気が変化したわね……）

　仕事以外では霊能力を隠してはいるものの（そうでもしないと、日常生活ができない）、万が一のためにも普通の霊能力者程度の力でアンテナは張っている。

（あー、咲実って。こうして校内を彷徨さまよっている姿見ると、他の霊とは本当に異端よねえ……）

　悪霊だけでなく、地縛霊ともまるで違う。

　そんな咲実の様子をうかがいつつ、周囲の悪霊の様子を探れば──なぜか、咲実に注目しつつも決して近寄らず、遠巻きに眺めているだけのようだった。

（……手を出そうか否いなか、悩んでいる感じ……？　太陽の下では、喰くう自信がないってこと？）

　咲実は決して強い幽霊ではない。簡単に倒せるだろうに？

（……。咲実の、他の霊にない独特の雰囲気に、その理由があるかも……？）

　授業を聞きつつ、紅羽は咲実と、校内の気配を探り続ける。

（地縛霊をしている者は、大概はかなり深い執着や情念を持つ者……。その思いで、地に縛られるのが普通。だけど、咲実にはまるでそんな雰囲気もない……あっさり浄化している霊に近い存在。……何が咲実の成仏を邪魔したのかしら？　……ん？）

　咲実が、浮遊していたマッチョ系いかにもホモ男と視線が合ったのに気づいた。

　狙われている。はぁはぁしつつ、マッチョが咲実に寄っている。紅羽はもちろん無視だ。これも試練だ。

（咲実を、成仏させないのは襲ったオッサンゲイの教官？　……いや、雑魚ね。とっくにおっさん、他の土地で戦死してるし）

　旧校舎に答えはあるのかもしれない。依頼の仕事が終わったら、一度確認をしに行くべきかとも思う。

（……学ばないわね、あの子。幽霊なんだから、無駄なんだっつの）

　真剣に紅羽が考えている間に、咲実の状況は激しく変化したようだ。マッチョゲイに押し倒されて本格的にピンチになった咲実が、現状から逃れるべく持っていた介かい錯しやく用の小刀で自分の首を切ろうとしている。

（ったく、仕方ない……）

　放っておくか、と思いつつ──授業が終わるチャイムを耳にする。

（──ま、助けに行くまでは、貞てい操そう守られているでしょ。仮に間に合わなくても、私には関係ないしぃ）

　帰り支じ度たくをしつつ、思う。

　男子生徒から、ハートマークが飛んでいる会話を受けつつ、これも運命、と咲実へエールを送ることにした。










『ホンットーに！　危険だったんですからねーっ！　あと一歩で服脱がされそうだったしっ！　というか、何で幽霊なのに服を脱がされそうなんですか!?　僕！』

　──放課後。

　依頼主に会うために付属病院へ向かう途中での、咲実の文句だ。

「服脱ぎたいってぇ、咲実ちゃんが願ったからじゃないのー？」

『何で僕が、ホモマッチョに自ら！　だったらさくさく首を切ったりしません』

「相手が咲実よりも強かったら、思いどおりにされちゃうわよね」

『ヤバイですよ！　僕、自慢じゃないんですけど、六十年以上幽霊していてずっと旧校舎内にいただけなので、まるっきり霊力ないんですけど……っ』

「らしいわね。私が助けに入らなければ、本当にＢＬワールドどころか二丁目ゲイ劇場が始まっていたものね」

　周囲に人間がいないのを知っていての、遠慮ない会話だ。

　誰もいないが、病院に入ればまた人が多くなるので、咲実の姿は見えないままにしておいた。

　もちろん、紅羽は放課後も男子生徒たちに、

〝送ろうか!?〟

〝興味ある部活動があるなら、案内するよ〟

　等々、誘われもしたのだが。

〝ごめんなさい……。今日は、ここの病院に入院している叔お父じ様のお見舞いに行かないといけないの……〟

　とホラ吹いて、お断りをしてきた。

「本当に、美人っていうのもよりけりよねぇ。注目されすぎると、動きづらいし」

「わかるーっ、紅羽ちゃんは目立つもんねー。でも何で、男の子には人気あるけど女の子には人気ないのかなぁ？　みんな女王様って紅羽ちゃんのことを賛美してるのにぃ」

「────」

『それは、賛美ではなくて悪ぐ……ぐふう！』

　絶句すると、横で咲実が笑った──直後にキックをカマしてやる。

「完璧すぎると、嫉しつ妬とされるのよ」

「あ、そーか。愛はとりえないからみんな可愛がってくれるのかぁ。男の子も女の子もぉ」

「…………。…………」

『それは、取り柄がないのではなくて、好感度と人徳の……ぐはっ！』

　再度咲実を、蹴けりつける。

　脛すね──弁慶の泣き所──にヒットしたが、幽霊だから骨折はしないだろう。もがいているが、放っておく。

『っっっ、そんなだから、紅羽さんは問題多いんですよ！　人間として優しさを持つべきじゃないんですか!?　僕は悲しいです！　我が国の二十一世紀を担になう若者がこーんななん……』

「うっさいわね」

　優等生に説教されている気分だ。面倒だったので言葉を遮り、口を塞ふさいでやった。

　そして、目前にあった建物を指さしてみせる。

「──ああ、ほら。病院についた。大人しくしていなさいよ。人が多いんだから」

「わぁ、病院のパンフレットどおり、すっごい豪華ーっ。中もまるでホテルみたいなんだって、愛、すっごく愉たのしみーっ」

「私立病院もスゴイわよねえ、最近は」

　しみじみ呟きつつ──しかし、通行人の視線は意識して優雅さは忘れない。

「──にしても。予想はしていたけど──校内と同じ系統の悪霊がやたらと多いわね。しかも、病院の方が強大な連中が多い」

「うんー、愛、怖いー。何かあったら守ってね、紅羽ちゃん」

「アホか。防護は愛の専門でしょ。攻撃はしてやるわよ、もちろん」

　愛は、病院の外でたむろする悪霊にすでに怯えている。本当に、何でこんな性格なのに紅羽の相棒になったのか謎なぞだが。

『…………紅羽さんって、本当に男らしいですね……これで人格者なら、本当に文句の付け所がなかったのに』

「殴るわよ」

「あ、咲実ちゃんっ、うちのお祖母様や紅羽ちゃんのお祖母様と同じコト言ってるーっ」

「うっさい！」

　勢いで病院内に入る。

（──なるほど。これはこれは──）

　太陽があるうちから、こんなに活いきのいい悪霊なんて。こんな大量には、そうそうお見受けできない。

（様々な霊能力者が除霊に失敗してきたのも、納得するわ……！）

「すごいねぇ～……。ふつうに病院で亡くなったひとまで、まきこんでるぅ……」

「愛、この病院での患者の死亡率は？　データあった？」

「依頼主側からは、そういうのもらえなかったけどぉ……。多分、じいやさんにたのめば、神明殿家か寅越家の力でしらべることは可能だとおもうー……」

「頼んでおいて」

「はーい」

　愛はこっくり頷いて、手帳にメモを始める。それを見て、咲実が不思議そうに紅羽へ尋ねた。

『……メモを渡すのですか？　すごいレトロなやりとりですね。携帯があるこの現代に』

　まさしく戦時中に生きていたレトロな存在からの、びっくりな指摘だ。

「携帯や機械類には霊が入りやすい。除霊に関する資料になるようなものは、機械を使って伝えないようにしているの」

『え？　……そういえば……たしかに機械類の磁場は、僕たち幽霊には居心地いいですけれど……。じゃ、じゃあ、ここでの会話は？　聞かれてしまうんじゃないんですか？』

「ちゃんとシールドしてるわよ。聞こえないように。──かなり強大な悪霊には通用しないけど、ここらを徘はい徊かいしている雑魚霊には聞こえないわ」

　エレベーターに向かいつつ言うと、咲実が肩をすくませて周囲を見回した。

『……雑魚、ですか……。普通基準でみると、かなり強い連中もいるように……思えるんですけど……』

「そうねぇ、普通基準ではねぇ。でも、我が国屈指の霊能力者たる私の基準って、他と違うのよねぇ」

「えー、愛はそんな強い紅羽ちゃんの相棒してるけど、もう泣きそうなくらい怖いよぉ。ほら、あの壁のトコにいるオバケとかもーっ」

　指さす方向を見た咲実が、怪け訝げんそうに愛を見る。

『……平均以下の力しかない僕よりも、さらに下の力しかない悪霊と言ったら気の毒なほど小さな霊ですけど……？』

「……愛、あんたの防護霊能力は私と同じレベルに強いんだから。もうちょっとシャキっとしなさい！　っつーか、あんた何でも怖いじゃない！　一ミリ未満の蜘く蛛もに大騒ぎして防護の能力暴走させて、仕事を邪魔したこともあったし……」

「えーっ、えーっ、だってぇ、ほんとうに怖いんだもーん……っ」

　泣き始める愛を無視していたら、エレベーターが到着する。

　入ろうとしたら、中にみっちり幽霊が詰め込まれていた──愛が声にならない絶叫を上げ、咲実も怯ひるむ。

「この程度で、何をビビってんのよ」

　仕方ないので、紅羽はすべてを瞬間的に除霊してキレイさっぱり無人にしてやる。

　そんなエレベーターに、さっさと入った。

『さ、さすがです……。というか、今気づいたんですけど、何で僕も一緒に行く必要があるんでしょうか……？』

「さすが紅羽ちゃん……。頼りになるぅー」

　咲実の指摘を無視し、紅羽は依頼主──助教授に呼ばれた部屋のある階のボタンを押す。

「愛、あんた学校の廊下とか階段とかトイレとか、ついでに授業中とか、一体どーやって暮らしていたの？　そこかしこにいたでしょうに」

「仕事中以外は、シャットアウトしてるもんー。紅羽ちゃんと違って、防護の愛は危険あったら無意識に能力は発動するしぃ……。ホントに、見えないで生活してるのー」

「あー……そーりゃ、幸せねぇ……」

　確かにそれが最善策だ。でないと、面倒くさいコトこの上ない。

「ついたーっ、この階の廊下のおくに依頼主がいるーっ」

　エレベーターが到着すると、愛が一番乗りで廊下に出る。

　そうしてから、不思議そうに周囲を見回した。

「……？　あれ？　いない……」

　呟きに、紅羽も周囲の気配を探る──確かに、他の階にはウゾムゾといる悪霊たちが──この階にはまったく気配すら感じない。

『……強力な結界をもし張ってたならば……僕も入れないですし。ということは、一体何が原因なんでしょうか……？』

「さあ？　私だって知らないわよ、そんなの」

「ええー？　パーフェクトな紅羽ちゃんでも、わからないコトあるんだー？」

「…………。…………」

　首を傾げる愛に、紅羽の口元が引きつる──咲実の顔も、強ばった。

『あ、愛さん……っ！　空気読みましょう！　空気！』

「空気？　文字書いてないもん、愛、よめないよぉ」

「……ふふ……面白いじゃない……っ！　もちろん、言葉のアヤよアヤ！」

　握り拳を依頼主のいる部屋へ向かって突き出す。

「このフロアに悪霊がいないのは、依頼主が原因よ！　その証拠に、霊格の高い神社仏閣なみに悪霊がいないのに、清浄な気がまったく感じられないじゃない！　つまり、依頼主が悪霊の親玉になっていて、連中を自由に操っているからこーんなこともできるのよ！　間違いないわ！」

「わーっ、すっごぅい、紅羽ちゃんーっ、名探偵みたーいっ」

『ぱちぱち拍手していい問題ですか？　愛さん！　ちょ……！　紅羽さん！　依頼主に向かってそんな失礼な憶測を……っ』

「いいのよ！　私が白と言えば黒でも白なのよ！」

『わー！　ホンットにアンビリーバボーだ、この女！』

「英語を自在に操る軍人候補生が、何を言ってるんだか……さっ、犯人もわかったことだし、行くわよ」

　道徳の授業よりつまらないことを口にする昭和男を引っ張り、紅羽はツカツカと依頼主のいる部屋へ向かう。

『犯人って！　根拠のない推測で、当てずっぽうにいい加減なことを言っただけじゃないですかー！　……って、ちょっと……！　幽体引っ張らないでくださいって！　出る！　エクトプラズムが出る！』

「わぁ、咲実ちゃんスゴーい。一いつ反たん木も綿めんが口からでかかってるぅ」

　喜ぶ愛は、必死な咲実の気持ちなんぞ知りようもない──なぜだ、霊能力者としてこんなに優秀なのに、知識が追いついていないのは。

『痛い痛い痛い！　エクトプラズム放出の、コナン・ドイルが立ち会ったとかいう有名なイギリスの霊媒写真ですか僕は！』

「あんた、本当に詳しいわね……」

『紅羽さん！　言っておきますけど、僕は少なくとも君より五十歳は年上なんですよっ！　目上に対して、こんな態度をとって……！　依頼主だってお客さまなんですから、くれぐれも失礼のないようにしないとっ！』

「うるさい、戸こ籍せきもないくせにぐだぐだ言ってるんじゃないわよ」

　文句を言っている間に扉の前に着いてしまった。

　ぎゃーぎゃー騒いではいたが、聞こえていただろうか。しかし、叫んでいたのは咲実だったので、霊感がなければ聞こえていない──はずだが。

（テキトーに言った、私の推理が当たっていれば──まあ、咲実の会話も全部バレバレってコトなんだけど……）

　────咲実に言われるまでもなく、根拠もなく依頼主を真犯人に仕立てた自覚はある紅羽だった。

　トントン、と愛がドアをノックする。

「どうぞ、入ってください」

（あら、意外に若い声……）

　依頼主はここの医大の助教授であったことを思い出す。

（って、ことは……三十代後半から四十代くらいかしら……？）

「失礼しまーす」

　扉を開き、愛がぺこり、とお辞じ儀ぎをして入るのに紅羽も続く。

「ご足労、本当にどうもありがとうございます。私が、依頼主の石せき我がと申します」

「…………はあ」

　────正直、ちょっと驚いた。

　マジマジと、見てしまう。

　見た目は二十代後半のようだ。

　白衣をきっちり着こなし、首からは医者の証あかしともいえる（と勝手に紅羽がイメージしてる）聴診器を垂らして胸ポケットに先をしまっている。

　理知的な眼鏡の下の冴さえた双眸は、僅わずかに笑みを浮かべていて──

　長身でいて、スタイル抜群。顔も、文句なく特級品。
















（あ、この男……？）

　──だが。紅羽はこの男を知っていた。

『紅羽さん……。あの男ですよ』

「そうね」

　凝視していると、そっと咲実が紅羽へ告げる。紅羽はコクリ、と頷いた。

「授業中に、隣の棟からじっと凝視していた男だわ。まさか、依頼主だったなんて」

『紅羽さんの正体がわかっていたから、凝視していたんでしょうかね』

「ええ……多分。依頼した霊能力者がこんな美少女で、驚いていたんじゃない？」

『…………。…………』

　真面目な論議の最中だったのに、咲実はなぜか黙った。

「それか、天才退魔師でもある美少女霊能力者が女子高校生って知って、ますます見惚れていたんじゃないかしら？　だからじーっと凝視していたのよ」

『……あー、紅羽さん。依頼主の石我さんがソファにどうぞって言ってますよー。愛さんと一緒にお話伺った方がいいじゃないんですかー？』

「何よ、咲実。その棒読みな言い方」

　失礼な男だが、所詮、咲実は女心のわからない幽霊だ。紅羽は一方的に咲実が悪いことにして、石我に勧められるまま愛の横に座った。

「初めましてー。私たちが、神明殿家からつかわされた次代跡取りの退魔師ですぅ。よろしくおねがいしますー」

　深々を頭を下げる愛は、紅羽と二人きりの時は常にクライアントと話す係だ。

　なぜなら、紅羽だと横柄すぎて相手に失礼しまくるからである──とは、祖母たちの意見だが。

　丁寧な愛へ、石我が苦笑しつつも軽く頭を下げた──非常に紳士的だ。

「こちらこそ、よろしくお願いします。まさか、国屈指の霊能力一族の中でも最も戦闘能力が高いと評判の退魔師が、こんな可愛らしいお嬢さん二人とは……」

「えー、そんなぁ。光栄ですぅ」

「学園の方にいらしてくださったのならば、もう気づいていらっしゃるでしょうが。ここの敷地は今、かなりの数の悪霊によって支配されています」

「──そのようですね」

　さすがにここは、紅羽が答えるべきだろう。すると、石我は紅羽へ視線を向けた。

「──事前にお渡ししたデータにも書きましたが……。実は、数々の霊能力者さんに除霊をお願いしてきまして、すべて失敗してきたのです」

「そうでしょうね、かなり業ごうの深い悪霊が潜んでいるようですもの」

　先ほどの当てずっぽうな推理があるからではないが、一応、石我の反応を確認しつつ言ってやる。だが、紅羽の意見を助言と取ったようで、感心するように頷くだけだった。

（ちっ、つまらない男）

「もう、お二人が最後の綱です。最強と謳われるお二人でダメならば、この地は悪霊の思うままだんだんと廃すたれていくことになるでしょう」

「それは、以前に除霊をお願いしていた霊能力者の意見ですか？」

「はい」

「あー、じゃあ、ワンダーランド・オブ・ホラー？　愛、怖いー」

『下へ手たな肝試しをしたい人間に、有料で入場させてあげればいいんじゃないですか？　そして悪霊にたっぷり憑依されて出てきたところを紅羽さんたちがさらに有料で除霊するとか。怖い者知らずな若者のニーズに合った、まさしく一石二鳥のニュー・ビジネスですよ』

「あんた、うるさいわよ咲実。俗世に詳しすぎ」

　しかし、名案だ。紅羽の心のメモに書き留める。

「あの？」

「あ？　いいえ、すみません、こちらの話で」

　石我が不思議そうに紅羽を見たので、慌てて言葉を濁にごした。

「ニュー・ビジネス……じゃなくて。えーと、とりあえず、わかる範囲でいいので、過去にあった霊障事件を教えていただけますか？　それと、その発生現場も」

「はい。──あ、しかし数が多いので……」

「大きなものだけで結構です。襲われた、とか。そういう……影が見える程度のものは必要ありません」

「わかりました」

　十歳は年下であろう（美人）女子高校生を相手に、石我は恭うやうやしく頭を下げる。

　冷静かつ丁寧な対応は、さすが若くして助教授まで上った男の処世術の一つであろうか──金儲けするにはまず出世よね、とか考えてしまう。

「──では、資料は数日内に必ず」

「ええ、お願いします」

　そんな間に軽い挨あい拶さつをして、紅羽と愛（と咲実）は石我に見送られてエレベーターに乗り込んだ。

『何から何まで、完璧で隙すきのない男性ですねえ……』

「そーね」

　エレベーターの扉が閉まった途端、咲実が呟くのに紅羽は頷く。

　その目前では、祈るようにうっとりとしている愛がいた。

「石我さん……すっごいかっこいいーっ、今までの依頼主のなかで一番紳士で素敵……！　愛、チョータイプかもー」

「愛、あんたってジャニ系がタイプなんじゃないの？　石我って依頼主はジャニっぽくないじゃない」

「いーのー。好きならいーのー」

「あー、はいはいはいはい。そーですかー。いーわねぇ、愛は暢気で」

　溜息交じりに呟いていると、ちょうど一階に着いたようだ──エレベーターの扉が開く。

（そういえば……誰も乗ってこなかったわね……）

　行きも帰りも。偶然かもしれないが──故意の気配を感じる。

　考えつつエントランスを抜けて病院から出る。

『うわ……。病院の中より、学園敷地の方に霊が多いなんて……おかしいですよ』

「そーね。おかしいから、私たちに仕事がきたんだけどね」

　咲実が周囲の悪霊にビクビクしつつも訊くのに答える。

『紅羽さん、依頼主と会話している途中から、何か考えているようでしたけど……。気になることがありましたか？』

「んー？」

　通行の邪魔になる地縛霊を除霊しつつ、紅羽は溜息をつく。

「そっかぁ、幽霊のあんたでも気づかなかったかあ」

『え……？』

「あの石我って男……まるで心が読めなかったのよねぇ……。あ、その木の下にいる首吊り男も除霊しちゃいましょ、鬱うつ陶とうしいわ。──心を故意に閉ざしていたとしか思えないのよ」

「紅羽ちゃーん、ロリコン本持っていて気持ち悪いですぅ、あの霊。──え？　心を閉ざしていたー？　そうなのー？」

『僕もそれはわかりました。でも、それが何か……？』

　通行に邪魔な悪霊を除霊しまくっていると、いつの間にか目前がモーゼの海渡りのように開かれた──動けない、地縛霊を除いて。

「通常は、こういう事件に巻き込まれた依頼主って本当に困ってるから、心を閉ざす余裕もないのよ。というか、心を閉ざしている人間には、つけ込む隙がないから霊は寄らない」

「紅羽ちゃん、こんなに沢山除霊札に吸引しちゃうと、愛、浄化させるのに大変ですぅ。……でもぉ、今回の依頼って、石我さん個人に憑ついた悪霊の問題じゃないじゃないー？　この土地全体の悪霊の除霊だしー」

『──なるほど。本人が霊につけ込まれる隙がないから、部屋のあるフロアには悪霊がいないとか。紅羽さんの荒こう唐とう無む稽けいな真犯人説は置いておいて』

「荒唐無稽とか言うんじゃないわよ。見た目少年の中身ジジィ幽霊が。──うーん……でも、そう、なのかしら……」

　──どうも腑ふに落ちない。

　紅羽の、咲実への言い方が気になったのか咲実がぎゃーと騒いでいるが、無視だ。

「ま、いいわ。考えるのは除霊している最中でもできるし」

「えー？　そうなのぉ？」

『いや、普通はできないと思いますよ。精神集中してやるものだし』

「とりあえず、もうすぐ逢魔ヶ刻だし。悪霊がぶわーっと出る時間だから、密集地探してそこに行くわよ！」

「えええええーっ!?」

『本気で言ってるんですかーっ!?　紅羽さん！　そんな悪霊ワンダーランドへの無料パスポートいりませんよ、僕は！』

　ぎゃーと騒ぐ二人を摑み、無理矢理引っ張る。

『ぎぁ！　何で紅羽さん、こんなに力あるんですかーっ！　前から思っていたけどっ！』

「あんたの幽体がひ弱過ぎるのよ、軍人候補生だったくせに。だらしない男ねえ」

　紅羽は美少女だが、霊能力の厳しい修行に耐えられる程度に身体能力は優れている。それはしっかり自覚していた。

　ちなみに愛もこんなにブリブリしているが、立派な筋肉を華きや奢しやな体軀に秘めている。

「えええーっ！　おうち帰りたいーっ、愛、怖いのいやーっ」

『ぼっ、僕もダメです！　悪霊に狙われたら死んでしまいますっ！』

「うるさいわね。仕事よ仕事。それに咲実、あんたはとっくに死んでるんだっつーの。お友達たくさんいる場所に行くんだから、嬉しいでしょ？」

「きゃー！　きゃー！　ホントに悪霊の気配たくさんある方へ紅羽ちゃんむかってるーっ！　いやぁぁ！」

『友達いませんーっ！　僕は旧校舎のニートです！』

「問答無用。さっさと来い！」

　紅羽の元気な声と、愛と咲実の悲鳴が虚むなしく響く。

　校内は──すでに日が暮れかけていた。










『……ああ。まるで、夕日に照らされた校舎が血に染まっているように見えます……。不本意ながら、我が国の敗戦直前を思い出しますね……』

「咲実ちゃんーっ、そーゆー怖いこと言わないでーっ」

　逢魔ヶ刻を境にし、日が暮れていくと同時に今まで弱っていた悪霊たちが活気づき始める。

　まだ校内は、部活動の生徒を含めて多くが下校しないでいる──医大ともなれば、それは尚更だ。

「ネガティブねぇ、あんたたち。ブラッドオレンジジュース色とか言えないの？」

　そんな生徒たちを校舎内から眺めつつ、二人が心細そうに呟くのに、紅羽は呆れた感想を言ったのだが。

『それって、〝血の蜜み柑かん絞り汁〟って直訳できるじゃないですか！』

「しないわよ、普通」

「いやーっ！　愛、想像しちゃうーっ！　ピンクのクマさんが、ニコニコ笑って蜜柑畑に佇たたずんでいるすがたーっ！」

「すっごいメルヘンじゃない、それ」

「でもそのクマさんはゾンビで血みどろなのーっ！　生きた人間を絞ってるのーっ！」

「愛！　あんたの方がよほどえげつない想像してるわ！」

　怒鳴ったところで、愛には聞こえていない──すっかり怯えているようだ。

（とゆーか、この敷地にいるすべての悪霊が襲いかかってきてもはねのけられるほどの防護能力あるクセに……！　何が怖いっていうのよ！）

　生まれた時からの付き合いだが、紅羽にとっての一番の謎は、愛のこの性格だ。

『でも紅羽さん。……一体、何を探るつもりなんですか？　活気づいた悪霊たちのコンパに特別参加しても、除霊が忙しくなるだけだと思うんですけれども……』

「あんた、本当に昭和前期の男とは思えないほど軽いわよね、言うことが。──気配を探したいのよ。どこかに潜んでいるであろう、親玉の」

「お、おやだま……？　この山ほどの悪霊さんたちをあつめた……？」

　紅羽は頷きつつ、窓をコンコンと叩いて悪霊が集まっている方角を指さした。

「そう。──総元締めは、一番集まっている場所にいると思って。……でも」

『──いないんじゃ、ないんですか？　こんなに悪霊が集まるような原因、思い当たりませんし……』

「────」

　咲実の冷静な言葉に、紅羽は胸中で溜息をつく。思った通りだったからだ。

『ぱっと見た感じ、悪霊がわんさか集まっているのは校内にある池ですから……。あそこは汚れていて、しかも戦時中は死体を洗っていた場所です。悪霊には住みやすいから集まっているだけだと思います』

「そっかぁ……」

「いやーっ！　絶対に行きたくないーっ！　愛、生臭いの大嫌いーっ！」

「行かないわ、必要ないんなら。──それに、もう生臭くないわよ、死体が今でも浮いている訳じゃないんでしょ？」

『骸がい骨こつなら、数体まだ沈んでいるみたいですけど』

「いやぁぁぁぁぁぁーっ！　内臓や細い骨はみんな腐食して水に溶け込んでいるーっ！」

「想像させるようなこと言わないでよ、愛。──あー、そんな悪環境じゃあ、悪霊ばかりになるのも当然よねぇ……」

　溜息をつき、紅羽は昇降口に向かって歩き出す。

「──じゃ、帰りましょう。現場検証はおしまい。明日の明るいうちに、続きはするということで」

「紅羽ちゃんっ！　ありがとうっ！」

「咲実。学校に残っている、その手の話を詳しく聞かせて。医大があるなら、かなりえげつない話もあるはずだし」

『わかりました、紅羽さん』

　何となく後ろ髪を引かれはするが、しかし愛や咲実の言うとおり、親玉がいないのであれば仕方がないのだ。

（一体、どこにいるってーのよ……。親玉。思念渦巻く雰囲気が最も強いところはあの池だけど、それは悪霊の質より量の問題だから──そうじゃなくて。量より質の……本気でタチの悪い気配……たった一体かもしれない……その居場所）

　考えつつ、校門へ向かう。

「うーん……。これだけの数の悪霊を呼び寄せるだけのことはあるわよねぇ……。さっぱり、気配も正体も摑めない」

「紅羽ちゃん？　あんまり考えすぎても仕方ないよぉ。ご飯食べてから、ゆっくり考えよー？　お祖母様にも意見訊いたりしてー」

「お祖母様方が、教えてくれるハズないでしょー。何かあるたび〝それも修行です〟って言って、ヒントすらくれないんだから」

　文句を言いつつ、しかしハートを飛ばしてくる男子生徒に愛想を振りまくのは忘れずに、校門を出た。

　するとそこには、東条が車を寄せて待っている。

「お帰りなさいませ」

　祖母たちが、いつものように霊能力を使って帰る時刻を予知してくれたのであろう、相変わらず紅羽たちを待たせるようなことはしない。

　東条は、いつものように恭しく頭を下げつつ車の後部座席の扉を開いた。

「お疲れ様でございます、紅羽さま、愛さま。……そして、咲実さま」

「ただいまですーっ。すっごい東条さん、咲実ちゃんのことも知っていたんだ!?」

「もちろんでございます、愛さま。神明殿と寅越のお館やかたさまから、しっかりとお聞きしていますので」

『え？　……ど、どういうことですか？　……紅羽さん？』

「ま、つまりね。私と愛の祖母がそれぞれの家の現当主なんだけど。その二人が咲実の存在を霊視してて、運転手の東条さんに紹介していたってワケ」

　説明しつつ、紅羽も車に乗り込む。

「あ、東条さん、咲実は助手席に乗せてやって。幽体だから席は要いらないんだけど、私の助手だし。対向車のドライバーが下手に霊感高くて浮いてる咲実を見ちゃって、事故られても困るから」

「承知しました。──さ、どうぞ。咲実さま」

『え？　は？　──あ、あの……っ!?　うわ、現代の車に初めて乗りました！　これがソファってものですか!?　木の椅子と違って堅くない！　……気がします！』

「咲実、堂々と胸張って乗りなさいよ。あ、シートベルトしてね……って、無理か」

『無理です。霊糸で造られているものでもない限り、幽体を捕まえるなんて』

「わかった。じゃあ造っておく。咲実専用の特製品を。──高いわよ。きっちりその分、働いて返してもらうから」

『あああーっ！　しまったぁ！　うっかり妙なことを言ってしまったぁ！　──というか、紅羽さん。……僕、今気づいてしまったんですけど』

　静かに動き出した車に、ちょっと挙動不審になった咲実だが、すぐに体勢を直し振り返って訊いてきた。

「何よ、前を向きなさいよ」

『僕が紅羽さんの助手をするのは、無償ですよね？　つまり、お互い様なのでは……？』

「…………。…………」

　いやなことに気づく、戦死男だ。

「──あんた、私に意見しよーっての？　旧校舎でのニート生活にピリオド打ってあげた恩人に、何を生意気言ってるのよ」

『いや、僕は助けてくれなんて一言も……』

「でも、旧校舎から出られてよかったんでしょ？　喜んでいたじゃない？　違う？　私はそんなあんたを無償で助けてやったのよ。その辺りの現状、ちゃんと自覚しなさいよね」

『そ、それは……紅羽さん……』

「わぁ、紅羽ちゃん。女王様っていうか、ただのいじめっ子みたいー。性格悪そうー」

『愛さん、悪そうじゃなくて、本当に悪いんで……』

「うっさい」

　咲実の頭を殴って黙らせる。横で無邪気な顔をして不愉快なツッコミをした愛にも制裁したいが、タイミングを逃してしまった──まあ、いつでもチャンスはあるのでよしとする紅羽だ。

「じゅーぶん、咲実ちゃんは働いてくれてると思うよぉ？　愛は。だって、校内のこと教えてくれたりするしぃ」

「──足手まといではないことは認めるわ。活躍は今後に期待する。──もし、私のこの期待を裏切ったら……わかってるわよね？」

『え？　ま、まさか……』

　紅羽が殴った場所をさすりながら、咲実は怪訝そうな視線を向けた。

「あんたを実体化して、ホモ霊呼んで好き放題！　世にも珍しい幽体ホモプレイとして録画して二丁目系のお兄さんたちに売り飛ばす！」

『うわぁぁぁーっ！　鬼ですかーっ！』

「嫌なら、しっかり働きなさい」

　ぎゃーと悲鳴を上げる咲実の肩をポンポンと叩いて言ってやる。

　こんな大騒ぎの中でも、いつものような穏やかな笑みを浮かべて運転している東条はさすがだが。

　────それより強つわ者ものが、紅羽の横にいた。

「ねぇねぇ、紅羽ちゃん。愛のお願いなんだけど」

「何？　言っておくけど、咲実には厳しくするわよ。だから、虐めないで、とかそーいう甘ちゃんなコトは……」

「ううん、違うの。咲実ちゃんの相手は、ＢＬ系の美少年がいいなあ。愛」

「…………。…………」

『愛さん！　嫌いじゃなかったんですか！』

　咲実の悲痛な叫びと驚愕の心情は、もっともだ。

　うっかり咲実を気の毒と思ってしまった紅羽の目前で、〝無邪気VS崖がけっぷち〟の会話は続けられていた。

「んー、きらいだけど、幽霊さんははんちゅう外だしぃ、愛」

『範疇……え？』

「愛は、人間だからレンアイできないもーん。興味ないの。だからぁ、咲実ちゃんに、あ・げ・る[image: ♡]」

『…………。…………そーいう理由っすか……っ』

　思わず体育会系な口調になる咲実の混乱は、何だか同情できる。

「…………。…………愛、あんたって実は私よりも鬼畜よね……」

　深く吐息を漏らしながらの呟きだが──勝手に会話を、

〝今、もっとも好きなジャニ系〟

　に切り替えている愛には聞こえていないだろう。

「……本当に……ったく、空気読まないわね……」

　思う紅羽も、相当なものであるが──むろん、その自覚は、ない。
















「敷地内、探り始めて早はや五日！　何も収穫がないのはなぜ!?」

　紅羽がそう雄お叫たけびを上げたのは、もちろん他人の気配もない、医大の敷地の隅だからだ。

「医大に繰り出して、無駄に男たちの熱い眼差しと女たちの嫉妬の視線を感じるだけに終わるなんて……っ、無駄よ無駄……！」

『僕の客観的視点だと、あきらかに愛さんの方がモテてましたけどね』

「…………。…………」

　つい、咲実のエクトプラズムをゴムのように伸ばしてしまう紅羽だ。

　咲実の悲痛な叫び声を無視し、紅羽は悲劇のヒロインさながら柳りゆう眉びを寄せた。

「ああ、もう……。困ったわ……。石我は協力的だけどね、資料もくれたし……。それをチェックしつつ見回っているけど、何も見つけられない……っ」

「そうー？　資料どおりの気配をかんじたし、まちがいないよお？　……紅羽ちゃーん、咲実ちゃん、青白い顔になってるぅ、昇天しちゃうよー、それ以上エクトプラズム引っ張ると」

「それは困るわね、確かに」

　言って手を放す。

『…………っ、自害すれば永遠の責め苦に遭うと訊いたが……っ、まさか、こんな地獄が待っていようとは……！　若者よっ！　苦しくても死を選択するなかれ……！』

「何の叫びよ、それ。──ま、でも、ここ数日間での咲実の活躍は確かに評価してるわ。だから、ご褒ほう美びとしてフリータイムを設けてあげてるんじゃなーい」

『フリータイム……』

　幽体のくせに、あからさまに口元を引きつらせて反はん芻すうをした。

「あー、愛や紅羽ちゃんが、授業受けているあいだに、校内をさんぽしてもらっているアレのことぉ？」

『……偵察って、言いませんかね。それ……』

「違うわよ。好きに行動してもらって、そのついでに詳細な情報を得てきなさいって、そういう敷地内限定の楽しいフリータイムよ」

『…………。…………』

「咲実ちゃんのおかげでぇ、敷地内であったむかしのはなしも調べずにわかるしぃ。どこにどんな悪霊がひそんでいて、どんなふうに怪しいか、幽体ならではの観点で言ってもらえるしー、愛、すっごい咲実ちゃんをそんけーしてるーっ」

　無邪気に褒める愛に、咲実は複雑そうな表情を浮かべている──自由行動とはすなわち、紅羽と愛という最大の防護がなく悪霊ウゾウゾの敷地内を一人で巡るのだから──咲実としては、まったく嬉しくないかもしれない。

『僕は──確かに見た目はこうですが、決して心身共に弱い方ではないと自負しているのですが……』

「こうってー？　咲実ちゃんは可愛くて、そのうえ何体も悪霊を退治してくれたじゃないー、愛が怖がっていたやつらをー」

「……かなり、下っ端の弱い奴らだったけどね」

　もちろん、紅羽基準であり、普通の霊能力者基準では上のレベルだが──というか、この敷地にいる悪霊すべてが上クラスだ。

『下っ端でも！　必死なんですよ僕は！　そしてこれからも強くなりますから』

「へぇ……。私の助手として、自覚がしっかり芽め生ばえたってこと？」

『紅羽さんの側にいて、弱いままだといずれ悪霊に喰われるであろう危険を知ったので』

　即答は失礼だ。

　いかに紅羽とて、悪霊に咲実を喰わせるほど鬼畜ではない──必要でもない限り。

「──ま、自由行動が結果的に、咲実の霊能力を上げてるんだからいいじゃない。これからも期待してるわよ。私たちが授業受けている間に、校内巡ってね」

「咲実ちゃんはいろんな情報もってきてくれるから、愛もすっごいかんしゃーっ！」

『──でも、敵かなわないと思った悪霊とその巣そう窟くつには──近寄らなくてもいいんですよね？』

　確認するように訊いてくる咲実へ、紅羽は舌打ちで返した。

「だっらしないわねぇ。悪霊を見て見ぬふり？　あんた、男でしょ？　死ぬ気で特攻しなさい、死ぬ気で。愛国心と忠誠心を発揮すんのよ」

『いえもう僕は死んでいます。愛国心はありますが、それと悪霊への特攻の接点が見つかりませんし。──そもそも、紅羽さんが異常なんですよ』

「ああ？　どーゆー意味よ」

　断言する咲実を睨んでやる。

　周囲に誰もいないので、口調も態度も遠えん慮りよがない。

『敷地内の悪霊を、まったく恐れないその態度ですよ。普通だったら、絶対に見て見ぬふりするべきレベルですよ。現に、今まで除霊に来た霊能力者だって、ヤクザの幹部相手にするように扱っていましたし』

「あー、そー言われてもぉ。私、普通のレベルの霊能力者じゃないしぃ」

　あっさり言ってやったところで、高等部から予鈴が響いた。

「──じゃ、私たちは授業へ戻るから。咲実は医大を調べていて。……放課後になったら呼ぶから」

『呼ぶって……。また、どっからともなく現れる霊糸で、僕の首ひっぱんないでくださいよ。死んでもなお首吊りの気分は味わいたくないです』

「あれはちょっと、捕まえる場所を間違えただけじゃない。細かいことを一々気にする男って、やーねー」

『命に関わります』

「咲実ちゃん、もう死んでるよぉ」

　愛に言われて咲実はポン、と手を叩く──一日一回は繰り広げられる会話だ。そこまで咲実は、死んだ自覚がないのか。

（──今度、自害の原因になったおっさん教官の霊でも召しよう還かんしようかしら……）

　発奮材料になるかもしれない。

「咲実、私たちが午後の授業を受けている間、石我の様子をうかがってきてくれる？」

『……石我って……依頼主ですか？』

　高等部の校舎に戻りつつ、咲実へ言う。

　すると、（憎らしくも）紅羽よりも長い睫まつげの双眸で咲実がじっと見つめてくる。

『毎日会っていますが、特に問題はないと思うのですけれども……』

「何か隠している可能性があるって、何度も言ってるじゃない」

「紅羽ちゃん、まだ、石我さんのことを真犯人だって思っているのー？」

　今度は愛が口を挟んできた。

　愛は相変わらず、石我がお気に入りだ──毎日、美お味いしいお菓子を貰えるからだと言う。

　────どこの幼稚園児だ。愛なら仕方ないが。

　──というか、愛を手て懐なずけようとしていることからして、余計に怪しい。

「当然じゃない。──あの、まったく隙を見せない気配はおかしいわよ、私たちメガマックス一流な霊能力者でも心が読めないのよ？　会うたび疑念は膨らんでいくわ」

「でもぉ……。毎日のお菓子、おいしいし……」

「餌え付づけされてんじゃないわよ。──少なくとも普通の人間じゃない、私たちと同じ霊能力者ね。……絶対、正体を摑むわ」

　決心も強く言う。

　愛が黙った。

　咲実も──真剣な表情で紅羽を見つめる。

「──怪しいという、最大の根拠は」

　静かに──だが、紅羽は力強く核心をついた。

「これほどの美少女霊能力者を目前にして、冷静にしているあの態度……！　まったく私に心こころ惹ひかれる様子もない！　側にいても見もしない！　裏がなくてはありえないわ！　私に惚ほれないなんて！」

『…………。……は……？』

「この五日間……！　話し合いをしていても、まったく私の魅力にメロってる素振りもなければ、熱く見つめることも一度もない！　私のフェロモンにやられない強きよう靱じんな精神力なんて、よほどの厳しい修行をしている同業者くらいしかありえないわよ！」

『……。……紅羽さんって、地球は自分を中心に回っているって真剣に思いこんでいる人ですか？』

　紅羽の熱弁に対する咲実の返答は、何だか見当違いのものだった。

　しかし、素直に答えてやる。もちろん、即答だ。

「当然じゃない」

『うわー』

　何を引いているのだろうか。融ゆう通ずうのきかない昭和前期男はこれだからダメである。

「とにかく私は！　ちゃっちゃと除霊したいのよ！　依頼主が真犯人で、すごい霊能力を持っていて、美少女がそんな悪に立ち向かう……素敵な設定じゃない!?」

『ベタですよ、そのネタ。ありがちで』

「うっさいわね。──もー！　とーにーかーく！　早く本格的な除霊に入らないと、家の神殿前に用意された巫女服がお香くさくなるだけなのよ！」

　気づけば、高等部へ向かう道すがらも咲実はついてきている──だからついつい、会話をしてしまっているのだが。

　そろそろ、他の生徒もちらほら見え隠れしてきたので咲実の気配を消し、声に出さないで会話をすることにした。

『巫女服？　もしかして、除霊する時には巫女の格好でないといけないんですか？』

「神に仕える者のみが身につけられる、聖なる衣装だからね」

『……僕たちの軍服とは、違いますね……』

「そうねぇ。軍服とは対極じゃない？　平和を祈るものだし。巫女服を身につけることで、ご神仏さまからの加護を得られるのよ。そして、除霊をする、と」

『え？　でも、ここ五日間の除霊では、一度も巫女服着ていませんよね？　今着ている、この普通に今時な軽薄系女子高生の格好だったのは……？』

「軽薄言うなっつの。──ま、そりゃー、今まで遭遇してきたレベルの雑魚、ご神仏さまのお力を借りる必要なんてなかったからよ」

『そう……なんですか？　さ……さすが……』

「巫女スタイルは、スーパーマンやスパイダーマンのパワースーツと思って」

『ああ……なるほど』

　二十一世紀にすっかり馴な染じんでいる戦中育ちの咲実は、今の説明で納得したようだ。

　何だか呆れる思いもあったが──とりあえず、ここで咲実と別れてクラスのある校舎へ、愛と二人で入っていく。

「咲実ちゃん。日に日に幽体のちからが強くなっていってるねー」

「そうね、旧校舎にいた時に眠っていた能力が、だんだんと開花しているんじゃない？」

　愛との会話は、咲実が聞いていないことを知っての上だ。

「霊能力も強いし……。紅羽ちゃんの助手として、すごくピッタリだと愛、思うよー」

「あとは、あれだけ純粋な霊体でもある咲実が、ここで渦巻いている真っ黒い悪霊たちに狙われないていどに、力をつけてくれればいいのにねぇ」

「えー？　その手段があるから、咲実ちゃんを一人にしたんじゃないのー？」

「ないわよ。試しにフリーにしただけ。何か、大きなものが釣れないかなーって期待して」

「そーなんだー」

　笑って言うと、愛も笑った。

（おいおい、咲実の心配してやらなくていいのか？）

　紅羽がこうだから、せめて愛がストッパー、というのがスタンスではないのだろうか？

（……いや、愛は自分に関わっていないと、所詮こんな感じ……）

　わかっていた紅羽だが。

　子供の頃から、自分に関係なくとも弱く虐められている者を助けてきた紅羽だ。鬼畜と言われるのは称賛と思いつつ、愛よりは人の心を持っている気がする。

（──咲実の場合、べっつに、本気で危険な目に遭わせるつもりないし……。というか、自由行動にすることには、咲実の霊力を向上させる目的もあるから）

　気配は常に探っているので、最悪の場合はないはずだ。

「あ、神明殿さん。お昼休みはいつもいないけど、どこ行っていたんだい？」

「図書館にいるかと思って、探してしまったよ」

「ええ、ごめんなさい……」

　男子生徒たちに囲まれたので、紅羽はマドンナモードをオンにする。

　そして愛と別れたが──愛の方に、取り巻く男の数が多かったように見えたのは、きっと気のせい──に、したい。










『ここの医大、敷地が広いんだよな……。建物だって、戦時中は軍の司令部があったほどだし。現在使われている、部室棟は元平兵士専用の手術室──ああ、ダメだ。悪霊がたくさん住みついている』

　それに、紅羽が探すような〝親玉の住み家〟的な気配は感じられない。

　咲実はちらり、と高等部の教室を眺める。

　──自由行動は嬉しいが、やはり心細い。現に毎回、悪霊に襲われているし。

　そして死にものぐるいで逃げている──結果、その〝背水の陣〟にて霊力が増しているので、結果オーライかもしれないけれども。

『……まさか、自害して六十年以上を経過し、国ではなく西洋かぶれした婦女子に顎あごでこき使われる身にろうとは……』

　花木咲実、享年十六歳。

　資産家の花木家三男に生まれ、そして志願して旧帝国軍の士官学校に入学した。

　この国が敗戦するとは思っていなかった──というのは最初の頃だけで、自害する数ヶ月前からはすでに敗戦は覚悟していたのである。

　その、敗戦後の生き方をこっそり同期の友人たちとしていた最中に──まさか。稚児趣味の教官にあんなコトをされそうになるとは……。

『自害するとは、成功してから自分もびっくりしたんだよなあ……』

　服を脱がされて本気で危険を察知したので、必死に抵抗していた最中、気づいたらパニクってうっかり自分の首を切っていたという──人間、落ち着いて行動することは大切である。

『紅羽さんには、役立たず呼ばわりされているけど……。生前は、そんなこと一度も言われたことなかったのになあ……』

　成績も運動神経も、年上の士官候補生を抜いてトップだった。

　不本意ながらこのように華奢だが、体格に恵まれた連中には絶対に負けず、そして尊敬の視線を浴びるほどだったのに。

『……あ。今、気づいた……』

　──あれは本当に、尊敬の視線だったのだろうか……？

『…………。…………この、ホモ霊からのアタック率と、何より死因になっている変態教官のハァハァした様子……からして。……もしかして……』

　────そっち系の意味での、熱い視線だったのではないだろうか？

『うわー……。気づきたくなかったー……』

　誰がなんと言おうが、咲実はノーマルだ。

　ＢＬ系では絶対にありえない。付き合うなら、間違いなく女の子がいいに決まっている──清楚で和服の似合う、大人しくて可愛くて家庭的な大やま和と撫なでし子こが好みだが。

　というか、大和撫子が絶滅しないでいてくれたならば、の話だ。深刻だ。

『……ま、紅羽さんは間違いなく問題外で対極だよな……。愛さんはちょっとありえるけど、そもそも性別が違うし……。はぁ』

　考えつつも、もちろん仕事はしている。

　三号棟へ向かう途中の木の陰にある大きな岩に、そこそこの数の悪霊を見つけて紅羽に持たされた地図に〝巣〟と書いて印を付けた。

『たまたま、僕はホモに遭遇しているだけで、ウケてるワケじゃないはずだ……。それは絶対に時間が解決してくれる……！　──というか、頑張って霊能力を高めて、生前みたいに剣道も武術も一通りできて、そこそこの悪霊と戦えるようにしないと。紅羽さんが言っていたしな、霊能力を銃刀に擬態化して悪霊と戦うことは可能だって』

　とりあえず、今は地道な活動だ。

『えーと……。あ、さすが外階段の隅にある陰には多い……。まあ、紅羽さんいわく雑魚レベルだろうけど……。えーと、元人間と、獣がごちゃまぜ……と』

　できる限り詳細に書き込む。この〝悪霊ＭＡＰ〟は、もちろん、霊糸で織られた特別な紙だ。普通の人間には見えない。

　内容は、どんな悪霊が何匹いて、どういう気を放っていたか、を紅羽に命じられたまま記したものなのだ。

　女王の命令は、〝絶対〟である。というか、紅羽は相手が大国の大統領だろうが上から目線の偉そうな態度で接するのではないか、と確信している。

『えーと、掲示板の下には少女の幽霊が二人で小石積み……悪霊に染まっている気配はなく、唯我独尊……と』

　書いている最中に覗のぞき込んできた浮遊霊がいた。視線を合わせると、思いきりハァハァしている危険な男だった──ので、慌てて逃げる。

『…………！　何でこう、ホモばかり……！　いや、気のせい、本当に気のせい……！　僕は決してホモ受けがよいワケではない！　たまたま！　偶然、ここはホモ霊が集う磁場！　……それも嫌だーっ！』

　ああ、死んでまで──なぜ？

　教官を拒むあまり、親から貰った大切な命を捨ててしまった、その罪滅ぼしなのであろうか？

『教官に夜とぎを強要された時も、お国のための大切なお役目、とかアホな説得があったけど……。というか、お国のために喜んで死ぬ、なんていう当時の言葉だって、軍国主義の圧力で無理矢理言わされていただけじゃないか……！　本気で思ってた仲間の方が圧倒的に少ないよな、故郷に残した両親兄弟のためっていうのは多かったけど。人間は平和が好きなんだよ。ワールド・オブ・ピース、ワールド・イズ・オンリーワンなんだよ、これからの時代は』

　ホモ霊から逃げ切り、肩で息をしつつ咲実は呟く。

　敗戦からの長い年月によって、すっかり民主主義が定着している思考だ──というか、言われなければ戦中育ちを感じさせない、〝戦争を知らない子供たち〟っぷりだ。

『昔は士官候補生たちの訓練施設だった場所が……。かつての同盟国・イタリアの建築物のような造りに……』

　太陽がさんさんと当たり、殆ど悪霊の気配を感じないテラスぐるりと見回して感心する。そうしてから、中央の椅子に落ち着くと、ゆっくりと今まで書いてきた〝悪霊ＭＡＰ〟にざっと目を通した。

　──ちなみに、幽霊なのに椅子に座ったり、走って疲れたりするのは、生きていた頃の習性──というか、それだけ死んだ自覚が低いのだ、と紅羽に説明されている。

　悪霊ではないから、太陽の下でも平気で活動できることは、説明されるまでもなく咲実もわかっていたけれども。

『うーん。医大の校舎外の悪霊の勢力図はこんな感じで──あとは、建物の中を順次に……ん？』

　まずはこの棟の地図を見ようとすれば、ふと、ある一角の違和感を感じる。

『…………？　何だ？　この……思念……？』

　よくわからない。

　この数日間、敷地内をチェックしていて初めて感じるものだ。

『悪霊とは違うようだが──でも、生身の人間の思念とも違う……？　でも、人間に近くて……何というか……』

　その気配──思念を探り、咲実は棟の最上階へ上る。

　隣の棟へ渡る通路があったが、その思念はその渡り廊下の手前の部屋──から、感じるようだ。

　僅かに躊ちゆう躇ちよをしたが、部屋の中へ入る──もちろん、上がってきたのも部屋へ入ったのも、人間の習性ではなく霊体としての特性を生かしてのものだ。

『この部屋は……？　偉い教授とかの、部屋……？』

　中央には大きな書斎机があり、両壁にはずっしりとした医学専門書が並んでいる。そして、ソファなどもあったりして──ドラマでよくある社長室のような造りだった。

　つい、部屋の中を一通り見回してしまう。

　壁の本棚にある本は横文字だらけだったが、同盟国・ドイツの言語のものが多いように感じた。

『……え？　何だこのぞっとする感じ……？』

　ふと、背筋を冷たくするような気配を感じて振り返る。すると書斎机の引き出しの辺りが黒く靄もやがかかっているように見えた。

　恐る恐る近寄り──中を見る。

　鍵かぎはかかっていたが、重厚な机を素通りして中を確認することはできた。

『え？　……何これ……!?』

　中にあったのは、分厚いファイルだった。

　そして、そのうちの一つを読むと──裏帳簿としか思えない内容がある。

　さらには、この医大や私立病院の経営権利を経営者一族から奪うための、弁護士や会計士との綿密なやりとりの計画書も見て取れた。

　咲実は思わず──息をのむ。

『……学校と病院を乗っ取る計画をしている……!?　この部屋の主ぬしは……っ!?』

　思わず呟いてしまう。

　もちろん、誰もいないが──仮にいても、幽体である咲実の言動は、人間にはまったくばれることはない。

『も、ものすごい計画を知ってしまった……っ、伝統ある【王允学園】が……っ。あ、でも今の僕の仕事には関係ないか……』

　混乱を必死に整理しようと考える。

　そうしているうちに、あることを思い出した。

『……あ……っ、さっき感じた、悪霊でも人間でもない思念の正体……っ!?』

　これだ、と確信する。

『魔物と契約を結んだ人間の、残留した気配……！　欲望に満ちていて、半分は魔物、半分は人間の持つ、思念……！』

　持ち主の強い思念が、これら欲望の記された書物に残留してしまったのだ。

　それを、咲実が感じ取ってしまったのだろう。

　しかし、それは──つまり。

『……部屋の主が悪霊の親玉がいる祠の可能性はあるけど……。持っていたものに、こんなに強く思念が付着するなんて……。どんな強い相手だよ……っ！』

　想像できない──ぞっとする。

　何だか急に不安になり、咲実は紅羽のところへ戻って詳細を告げようと思い立った。

『あ、その前に、誰の部屋か調べなきゃ……って、そんなの、資料と地図で確認できるよな……！』

　扉とは反対のガラス壁をすり抜けて、外へ出ようとする。

　──まさしくその時、誰かが扉を開くのに気づいた。

『……っ、……!?』

　ぎく、とする──人間に、咲実が見られるはずがないのに。

　瞬間的に振り返り、さらに驚愕で絶句する。

『い、石我助教授……っ!?』

　低い足音を磨かれた床に響かせ、石我は静かに壁の本棚に寄る。

　気づかれていないことを知っていても、動けない──僅かに、後ずさりをしたのがせいぜいだ。

　石我はじっと本のタイトルを眺めると、数冊を手に取りつつ何かを調べている。

　紙を倦る音以外、何もしない──静かな空間だ。

　そんな石我を凝視しているうちに、ようやく咲実も冷静さを取り戻し始めた。

『……何だ。資料でも取りに来ただけか……石我さん……』

　本の内容を視線で追っている、端正な横顔を眺めつつ咲実は胸を撫なで下ろした。

『そうだよな……。別に、部屋に来たからって、石我さんの部屋って決まったワケじゃないし……。あーびっくりした、やはり緊張しすぎると判断力は鈍るなあ』

　あはは、と笑い、咲実は今度こそ部屋から出ようとする。

『──他の誰かの部屋だろう。後で調べればいいことだよな……』

「いいえ、私の部屋ですよ。後とは言わず、今確認されても結構」

　咲実の呟きに、背後から返答がくる。

　────エクトプラズムが口から出るほど、驚いた。

『えっ!?　石我さん……っ!?』

「水くさいですね。私の部屋に用事があると仰おつしや　ってくれれば、いくらでもご招待をさせていただいたのに……」

　ばっと振り返ると、予想以上に間近に寄った石我がいる。

　しかも──咲実の肩を摑んで。幽体なのに。

「──ただし、咲実くん。貴方あなただけ、という条件つきですが……」

『えええええ……っ!?』

　甘く耳元に息を吹きかけられるように言われて──ぞわっと鳥肌がたった。

　というか、どうして幽体相手にこんなことができるのだろうか、この石我という男は。

『な、なぜ、僕が見えるんですか……っ!?』

「なぜ、と言われましても。元々、としか」

『え？　い、いつから僕の存在に気づいていたんです……っ!?　名前まで知っていて……っ!?　どういう……え？』

「最初から見えていましたよ」

『えええええ!?』

「なので、存在は当然のように。名前は、君を顎で使っている女子高校生霊能力者たちとの会話を聞きましたので」

『予想外ーっ!?』

　あまりの驚きに、ソファの方へ連れて行かれたことにまったく気づかなかった。

　当たり前だが体重はない──風船のようなものだ。

　そんな自分を咲実が呪ったのは、何とびっくりなことに石我が咲実をソファに押し倒した時である。

『何をしてるんですかーっ！！！！！』

「初めて見た時から、すっかり魅了されていました……咲実くんに」

『はあっ!?』

「──可愛いですね、咲実くん。私と、ステディな関係になりませんか？」

　目がマジな石我の言葉は──簡単に咲実には理解できなかった。

『ステ？　……え……？』

「つまり、恋人同士の関係、ということですよ」

『！！！！！』

　──しかし。内容が飲み込めた途端、大暴れをする。

『僕！　僕！　幽霊です！　幽霊を押し倒す人間なんて、訊いたことないですよーっ！　おちっ、おちおちおち落ち着いてください！　早まらないでください！』

「大丈夫ですよ、私はいつでも冷静ですから。──それに、ご存知でしょう？　霊能力があれば、肉体のある人間のように幽体を扱うことも可能なんだ、と……。そう、こうやって服を脱がすことも……」

『ぎゃーっ！　何この怒ど濤とうの急展開ーっ！』

「何を照れているんですか？　ああ、もしかして同性ということが悩みですか？　そんなの、ほんの些さ細さいな事項でしかありません」

『かなり大きな問題です！　男同士で人間と幽体同士で、生きてた時代が違って……！　問題だらけでどこをどう見ても正常な事項がないじゃないですか！』

「それもすべて運命です。……ああ。やはり、軍服はそそりますね……」

『僕の話、聞いちゃいねーっ！』

　霊感のない人間が、咲実の上にのし掛かる石我を見たら、きっと間抜けな姿勢だ──とツッコミなんて、今の咲実にはする余裕がない。

『ああああ、もう……！』

　器用に服を脱がしつつ、頰や額ひたいにキスをしてくる石我が鬱陶しい──というか、唇を奪われないように顔を振りまくるのに必死だ。

　究極の選択で、自害の元になった変態教官と石我のどちらを選ぶ、と言われたならばともかく、それ以外ではいくら美形でも男はお断りだった。

「照れている姿も可愛いですね。……咲実くんが亡くなった時代背景からして、きっと初恋も経験されていないでしょう、私がすべて教えてあげますから、ご安心を」

『うわー！　絶対に嫌だーっ！』

　満身の力を込めて、石我の胸を押しのけようとする。

　そうして、思わず叫んでしまった。

『ホモしかいないのか、この敷地にはーっ！』

「何をアホな絶叫してるのよ、青春の苦悩に酔いしれた青年のような顔をして」

『あだ』

　軍服を脱がされた──ところで、いきなり石我の下から引っ張り出される。

「……咲実くん？」

　石我も予想していなかったのだろう。驚いた顔をしていたが──咲実としては文字どおり、首に縄を絞められた状態なのでかなり危険だ。

「仕事さぼってんじゃないわよ、咲実」

　そしてその霊糸の縄を摑んでいるのは──女王、もとい紅羽その人であった。

　いつもなら鬼畜な対応に不満を持つが、今回ほど紅羽の登場に喜んだことはない。

『……く、紅羽さん……っ、来てくれたんですね……っ』

「授業が終わって咲実を呼び出しても、まったく返答なかったから。探しに来たのよ」

「でね、咲実ちゃんの気配をさぐったら、このお部屋のまえで途切れていたからー。きっと、このなかに結界が敷かれていて、咲実ちゃんは出れなくなっていたんだろうなって、愛たち思ったの」

『え……？　結界……？』

　まったく気づかなかった。では、仮に石我に押し倒されていなくても、咲実はこの部屋に入った時点で、外へ出られなくなっていた、ということだ。

「──それより、石我さん」

　ソファに座り直す石我に、紅羽は腕を組んだまま冴えた視線を向けた。

　いつ見ても、ただの女子高校生の迫力ではない。こうして石我と対面していると、コブラ対マングースの趣おもむきさえある。

「私の助手の仕事を、邪魔しないでくれます？　しかも、色仕掛けで。そういうのは、勤務時間外にお願いします」

『ってー！　紅羽さん！　そういう問題じゃないです！　いつでもダメって言ってください！』

「愛はべつにいーよー。だって、なんか石我さんと咲実ちゃんってお似合いだからー」

　無邪気な愛は、実はかなり鬼畜だ。わかっているが、虚むなしすぎる。

　そこに石我が乗ってきた。

「さすが。話のわかる方ですね。寅越家の次期当主なだけはある、素晴らしい霊能力者です」

「石我さんが、結界をおつくりになったのよね？　このお部屋の主あるじでもあるのかしら？」

　しかし、紅羽はそんな会話に興味がないようだ。室内をざっと見渡すと、確認するように言った──視線は、咲実も見つけた書斎机の引き出しで止まっている。

　それを確認した石我が、薄く笑んだ。

「……。……訊く必要はないでしょう？　神明殿家の次期当主であるお嬢さんなら、何もかもすでにご理解しているはずだ」

「────そーねぇ、予想していなかったこともあるけどねぇ」

「紅羽ちゃんの当てずっぽうが的中しちゃったねー。愛、石我さんが親玉ですっごい残念ー」

『え……っ!?』

　愛の発言に、咲実は幽体の底から驚いた。

『〝白い巨塔〟だっただけじゃないんですか!?　敷地の悪霊の総元締めでもいるんですか!?』

「……旧校舎ってのは、中にテレビかインターネットあるの？　何であんた、六十年以上もニートしていたのにそんなに世の中に詳しいのよ……」

「あー、そーか。咲実ちゃんは知らないんだよね、初日の大蛇のコト」

　言われて、眼鏡のフレームに指をやる石我と愛を交互に見てしまう。

「えーとねぇ……」

「今回の件は、人間の欲が大きく絡んでいる霊現象の事件なのよ。だから、敷地内にはびこる悪霊たちの親玉は、無機物を〝祠〟にしているのではなくて、人間を〝祠〟としている可能性が高かったの」

『……あ、だから魔物と契約を結んだ人間の気配を感じたんですね……僕は。欲望に満ちていて、半分は魔物、半分は人間の持つ、独特の思念を』

「そー。だからぁ……」

「つまり今回の事件は、人間が我欲のために悪鬼を召還し、その黒く汚い気に誘われて悪霊が集まってしまった──ということ」

　愛のスローテンポな言葉を引き取り、紅羽が答える。

　さらに、まるで刑事ドラマで犯人を追いつめた刑事のごとく、びしっと石我を指差した。

「すべての元凶は──そう、石我、あなたよ！　もともと高い霊能力を持っているのを利用し、こんな状況にした──間違いない！」

「えーん、紅羽ちゃんのバカバカーっ、愛のことば、全部とっちゃったーっ」

「うっさいわね、愛。──かなり強い霊能力者だと考えれば納得することも多いのよ。心を読ませないとか、初対面の挨拶の時、部屋のある階だけ悪霊がいなかったとか──それは、石我自身が操作していたからでしょ？」

「それにーっ、咲実ちゃんをおし倒したしーっ。わー、全部いえたーっ！」

『……愛さん。嬉しそうに言わないでください……思い出します』

　悪気がないのはわかっているが。

　さらに、咲実は信じられない思いで、黙って様子をうかがっているような石我を見た。

『で……でも、ならばどうして──元凶である石我さんが、悪霊を除霊するように紅羽さんたちに依頼したのですか？』

「私に訊かないで、どーせなら本人に訊きなさいよ。目の前にいるんだし」

　紅羽の返答は、あっさりしたものだ。

　原因を知っているのだろう。石我の反応に、興味もなさそうである。

「……。……咲実くん、理由を聞きたいですか？」

　今までじっと黙っていた石我が、咲実へ静かに問う。

　様子をうかがいつつも、そろそろと肯定の意味を込めて頷く。石我が静かに立ちあがった。

　そして、咲実に近寄る──怖い。さっきの出来事があったぶん、めっちゃ怖い。

『あ、あの……っ』

「────確かに、神明殿家の次期当主の言ったことはすべて本当です。さすがですね、この短期間ですべてを読んでしまうとは」

「お褒めにあずかり光栄ですわ。──一応、若くても修羅場は潜くぐり抜けてきていますので」

「……この地域には伝説がありましてね。──平安時代に封印された悪鬼がいた、というものでして。……調べましたら、その封印場所がまさしくこの【王允学園】の敷地内だったのですよ。なので、私はもともと生まれ持っている霊能力を使いまして、それを召還しました」

『召還って、そんな、あっさり言われても……』

　普通はできないものだろうに──この石我という男、もしかして、紅羽たちと同じくらいすごいのかもしれない。

「──その目的は、この学園と付属する私立病院を手中にすること。この地域で絶大な力を誇る経営者一族に成り代わり、その権力と富をすべて手に入れることです」

「わー、本当に大蛇さんが門番してるのもナットクー」

「本当に、何かのドラマみたいだわ……」

『かっ、感心していないで、僕を助けてくださいっ！　石我さん！　ちょ！　腰！　腰に手！　触らないでくださいってば！』

　真剣に訊いていれば、いつの間にか抱き寄せられていた──幽霊をも脅おどかかすほどの下心、恐ろしすぎる男だ、人間・石我。

　というか、人間にセクハラされる幽霊じぶんはどうかとホンキで思うが。

「照れなくてもいいんですよ、細い腰は抱きやすいですね、咲実くん」

『だー！　顔！　寄せるなっつの！　……いや、もとい……っ、で、でも……。それだったら、余計に紅羽さんたちに依頼をした理由がわからないのですけれども……っ』

「増えすぎてしまったので」

　あっさりとした返答は、一瞬、咲実には理解できなかった。

「私が思う以上に、私の召還した──ああ、今はもう私の〝中〟にいますけれどね──悪鬼が強くて、地域の魔物を次々と呼び寄せてしまっているんです。このままでは生徒や病院関係者の体調不良が相次ぎ、憑依体質の人間は乗っ取られてしまいます。それは本意ではありません」

『──つまり、野心はあるけれども──他の人に迷惑はかけたくない、と……？　意外にいいところも……』

「アホか。利益を生むためには、健全で明るい人間が集まっていないと困るでしょ？　患者以外は。このまま悪霊の集会所になっていると、人もお金もいずれ遠ざかってしまうから都合が悪いって言ってるのよ」

「磁石みたいに、力が強い霊さんに引き寄せられてしまうから～。ほら、咲実ちゃんが霊能力の強い紅羽ちゃんに逆らえなくて、逃げられないのと同じで～」

『…………。…………』

　納得をした咲実だ。

　ではもしかして──もしかしなくても、この中で一番〝人間の心〟を持っているのは自分だと、確信をする。

　そんな咲実の肩を（勝手に）抱きつつ、石我は紅羽へシニカルな笑みを浮かべた。

「なので、神明殿家と寅越家の次期当主のお嬢さん方にお願いしたのです。──除霊を」

「あら、そんなの簡単よ。石我さんの〝中〟にいる悪鬼を退治すれば、キレイさっぱり悪霊も一掃されるわ」

「それは困ります。まだ、私はこの【王允】を支配していないので」

「諦めれば？　悪鬼なんぞの力を借りなきゃ手に入れられないのならば、石我さんには才能がないのよ」

（言ったーっ！）

　思わず心の中で叫んでしまう──確かに今、石我の纏まとう空気が凍ったのがわかった。

　何でこう、平然と紅羽は暴言が吐けるのか──その性格ゆえか。女王気質をどうにかして直して欲しい咲実だが。

「…………。……本当に、威勢のいいお嬢さんですね。年上には相応の言葉使いをするべきだと思いますよ？」

「必要ないわ、自分が認めない相手に敬語なんて」

「そういえば、初めて会った時から、お嬢さんは私を嫌っていましたね。──ま、お互い様ですけれども」

　くす、と笑って石我は咲実を抱きしめた。

『ちょーっ!?』

　大和撫子とはほど遠い紅羽に気を取られていて、つい逃げられなかった咲実だ。

『いっ、石我さん！　止めてください！　僕っ、マジそーゆー気ないんで……っ！』

「大丈夫ですよ、咲実。私がいくらでもその気にさせてあげますから」

『いやーっ！　怖いーっ！　今まで見たどの悪霊よりも怖いーっ！』

「────それに」

　本気で怯える咲実を満足そうに眺めてから、石我はふい、と視線を紅羽と愛へ向けた。

「お嬢さんのような魅力のない女子なんぞ、まったく興味ないんですよ、私は。……無論、横にいるロリータ系の坊やにも」

「…………。…………なんですってぇ……」

「えええええ。愛、坊やじゃないもーん、愛のココロは少女だもーんっ」

　ぷんぷん怒る愛に、咲実は、

『いや、気にする場所は、そこより真横の女王様の激高』

　と教えてやりたいが──ああ、耳元に石我の息が吹きかかってフリーズ状態だ。

『訊かなくても、愛さんの性別がわかるなんて──そんな人間がいるとは、まったく想像していなかった……（紅羽さんへ堂々とケンカを売る人間の存在も）』

　呟く咲実に気づかないのか、（なぜか）余裕のある愛が（咲実を助けようと努力もせず）石我へ尋ねる。

　内容は、今まさに旬の爆弾だった。

「にしてもぉ。咲実ちゃんを抱きしめて、石我さんがそーゆーコトいうっていうのはー。咲実ちゃんの方が、紅羽ちゃんより魅力あるっていうイミー？」

『空気読んでくださいっ！』

「愚問です」

「……。………………」

　愛の質問と石我の断言で、紅羽から一気に余裕がなくなる。

　────完全に、紅羽の表情が強ばった。
















　今さら気づくが──そう言えば、男にどれだけモテるか愛と比較しては一喜一憂していた気がする。

　勝ったと思った途端に敗北を喫し、そのたびに咲実は八つ当たり対象になっていたのだが──というか、死んでまで何でこんな目に遭わなければならないのか辛い咲実だ。

「こっ、……この……」

『この……？』

「こ、この……！　いたいけな少年をたぶらかす変態助教授がふざけたこと言ってんじゃないわよ！！！！」

　爆発したように紅羽が雄お叫たけびを上げる。

『じゃあ、あんたはそのいたいけな少年を顎で使う鬼畜女子高校生だ』

　と、言ってやりたいところだが。

　今はそのタイミングではないことを、重々承知している咲実だった。

「私は許さないわよ！　すぐにおかしいと思ったのよ！　この私を見て称賛すらしない男なんてありえないもの！　悪鬼に魂まで売って、美的感覚までねじ曲がった最低男ね！　依頼されている以上、きっちりきっかり、矯正してあげるから！」

『……美的感覚ねじ曲がった上で到達した先で、本当に申し訳ありませんね……』

　何だか微妙に不愉快だ。

「やれやれ……。本気で言っているのならば、お嬢さんこそ矯正が必要なのではありませんか？　貴女をタイプとする男性の方が少ないでしょう。少なくとも、この三人の中では最下位じゃありませんか？　男にもてるのが。──無論、トップは咲実くんで」

「わー、愛もそう思うー。咲実ちゃん、ねんじゅう悪霊に猛烈アタックされてるしぃ」

『誰も喜ばない順位付けをしないでください！　僕が惨みじめすぎます！』

「愛、認めるんじゃないわよ、うるさいわね」

　殺気も隠さず、紅羽が睨みつける。

　愛は、ビクリ、として怯える──と思ったが、

「ドンマイ、紅羽ちゃん」

　などと言っている──やはり、ただ者ではない。

「──とにかく！　依頼された以上は間違いなくきっちりかっきり仕事をさせてもらうわ！」

　怒りのまま、紅羽が石我へ言葉を投げる。

「敷地内にはびこる悪霊の一掃──つまり、元凶となっている石我……あんたの〝中〟にいる悪鬼の除霊！　私利私欲が目的で都合よく親玉だけ残せなんて言われても、ご仏神からご加護を得て霊能力使ってるこっちとしては無理な話だから！」

　さらに強い語尾で宣言した。

「悪霊全払拭！　これが強大な霊能力を天から授かった私の仕事よ！」

「愛もですぅ」

　──咲実としては。

『おいおい、仏神たちは人選を誤っている』

　と心の底から思うのだが。

「……さて。困りましたね。そうされますと私としても都合が悪いので……。依頼内容のキャンセルをさせてもらっていいですか？」

　石我がまったく困っていない口調で呟く。

　それはそうと──いい加減に放して欲しい咲実だが。

　無視して、紅羽が会話を続けた。

「不可。契約書にもあったでしょ？　私利私欲が起因による、除霊のキャンセルはお断り……って。あんたみたいな依頼者、意外と多いのよ。密ひそかに殺人していて、その殺した者が出てくるから除霊してくれ、とかも」

『う、うわー……。血なまぐさい……』

「あとは、最初から断るケースは、犯罪を犯してその業のために悪霊に追われているから助けてくれ、警察に行きたくない……とか。私らは、金儲けでこの仕事しているワケじゃないのよ、あくまでも聖職として、人を助けているんだから」

『……紅羽さんに、もっとも相応ふさわしくない、美しい言葉が羅ら列れつされまくったような……幻聴？　あ、営業トーク？　心がこもっているようには到底思え……ぐはっ』

　呟けば、いきなり首に先ほどの霊糸の縄がかかった。

「はーい、会話はおしまいーっ。さ、帰るわよー、何をいちゃくらこいてるのよ、咲実。あんた、実はオトコが好きなんじゃないのー？」

『く、紅羽さん……っ！　幽体、口から出てしまいます……っ』

「あー、すごぅい、咲実ちゃんーっ。超シャッターチャーンス！　心霊特番のテレビに投稿しちゃえるよーっ！」

　暢気に携帯で写真を撮る愛は、本当に無邪気……という一言で終わらせていい性格だろうか。

　逞たくましくも紅羽は、昇天しかけている咲実を小脇に抱えつつ、石我を無視して部屋を出ようとする。

　それを石我が、冴えた口調のまま呼び止めた。

「お帰りになるのは結構ですが、咲実くんはおいていっていただきたいのですけれども」

「あ？　何でよ。あんたの〝中〟の悪鬼を除霊する方法でも教えてくれるってーの？」

「いえいえ、まさか。親密になりたいだけですよ」

『いやーっ！　それだけはいやーっ！』

　自殺をした、天からの罰がこれというのならば、あまりにも重すぎる。

「お断りよ。こう見えて、咲実は私の助手だもの。やすやすと貸して手懐けられて、文字どおり身も心もあんたに奪われても困るのよ」

『くっ、紅羽さーん！　想像するのも恐ろしいことを言わないでくださいっ！』

「金は払いますよ？　身受け代として、そちらの言い値を」

「……………………………………」

　真剣に石我を凝視し、頭の中で何かの計算を始めているような紅羽だ。

『悩むなぁ！　先ほどのきれい事はどうしたぁ！』

「偉そうな口叩くんじゃないわよ、咲実のクセに」

　思わず本音で叫んでしまったら、首を絞められた──ああ、本当にごめんなさい、自害なんかして。自殺をしたら地獄が待っているというのは本当だった。

「ふ……っ、私も舐なめられたものね……。咲実はいろいろと利用価値があるのよ。石我のアダルトなお相手なんぞに付き合わせる暇はないわ」

「すごぅいー、紅羽ちゃんが甘いユーワクにうち勝ったーっ」

「当然よ、ムカつく石我を幸福になんか、させるものですか……！」

『そ、それだけですか……っ！　僕への思いやりは……っ？』

　意識が朦もう朧ろうとしていたところで、紅羽が格好よく呟く。──凜り々りしい美人女子高校生はありかもしれないが（無害だし）、バイオレンス霊能力者はいただけない。

「紅羽ちゃん、咲実ちゃんを売っちゃダメだよー。愛、咲実ちゃんを気に入ってるしぃ、何より、お祖母様たちにすっごく叱しかられちゃうー」

『愛さん、僕は家畜じゃないので。何だかその言い方は虚しくなります……って、紅羽さん！　視線を逸らさないでくださいよ！　本当にお祖母様たちが怖くなかったら僕を石我へ売ることも構わないんですか!?　ちょ……！　肯定!?　肯定なんですか!?　えええ……！』

「……。……ちょっと、敵情視察に利用できるかなって思っただけよ。ねんごろな関係にさせるのは、スパイ活動の王道だし」

『噓ですそれ！　かりに一万歩譲って本当だとしても、００７かゴルゴ読み過ぎですよ！』

「くわしーねー、咲実ちゃんって」

「反対に、惚れさせてあげよう……。おいで、咲実くん。私には、咲実くんがどうしても必要なんですよ」

『ぎゃー！』

「渡すか」

　石我に腕を摑まれたところで、すぐに紅羽が咲実を引っ張り戻した。助かったが、ある意味では助からなかったかもしれない（首の縄が締めつけられてきたので）。

「無駄話は終わり！　さっさと帰るわよ、愛、咲実！」

「はぁい」

『よ、よかった……。ようやく助かるんですね……っ』

　紅羽が勢いよくドアへ向かう。扉を開けかけた時、背後から静かな石我の声が響いた。

「結界が敷いてありますよ？　なかなか強力なものであることは、お嬢さん方もご存知でしょう？　咲実くんは、この部屋から出られないままだと思いますが」

『えっ!?　まだ……？』

「あー、そーだったぁ」

　てへ、と笑う愛の横で、さすがに咲実は焦る──紅羽の性格的に、いきなり棄すてられる可能性もある。困る、そうなったらアダルトコース一直線だ。

　しかし、紅羽は平然と言い返しつつ扉を開いて外へ出た──咲実の襟元を摑みながら。

「わかっているから、こーやって霊糸の縄を用意したんじゃない。──この縄は、仏神界のご加護を得て造られた、聖性が非常に高いもの。悪鬼ごときの結界をやぶれないはずがないわ」

「──なるほど」

「ほら」

　ドン、と証明するように、扉の向こうへ咲実を押し出す。すんなりと廊下へ出た様子に、石我がシニカルに笑んだ。

「──ところで、屈指の霊能力者のお嬢さん方に質問ですが」

　続いた言葉は、まるで挑戦状を叩き付けるかのような口調だった。

「依頼主のキャンセルを断ってまで、私の中に潜む悪鬼を除霊して、一体どんな利益があるのですか？　──言っておきますが、前金はともかく除霊した後のお金は払いませんよ？」

「やーね、私利私欲にどっぷりつかった人間の思考って」

「人間とは、本来、そういう生き物でしょう？　物質的価値観にとらわれ、我欲に生きる──自分の美に陶酔している貴女あなたにはわかるはずです、金と権力と名声の素晴らしさが」

「…………うるさいわね」

「うわー、紅羽ちゃんの性格をよくわかってるぅ」

「愛、うるさい」

　睨む紅羽だが、迫力はない──つまり、図星なのだ。わかっていたけれども。

　しかし、紅羽はそんな鋭い指摘をした石我へ背中を向けると、今度こそ愛と一緒に廊下へ出た。

「退魔師のプロとしての私は、お金なんか興味持っていないわよ。とにかく、世の中のお役に立つために、仏神に変わって霊能力を最大限に生かしているだけだし」

「────」

「じゃ、今からは敵ってことで。よろしく[image: ♡]　依頼主様[image: ♡]」

　バイバイ、と手を振ってから石我を残して扉を閉める。

　そうしてから、すぐにズカズカとエレベーターに向かって廊下を歩いた。

「ったく……！　あの男、ムカツクほど霊能力あるわよね……！　何これ、このフロア、誰もいないじゃない！　人間すら寄せ付けないように結界敷いていたのよ！」

『た、たしかに……』

　思えば、医大の棟に入った時から人をまったく見なかった。

　──つまり、その時から石我は咲実を狙っていた、ということになる。

『こ、こわ……！　紅羽さんっ、あの石我って男の霊能力って、一体どのくらいなんですか!?　紅羽さんを一〇〇として、えーと……っ！　八十以上ってことはないですよねぇ!?』

「さぁ。最悪、一〇〇かもね。でもわからないわ、お互いが手の内見せ合っていないしー」

　エレベーターを待っている間の会話だ。

　咲実としては、目茶苦茶驚いた──この紅羽が、だ。女王で唯我独尊でたとえ相手がアインシュタインでも自分の方が天才である、と断言してしまいそうな紅羽が──。

（…………く、紅羽さんが……。石我の霊能力を同等と……認めた……？）

「ほらほら咲実ちゃんー、エレベーターに乗りますよー」

　はっと気づけば、すでに二人は到着しているエレベーターに乗っている。

　慌てて乗り込むと、すぐにドアが閉まった──幽体なのでエレベーターに乗らなくても構わないのだが、今は紅羽によって首に縄を付けられている。ゆえに、同行せざるを得ない。

『あのぅ……この霊糸縄、一体いつ取ってもらえるので……？』

「石我の力が及ばない場所に出たら。──じゃないと、怪しい雰囲気あるのよねえ」

「それにしても愛、見直したですぅ……」

　エレベーターを降りて、一階の玄関から外に出る。いつの間にか溢れていた大学生のほとんどは、紅羽と愛に視線を集中していた。

「何が？」

「紅羽ちゃんの口から、退魔の仕事はお金のためじゃない～なんて聞けるなんて……よのなかのお役にたつために、なんてお祖母様たちが聞いたら、すっごく喜びますぅ」

「本気にするんじゃないわよ」

　ざっくりと愛の言葉を紅羽は切る。

「どーせ、仕事しても私にお金が入ってくるわけじゃないし。もちろん私が総取りできるなら、死んでも言わないわよ、あんな偽善」

『……偽善……』

「世の中は金よ金。そして権力と地位。それらがあってこそ楽しい人生！　指摘を否定したのは、石我が嫌いだったから。それだけよ」

『……。…………』

「く、紅羽ちゃんー。私たちは仏神さまからお力借りているんだから、物欲にはしっちゃいけません～。サイアク、霊能力を取り消されちゃう～……」

「わかっているわよ。……あーあ、霊能力に金が絡んでも天罰がないならなあ。とっくに、リッチな生活を愉たのしんでいるわよねー」

『…………。………………』

　天を仰あおいで呟く紅羽は本気だ──本気なのだ。

『……紅羽さん……貴女って……本当に……』

「あ？」

『ホントーに。何で、仏神に選ばれたんですか？　人間としてかなり最下層じゃないですか』

「…………。今すぐ引き返して、石我に渡すわよ、咲実。お色気作戦でスパイしてこい」

『ぎゃーっ！』

　首の縄を引っ張られてＵターンされることほど、今の咲実に怖いことはない。

『噓です！　噓！　許してくださいっ！　スパイ無理！　絶対に無理！　イケナイコトされて、僕が無駄に大人の階段を上るだけですーっ！』

「ほんとーに、咲実ちゃんってモテるもんねー」

　しみじみと愛が呟く。

「ほら、咲実ちゃんめあてに、またいろいろな悪霊さんたちが集まってきているしぃ」

「太陽が昇っているのに活動できるなんて──逢魔ヶ刻が過ぎてから出会ったら、あんた、拒否権ないわよ、連中たちとの交際には」

『うわーっ！』

　本当にうぞうぞと集まってきている。

　身の毛がよだつ光景だが、特筆すべきは愛だ。

　──自分だけを、防護していた。その、強い霊能力をいかんなく発揮して。

　────こんなに怯えている咲実じぶんを、放置プレイで。

（ああ……。やはり、紅羽さんの相棒にして、幼なじみだよなあ……）

　気色悪い悪霊に狙われつつ、ちょっと悲しくなる咲実だ。

　自分の手で何とか倒せるものは倒している最中に、紅羽は（助けもせず）様子を眺めながら自分に言い聞かせるようにして言う。

「親玉もわかったことだし。あとは、いかにして霊能力も高い石我の、鉄壁の要よう塞さいを崩して中の悪鬼を引きずり出すかよねえ……」

『そっ、そんな冷静に予定を考える前に、僕を助けてください……！』

「やられやしないわよ、これも修行よ。修行。ホンキで咲実の手に負えない悪霊が出てきたら助けてあげるから、それまで頑張って一人でやっつけなさい──で、一緒に考えて。石我の中の悪鬼を取り出す方法を」

『あんたはサバンナにいるライオン以上だーっ！　つーか！　本当に、依頼でもないのに除霊するんですかーっ!?』

「するわよ、当然じゃない」

　言いつつ、いきなり現れた巨大な目玉は、紅羽がすぐに除霊をし（てくれ）た。

　ようやく周囲の悪霊を倒し終えた辺りで、椅子にちょこんと座り様子を見ていた（もちろん、自分だけを防護して）愛が、咲実へ教える。

「さっきね。咲実ちゃんが言っていたことは、うちと紅羽ちゃんちに代々うけつがれている精神なのー」

『え？　……受け継がれている精神……？』

「うんっ。お金儲けが目的ではなく、人のために仏神からお力をお借りしているのよー。だから、ホントウに私利私欲のおてつだいもダメだしぃ、みんなの幸せのためにもってる霊能力なのー」

『そ、そうなんですか……』

　その、〝みんなの〟の中には咲実は含まれていないんだ、と嫌味を言いたかったが、明るく肯定されたらもう立ち直れないので言わなかった。

　咲実には到底終えないレベルの悪霊を退治する紅羽を見て、ふと咲実は気づく。

『あれ？　愛さん、紅羽さんを防護しなくてよかったんですか？』

「このていどの悪霊さんならー、このくらい離れていても紅羽ちゃんをちゃんと防護できるよぉ、愛。ほら」

　シールドを具現化する──確かに、驚くほど強力な防護だ。さすがの相棒である。

（やっぱ、僕のことはまるで防護してないけど……）

　泣くな花木咲実！　と、自分を慰めるしかできない──無性に孤独を感じる。

「愛、そこから見ていて、悪霊たちの飛んでくる方角はどこが多かった？」

　悪霊をすべて一掃し、紅羽が寄ってくる。

「んー、さまざまだけど、やっぱり高等部の敷地かもー。しかも、東南のほうー。けど、ホントに数がおおかったから、確証はないよー」

「……あーあ、咲実を餌にしたけど、無駄だったかぁ」

「んー」

『……。……餌？』

　二人だけで理解している会話に、ふと疑念を抱く。

『……今、僕は餌にされていたんですか？』

「そうよ。あえて咲実だけ愛の防護から外したの。その引き寄せられる悪霊の様子をうかがってたんだけど……」

『な、何だ……。そうだったんですか……』

　理由があったならば、少しはホッとした。たとえスパルタでも納得できる──咲実は、確実に紅羽の〝やり方〟に慣れ始めていた。

「けど、これだけの悪霊がいるんだから、もう霊障を起こしている被害者だっているわね……確実に。早急に、石我の中の悪鬼を除霊しないと大変だわ」

『……どうやって、ですか？』

「一つの推測があるわ」

　言いつつ、手綱を引っ張って（咲実の首を絞め）紅羽は歩き出す。

「確かめるために、行くわよ。愛、咲実」

『あ、あのぅ……。僕の首の縄……、できれば取って欲しいんですけど……』

「石我の支配地なんだってば。うっかり私が目を離している隙に、あんた、ヤツに連れさらわれたらどうする？　同じ結界はもう張らないだろうし、より強力に隠されたら探すのに時間かかるわよ？　その間の、咲実の身の保証はできないけど」

『…………。……縄、しておいてください』

　咲実に選択肢はない。

　そうして、紅羽や愛が、通り過ぎる生徒達の羨せん望ぼうの眼差しを受けつつ歩くのをとぼとぼついていくと、医大の裏出口に来ていた。

　そこには、一台の黒い外車と、黒ずくめの怪しい男が二人立っている。

　紅羽と愛が近寄ると、男達は一斉に頭を下げた。

「どうぞ」

「一式すべて揃っております」

　そして、手にしていたバッグを渡す。

（……欧州の某ブランドバッグ？　何だ？）

　状況をわかっていない咲実の目前で、すぐに紅羽と愛は男たちに背を向けた。

「ありがとうー」

　ただ、愛は無邪気に手を振りはしたものの。

　男たちは一礼をすると、すぐに車に乗ってその場を去ってしまった。

『あの……誰、ですか……？』

「神明殿家と寅越家の部下よ、気にしないで」

　あっさり紅羽が言う。

『じゃ、その誰が見てもわかるブランドロゴのついたバッグの中身は仕事に関係してるんですか？　あ、さっき言ってた推測とやら……とか？』

「ま、そんなとこかしら。不可欠なものね」

「そうー、ひつようなのー」

　言う二人に首を傾げるものの、黙ってついていく。

『あれ？　ここは……？』

　あれこれ想像しているうちについたのは、高等部の裏庭──咲実のよく知る場所だった。

「そー。咲実ちゃんが、ずっと引きこもりをしていた、旧校舎ー」

　鬱うつ蒼そうとした茂みの中で迫力のある二階建ての煉れん瓦が造りの建物だ。

『不本意ながら、なぜか成仏できなかった場所です。好んで引きこもっていたわけではありません』

「似たようなものでしょ？　この中に六十年もずーっとこもっていたんだから」

『ニュアンスが違うと、意味もまったく変わります』

「男が細かいこと、いちいちうるさいわね」

　言って紅羽は、いきなり制服を脱ぎ始めた。

『なーっ!?　何をしてるんですか！　あ！　愛さんまで！』

　いきなりの展開だ──幽霊になってからでも、さすがに驚く。

「あ、そうか。咲実って男だったっけ？　悪い悪い、性別意識していなかったから、つい」

　脱ぎかけた服のまま紅羽は悪気もなくそう言うが、しかし脱ぐ手は休めない。

「じゃー、咲実ちゃんー、うしろ向いててー。愛も、咲実ちゃんなら見られても気にしないけどー。男の子って感じしないしぃ」

「……あんたはいいのよ、一応、性別が咲実と同じカテゴリなんだから。咲実ぃ、別に私らは気にしないから見たかったら見てもいいのよー？　女の裸なんて、見たことないでしょー？」

『バババババカなコトを言わないでください！　だっ、男子が……！　女子の裸をやすやすと見るなんて……っ！　あってはなりませんっ！』

「あんた、妙なところは近代的なのに、変に古風よねぇ……まあ、戦中生まれだから仕方ないかぁ。そんなコト言ってると、一生見れないわよ。──あ、もう死んでるから一生は終わってるのか」

　緊張してしまう──背後で、女子が二人、もとい一人が着替えていると思うと。

　女子と手を握ったことすらない享年十六歳としては、恋愛感情抜きに意識してしまうのだ。

　────幽霊だけど。

「でも、私の助手をするからには、そこそこ慣れてもらわなきゃいけない場合もあるのよねえ……私は、べっつにどれだけ見られてもいーのよー？　完璧なナイスバディだもの、自慢したいくらいだわ。──あ、今度、一緒にお風呂入る？」

『なーっ！　何を言ってるんですか！　紅羽さん！　セクハラですよ、それ！』

「…………。本当に、あんたって無駄に今の言葉を知ってるのねぇ……」

「咲実ちゃーん、ＯＫですよー」

　大おお仰ぎような溜息をついた紅羽に続き、愛がのほほんと声をかけてくる。

（わ、罠じゃないだろうな……裸だったら、どうしよう……）

　思いつつ、そろりそろり、と振り返る咲実だ。

『────あれ？』

「言ったでしょ？　本格的な〝仕事〟の時には、着替えるって」

「巫女スタイルですー」

　そこには、今までの女子高校生の姿ではない紅羽と愛が立っていた。

　緋ひ色いろの袴はかまに白装束。そして手には祓い棒や数じゆ珠ずを持っている。

　こういう格好をすると、紅羽すら清楚に見えるから不思議だ。

『早くも、本格的な除霊ですか？』

「下ごしらえってところ。──愛、用意して」

「はーい」

　愛は返事をすると共に、旧校舎の角へ向かう。

　そして、胸の合わせから袋を取り出して中に入っていた砂を地面に振りまくと、さらにお札を張った矢を地面にさした。

『何をしてるんですか？』

「結界を造っているの。愛の、防護の力で」

『結界……？』

「咲実がいなくなってから、この旧校舎も悪霊の巣窟になっちゃってるじゃない？」

『まあ……確かに……』

　外から見るだけで充分にわかる、スリラーパークだ。

「で、この状態のままじゃ、中に入っても捜し物見つけられないし」

　説明の間に、旧校舎の東西南北へ愛は同じことをする。

　そうしてから正面玄関に戻り、その扉の両脇にも同様にした。

「大いなる力を持ちてぇ、萬よろず世界をご支配されるー仏神さまぁ～。どうか我に加護をー、防護のお力、ごじょりょくたまえぇー」

（……呪文も、この口調なのか……？）

　これで国でもトップクラスの霊能力者なのは、つくづくアンビリーバボーだ。

「我を守護する不動明王、剣の護法童子、そして汚れを浄化する龍王神よ、どうか悪あしき力の除去にお力添えを」

『……っ、うわ……っ！』

　続いて紅羽が呪文を唱えた途端、落雷が旧校舎に落ちたかのような衝撃が走る。

　一斉に悪霊が浄化されたのは、咲実にも簡単にわかった。

　結界内は、空気も澄んでいる──まるで磨かれたように綺麗に感じた。

「結界が破れない限り、旧校舎に悪霊は入れないわ。たとえ石我の〝中〟の悪鬼でも」

『──あ、でも、その代わり人間の石我が結界を壊す、ということは……？』

「ムリー、仏神さまのお力でつくられた結界だからぁ。誰にも壊せないのー」

　愛が言いつつ、胸の合わせからお札を取り出す。

　そして、ぺたり、とドアに貼はり付けた。

「これでー、愛と紅羽ちゃんと咲実ちゃん以外は、中に入ることはできないのー」

「防護の霊能力者が造る結界ほど強いものはない。愛の結界は国でも最強クラスよ」

『仏神の力を借りたり、最強の呪術使ったり……。やはり、お二人ともスゴイんですねえ』

　心から感心してしまう。

「当たり前じゃない。──じゃ、中に入るわよ。──咲実、あんた、この旧校舎内は自由に動けたの？」

『いいえ、実は、一部屋の中だけしか……』

「そう。じゃ、そこに行くわ」

　言って紅羽は扉を開いた。

　しかし──その時、咲実はふと、重大なことに気づく。

『あれ……？　施錠が幾重にもしてあったはずですけど、ここ……。なのに、何で入れるんですか？　やはり、霊能力でも……』

「ああ、カギー？」

「たった今、ぶち壊したわ。ほら」

『…………。…………』

　目の前にかざされたのは、鉄格子などによく使われている、分厚い鋼鉄のカギ──の残ざん骸がいだ。

『……あ、力による実力行使……』

　ある意味、霊能力よりすごい。

　紅羽に逆らうのは絶対に危険だ、と、咲実は改めて自身に言い聞かせた。

「うわぁ……。六十年前は、ステキだったかも……？」

「そうね。レトロでいい感じだったかもね」

　二人が言うとおり、旧校舎は外こそ煉瓦造りだが、中は木製で統一されている。

　大正時代に建築されたせいか、当時に流は行やっていた洋風の内装で統一されていた。

「でも、今となってはもう、見る影もないけど？」

「……愛、怖いですぅ……」

　所々朽くち果てている廊下は、華奢な二人が歩いてもギシギシと音を立てる。

　──しかも、まだ夕暮れには遠い時間なのに、暗い。

　埃ほこりや、切れてぶら下がったカーテンの向こうには、放置された当時の道具などが老ろう朽きゆう化かしたまま横たわっていた。

「やーん、蜘蛛の巣がたくさんーっ、埃だらけーっ、愛、こーゆー、お化け屋敷みたいな迫力、すっごくイヤですーっ」

「取って喰いはしないわよ。ブリカマしてるんじゃないわよ、行くわよ、岩治」

「あーんっ！　紅羽ちゃんの意地悪ーっ！　言っちゃダメな言葉いったーっ！」

　泣きつつも、紅羽の制服の裾を摑んでついていく愛は、どう見てもロリ系美少女だ。

（…………。…………寅越岩治だけど……）

　何をどう間違えたらああ育つのか──現代に馴染んでいても、やはり根底には戦前の思想が残っている咲実にはとてもわからない。

「ねえねえ、咲実ちゃんー」

　先頭の紅羽が、廊下の老朽度を確認しながら歩いているのをぼんやり見ていたら、ふと愛に呼ばれた。

『なんですか？　愛さん』

「咲実ちゃんのいた部屋って、咲実ちゃんが死んだ部屋ー？」

『……うーん、少なくとも、教官の部屋ではありません。首を切った後の意識はありませんので……医務室ないしは、ベッドに運ばれている可能性がありますから。……どうでしょう？　僕が六十年間を過ごした部屋が、その絶命した部屋なのかどうか、僕の方こそ訊きたいですね』

「咲実ちゃんの骸骨があれば、咲実ちゃんの死んだ部屋じゃないのー？」

『はあ？』

　何をとんでもないホラーストーリーをかますのか、この天然系は。

『……。……僕の骨があるわけないじゃないですか。死んだ後、ちゃんと故郷に運ばれて荼だ毘びに付されているはずなんですし』

「でも、それを確認したワケじゃないんでしょ？」

　今まで、周囲を確認しつつ先陣切って廊下を歩いていた紅羽が振り返った。

『紅羽さん……？』

「戦時中の混乱下ですもの。死体は行方不明になった、で言い訳つくわよ」

『…………そんな言い訳して、どーするんですか』

「変態教官がイタズラしまくって、エロエロしてたのね。防腐剤塗って、かなり丁寧に。あ、それとも。スプラッタ嗜し好こうでカニバリズムワールド？　あーやだやだ、ついていけないわ。気持ち悪くなってきた、うげー」

『っ、僕だってついていけませんよ！　食人は！　気持ち悪いんなら言わないでください！』

「きゃああーっ、エグいーっ、咲実ちゃんが食卓に盛られちゃったのーっ!?　裸でイタズラされつつーっ!?　いやあああ！　ザクロな味の咲実ちゃんーっ！　昭和文学の猟奇的世界なかんじぃ。愛、そーゆーの怖いからくわしくなくていやぁーっ！」

『じゅーぶん詳しいです！　やめてください！　ホンッキで気持ち悪いですから！』

　なぜ──なぜ、死んでもなお、こんな吐き気をもよおす暴言を浴びせられなければならないのか。でも、幽体だから体軀がないのに、気持ち悪くなっているのも不思議である。

「──ま、仮にそうでも」

『仮も本当も、絶対にありません』

「悪あく食じきはともかく、防腐剤塗って大切にしていたとするでしょ？　でも、どーせあの時代だから、使うのは松か蜜柑の樹皮でしょ？　今はちょうどいい感じにミイラになっているわよ。発見したらテレビ局に通報すれば、そこそこいいネタになるわ」

「やだーっ！　樹脂でテカテカの咲実ちゃんと対面はいやーっ！　湯ゆ殿どの山さんの即身仏様みたいに綺麗すぎるワックス効果抜群な咲実ちゃんは、修行もしていないし年齢的にまだ生意気だと思うのーっ」

『愛さんの気になっているポイントが、ホンットわかりませんーっ！』

　きゃーと叫ぶ愛に、ぎゃーと騒いで対抗する咲実だ。

「何言ってるのよ。ミイラで残っていれば、変態教官が死体の咲実をイタズラしていたかどうかも調べてもらえる可能性だってあるし……完全体じゃないと無理な気もするけど。──ああ、この部屋ね」

『……僕は、絶対にそんな目に遭っていません』

　確信はないが、自分だけでもそう思いたい。

　そんな咲実の主張は紅羽には届くはずもなく、彼女は一つのドアの目前に立ち、腐食しているドアをコンコン、と叩く。

「ここでしょ？　咲実の、六十年間過ごしたスイートルームは」

『……スイートではありませんでしたけれど。確かにこの部屋です』

　さすがというか──咲実に訊かずとも、理解している。

「ふぅん、この旧校舎の一番奥の部屋──しかも、敷地の南東にある旧校舎の、北北西の部屋、ねえ……」

「やっぱり、気配がまるでちがうねー」

　それは愛も同じで、二人して当たり前のように部屋の扉を開いた。

「埃くさーい。でも、ミイラがなーい」

『あるワケないじゃないですか』

　きょろきょろと室内を見回す愛は、ホンキだ。

　──というか、怖いのではなかったのか？

「咲実ちゃん、六十年間いてずっと掃除しなかったのー？」

「本当のニートね、あんた。そこらにカップ麵めんとかエロ本とか落ちてない？　あと、テレビとパソコンとゲーム」

『僕が幽霊だって、本当に理解してくれてます？』

　約一週間ぶりに戻った部屋は、咲実が出て行った時よりも荒れていた。

　さすがに掃除をしたことはなかったが、椅子とテーブルと本棚があるくらいで、他には何もない部屋だったのに。

『……僕がいた頃よりも、やたらと破壊されていますよ……？　本棚の本も、こんな風に全部落とされてはいませんでしたし……」

「ポルターガイストね。しかも、かなり大勢がいた気配を感じる」

　言いつつ、紅羽は落ちていた本の一冊を手に取った。

「エロ本でも、マンガでもないじゃない。何だ、つまらない」

『ですから、本当に僕はニートでも引きこもりでもなく』

「紅羽ちゃーん、こっちこっちー。本棚のうしろー」

　咲実の熱い主張は、愛の暢気なかけ声に負けた。

「見つけた？　愛」

「うんー。まちがいないと思うー。この気配ー」

『え？　何を……？　…………。…………僕のミイラですか？』

　本棚の後ろを覗いている二人に、思わず恐る恐る訊いてしまう──ちょっとドキドキした。

「違うわよ、そんなどうでもいい物じゃないわ」

「探しもとめていたモノー」

『……あー。どうでもよくて、申し訳ありませんでしたね……』

　そういえば、何を求めてこの旧校舎内に二人が入ったのか、それすらも咲実は訊いていなかった。

『何を探しているんですか……？　って、え？』

　訊いている間にも、紅羽があっさり本棚を突き飛ばして倒した。

「ひゃあ、紅羽ちゃんー、埃がすっごうぃーっ」

「しっかり、防護しといて文句言ってるんじゃないわよ、愛。チリ一つついてないじゃない」

　もうもうと上がっていた埃は咲実の目前も真っ白にする。

　しかし、しばらくするとそれも落ち着いてきて──視界がクリアになった。

『わぁ……っ!?』

　そして見えた〝もの〟に、咲実は思わず声を上げてしまう。

『な、何ですかこれ……っ!?』

　今まで本棚があった場所の壁には──畳一畳くらいの穴がぽっかり開いていた。

　奥行きは一メートルくらいであろうか。

　しかし、問題はそこにあったものである。

　祭さい壇だんのようなものが置かれ、その上にはミニチュアの神社みたいなものが鎮座していた。
















「何って、見たとおり、祭壇よ。もっとも、形式にとらわれていないから──この地域独特のものみたいだけれどもね」

　呆然とする咲実へ、紅羽が答える。

『祭壇……？　神仏をここで奉まつっていたんですか……？　でも一体、どうして隠してあったんですか……？』

「隠してあったんじゃなくて、もともとこの場所にあったこの祭壇が邪魔だから、本棚の裏へ追いやったんじゃないのかしら」

『え？』

　意外な意見だ。

　咲実は、祭壇を調べる紅羽と愛をマジマジと眺めた。

「紅羽ちゃん、祭壇は動かしていないみたい～。防護も結界も強いから、かんたんには動かせないよー」

「そう。じゃ、見たところ、かなり洋風ディテールに凝った造りの建物だから……。予想するに、オシャレな内装にこの祭壇は似合わないってことで、本棚の裏になるように設計したのかもね」

『はぁ!?』

　紅羽の判断は、まったくの予想外だ。意味がわからなくて驚いた。

『そ、そんな理由で……？　人間の勝手な都合で、そーいう失礼な対応って許されるんですか？』

「許されはしないわ、だから、いつの世にも私たち霊能力者がいるんじゃない。──何も知らないで恐れ知らずなことをする人間たちに、注意するために」

「けっこう、多いよー。神社仏閣とか、祠さんとか移動するのはー。道路つくるとか、電車とおるからって移転したりすることはよくあるー。霊峰富士山の神社さんも、ホントは違う場所にあったんだよー」

　この二人の言葉は、無駄に現世で長く過ごしてきた咲実よりもよほど経験値を持っていることを語っている。

「京都も東京もそう。神社仏閣の位置が変わっているものは多いわ。──もっとも、そういう場所はちゃんとした知識を持っている聖職者がきちんと手続きをしているので、問題は起きないけれども」

「基本的に、ご仏神さまは罰をあたえたりはしないのー。ただ、かってに人間たちが聖なる力を壊して、封印を解いちゃって、怖い悪霊をたくさんよせて、すっごく不幸になってるだけー。身から出たサビなのー」

『……はぁ……』

　よくよく考えると──咲実は知識も何もないことに気づいた。

（…………勉強しないとなあ……）

　紅羽の助手をするならば──というか、本当にこの先ずっとするのか？　と考えるとぞっとしないでもない。

「──でも、咲実。あんた、同じ部屋にいて、全然気づかなかったの？　この祭壇の気配」

　紅羽が呆れたように訊いてくる。

　やけくそで、大きく頷いた。

『気づいていたら、こんなに驚いたりしませんよ、僕ぁ』

「……情けない。悪霊だって気づいたのに……」

　はぁ、と溜息をつきながら、紅羽は散らばった本を指さした。

「咲実がいた時より部屋が散らかっているのは、悪霊がこの部屋に入り、本棚の裏にあるこの祭壇の気配を悟って何としても祭壇に潜り込もうとしていたからよ」

「でもー、祭壇の結界が強いからー、そーゆーのはムリだったけどー」

『そうなんですか……』

　ならば納得がいく。今までのすべてのことが。

『でも、一体、何を奉っている祭壇なんですか？　悪霊が潜り込もうとするということと、紅羽さんが探していたということからして、石我の〝中〟の悪鬼を倒すヒントになるものなんでしょうけれども……』

「石我が、この地域に巣くっていた悪鬼を召還したじゃない？」

『あ、はい』

「──で、この祭壇に奉られているのが──この地域を守護していた神様よ」

『え……？』

「つまりー、石我さんの〝中〟にいる悪鬼を封印した、かみさま～」

　祭壇を、コンコン、と叩く紅羽にも驚いたが、その説明にはもっと驚いた。

『こ、これが……っ？　悪鬼を封印した、神様……っ!?　というか、紅羽さんっ！　神様をそんな軽々しく叩いてはいけないじゃないですかっ』

「平気だよ、咲実ちゃん。これじたいが神様じゃないからー。ここはね、神様からお力を借りられる入り口～」

『……は？　入り口……？』

「格の高い仏神は、神社仏閣や祠に棲すんではいないわ。そこを人間界への入り口にして、神託とか加護を与えてくれているだけ。つまり、この祭壇にかんしてのみ言えば、悪鬼を封印できるだけのパワーの通気口、といったところかしら」

「悪鬼さんにとって、もっともこわい場所なの。だからここを探して、壊したいはずー」

　教えてもらって納得はするが、しかし疑問も湧く。

『でも……。紅羽さんと愛さんが、仏神から力を借りて除霊してしまえば、同じコトではないんですか？　それじゃ、いけないんですかね？』

「地域を限定して悪さをしていた鬼は、その地に封印されたまま長い年月をかけて魔力を浄化され、その地の栄養分となっていくのが一番いいのよ」

「除霊しちゃったら、その地に残らないもんー。汚したら、ちゃんとキレイにしなきゃいけないのは、人も悪霊も同じー。そうさせるのが愛たちの目的なのー」

　暢気な口調で簡単に言っているが、内容を考えるとすごいことだ。

　──人間が、悪鬼に対して上から目線でものを言っている……。

「とゆー訳で。悪鬼はこの土地に封印してやるわ」

　そして紅羽は、いろいろと驚いている咲実へ勝ち誇ったように笑った。

「石我には除霊って言っておいたから、私たちがここを見つけたことに気づいてはいないわよ……！　あの男！　封印しようとしてるなんて、思わないわよねーっ」

『そういえば、紅羽さん』

　はっと思い出す。

　──不愉快な男の名前は、訊かなかったことにした。

『一体、何でここに祭壇があると確信できたのですか？　だって、ついちょっと前までは悪霊の来る方角を探っていたのに……』

「あえて言えば、石我の言動を思い出したからかしら」

　訊きたくない名前が再度登場したが。しかし。

「美しい私にまったくなびかない、魅力すらわからなかったのよ、あの男は。かなりタチの悪い悪霊に憑依されて、真実の美を見ることができなくなっていたじゃない？」

『…………。…………はあ』

「そのくせ、帝国軍の軍服を着ている美少年だか何だか知らないけど、ホモ受けがいいくらいしか個性のない幽霊を追っかけていて。そんなありえない状況なんだから、石我が狙っている軍服ニート少年に何かヒントがあるって気づいたのよ。で、とりあえず六十年も引きこもっていたニートルームを確認しようと思ったわけ』

『…………。…………ホモ受け以外、個性ないニート幽霊で、申し訳ありませんね』

　真剣に訊いて損をしたかも知れない──しかも、無駄に暴言まで吐かれた。

　もっと、まっとうでいて霊能力者的な返答を期待していた咲実がバカだった──のかもしれないが、このやるせない気持ちをどうすればよいのか。

　心で血の涙を流していると、紅羽が、ああ、と思い出したようにさらに続ける。

「もう一つ、これは大したことじゃないけど」

『…………っ、何ですか……っ』

「石我と別れる際に、ヤツが『おいで、咲実くん。私には、咲実くんがどうしても必要なんですよ』ってー、ＢＬの総攻男がよく言う自信満々なムカツク台詞言ってたじゃない？　あの口調に、僅かな気の乱れを感じたのよ」

『……え？』

「石我の放つオーラが、僅かに緊張したというか──きっと愛も気づかなかったかもしれないけど。軽い口調の中に、何かを秘めた気がしたのよね……」

『…………。この方が、紅羽さんの美貌になびかないことより確証として格下なんですね……』

「当然でしょ。私に惚れない男なんて、この世に必要ないわ。すべていなくなればいいのよ」

『……。…………』

　唯我独尊。ここまではっきり堂々と言われてしまうと、いっそ見事だ。

「わーっ、紅羽ちゃん、かっこいいーっ。言い切ったーっ」

　ぱちぱち拍手をする愛は、こんな性格だからこそ紅羽に付き合えるのだろう。

『この世からいなくなっていて、よかった……』

　────咲実は常識があるので、こう呟くのみだけれども。







　

「ふ……ん。旧校舎の造りは大体、こんなもんか……」

「あのお部屋の中は、いろいろな工夫あったねー」

　────散々、旧校舎を探索した後。

　日が暮れる前に学校の敷地を後にした紅羽と愛たちだ。

　そして揃って神明殿家の屋敷に戻り、大祭壇の前で見取り図やメモ、写してきた写真、そして咲実が校内を巡って制作した【悪霊ＭＡＰ】を広げて作戦会議を練る。

『工夫って……。結界とかですか？』

「そう。旧校舎に入る前に周囲へ愛が敷いたような結界が、ニート部屋に敷いてあったの。かなり強いものだったわ」

「だから、咲実ちゃんは六十年間も悪霊に狙われないですんだのー」

　地図を広げつつ二人が言うのに、咲実はふと首を傾げた。

『でも、悪霊たちは、旧校舎自体にも入ってきませんでしたよ？』

「それの原因は、愛にもわからないー」

「旧校舎の周囲には、特別強力な結界もなかったし……。まあ、祭壇のもつ力が長い年月をかけて旧校舎全体に浸透……っていうのが、一番ありえるかも」

　今の二人は、祭壇の前であることと帰宅したそのままであることと両方の理由で、きっちりした巫女姿だ。

　普段ならば部屋着に着替えてくつろいでいる時間なのだが──やはり、女子高校生でもプロの霊能力者だな、と咲実は感心する。

『それにしても、この神明殿家の大祭壇は本当にすごいですね……。清浄な気に満ちていて、僕も力がみなぎる感じがします』

「……へぇ」

「そーなのー？」

　大きく息を吸って爽さわやかに言ったつもりだったが、しかし二人の反応はちょっと驚いたようなものだった。

『え？　……なんか、変なこと言いました？　僕……？　だって、仏神をお祀まつりしている聖域ですから、清浄な気分になるのは当然で……』

「そうだけどー……。ホントに元気になるの？　他にはどんな感じがある？」

『？　……優しいエネルギーに包まれる気がします。温かくなるような』

「冷たくとんがったかんじはないのー？　近寄りがたい、とかー？」

『？？　いいえ、まったく。側にすり寄りたいくらいです。優しく守られているのがとてもよくわかって、本当に感謝できます』

　素直に答えると、紅羽と愛が顔を見合わせた。

　妙だ、二人して何かを考えている。

『……あの、僕、変なこと言いました……？』

「変というか──普通ならば、ありえないことを言ったわね」

「うん。愛、ホンキで驚いたー」

　二人は大祭壇と咲実を見比べながら、感心するように言う。こんな対応は初めてだ。

　何だか不安になる──もしかして、とてつもなく失礼なことを言っていたのだろうか？

『あ、あの……っ、僕、罰ばち当あたりでしょうか……？　馴れ馴れしくて……っ』

「それはないんじゃない？」

　しかし、ドキドキしつつ聞いた質問は、紅羽があっさり却下をした。

『じゃあ、何でお二人とも……？』

「仏神からの、これだけの強いエネルギーを放つ祭壇を前にしたら、普通は〝怖い〟〝冷たい〟〝近寄りがたい〟と感じるものなのよ。本来、仏神は人間を甘やかす存在ではないから──あまりの格の違いに、人間の方が神仏のエネルギーに圧倒されてしまうのね」

「ほらー、むかしから、神社やお寺は〝怖い〟っていう人いるでしょー？　その多くは、ご神仏さまのエネルギーにあてられてしまってるのー」

『え……っ？』

　説明を聞いて、つい大祭壇を見てしまう。

　──優しいエネルギーしかわからないのだが。

「──確かに、咲実の幽体は祭壇のエネルギーととても合っているわ。もしかして、ここ数日の間に咲実がヘボ悪霊を倒せるまでに霊能力を高められたのも、この祭壇を通して神仏の加護を得られていたからかもしれない」

『……ヘボっていいますけどねー、平均値よりはかーなーりー高いんですよー、あの悪霊たちぃぃぃ。……って？　え？　加護？』

　紅羽の呟きに、はた、と気づく。

　……すごいことをいわれた気が、する。

「すごーい、咲実ちゃん。幽霊なのに、ご仏神さまの加護を得られるなんてー」

『え？　ええ？』

「もしかしてもしかしなくても、咲実には、ものすごい霊能力があるのかもしれないわ……。それこそ、神仏に選ばれるほどの」

『えええええっ!?』

「だけどー。旧校舎のあの部屋で引きこもって何もしないでいたからー、その霊能力もひそめてしまったってことー？　訓練すれば、開花するかなー？」

『えーっ、あのその……っ!?　はあっ!?』

「そうね。それに、そう考えると祭壇のある部屋の結界内にいたのも納得できるし。咲実はあの祭壇に呼ばれ、そして祭壇を守るためにあの部屋に縛られていたのよ」

『話題にノってけないーっ！』

　とんでもない展開になった。

　二人の会話が遠い──あまりにも咲実からは遠すぎて、しかもすごい内容だ。

『い、いや……っ、僕はただの、紅羽さんに足あし蹴げにされパシリにされてる幽霊ですけど……っ、そ、そんな大それた力なんて微み塵じんも感じたことありませんしっ！』

「あんた、さりげなく暴言吐いたわね、私に向かって」

「でも、けっして否定しない～紅羽ちゃん～」

　あはは、と愛がひとしきり笑うと（何が愉しいんだ）、さて、と紅羽と二人して再び見取り図や資料へ視線を向けた。

『あの……？』

「じゃ、咲実の件はこのくらいにして。旧校舎の謎に迫りましょ」

『終わりですか!?』

　裏手ツッコミを紅羽にしたのだが、あっさり殴られて返答された。

「あんたの謎は、旧校舎に悪霊が入れなかった原因と繫がらないからよ、役立たず」

「咲実ちゃんがげんいんで、旧校舎に悪霊さんたちが入ってこなかったならー、今の咲実ちゃんの悪霊さんモテモテじょうたいはないもんねー」

『……役立たず……』

　何と虚しい響きか──生前は士官候補生としてエリートコースまっしぐらだったのに。

　あーでもないこーでもない、と話し合う二人を背後からじとーっと眺め、咲実は何だか虚しくなった。

「────じゃ、こんな感じで。まとめると大体、間違いはないと思うわ──あとは、これらの証拠をいかに摑んでいくかよね」

「うんー。あすも旧校舎でがんばるー。蜘く蛛もさんがいなければ、いいのにぃ……」

「愛、たかが虫と埃ぐらいで、最高レベルの強力な防護を発動するんじゃないわよ、霊能力の無駄だからね」

「だってぇー。虫さん嫌いー」

　暗くなっている咲実の目前で、二人は資料を片づけ始める。

　一通りきちんとしてから、ようやく紅羽が咲実を振り返った。

「──じゃ、打ち合わせはこれで終わりだから。私はお風呂入るけど──どうする？　咲実も一緒に付き合う？」

『はぁ…っ!?　なななななな何いってるんですかーっ!?　ぼぼぼ僕はっ、男ですよーっ!?　女の紅羽さんと一緒にお風呂なんて、絶対に入れるはずがないじゃないですかーっ！』

　仕事が終わったと思えば、いきなりの発言だ。

　幽霊らしくもなく、咲実は顔を茹ゆでダコのように熱くして動どう揺ようしてしまう。

「咲実ちゃーん。死んで除籍されてるから、男の子でも女の子でもないよー？」

『それでも男子なんですっ！　愛さんの反対でっ！』

　真っ赤になりつつ反論する。すると、紅羽が手にした霊糸縄を軽く持ち上げた。

「霊糸縄、放していい？　私がお風呂入っている間、大丈夫ー？」

『つーか、【王允学園】の敷地外なんですから、いい加減に放してください。屈指の霊能力一族、しかもその本丸であるここに殴り込みをかける勇気のある悪霊がどこにいるんですか』

「まっ、それもそーね」

　ドキドキしつつ反論すれば、紅羽はあっさりと納得した。

　そして、ひょい、と咲実から霊糸縄をとる。

『……冷静に考えたら、僕は紅羽さんの仕事の助手だから、仕事時間以外はフリータイムなんじゃあ……？』

「あら私、〝助手〟とは言ったけれど、〝仕事の助手〟とは一言も言ってないわ」

『はぁっ!?』

　祭壇のある社やしろから出ようとしつつの紅羽の言葉は、衝撃的だ。

「誤解しないでよ。咲実は私の助手なの、わかる？　私生活でも助手。何でも言うことを訊かなきゃいけない。──ＯＫ？」

『そ……それは……』

　助手というのではなく──下僕、というのではないだろうか。

「あー、咲実ちゃんがへたりこんだー」

「悲ひ壮そうな顔をしてるんじゃないわよ、咲実。ヴィーナスの生まれ変わりのような、完璧なる美を持つ私の側に仕えられることを喜びなさい」

　こういうことをホンキで言うから、紅羽は鬼畜なのだ。

『こ……っ、このままだと……僕、ほんとーに男としての尊厳がなくなりそうで……っ』

「やーねぇ、戦中育ちの不器用な男って。今は男女平等よ、平等。女が男の上司になってもいい時代なのよ」

　上司とかそんな可愛いもんじゃないだろう、とは咲実ももう、反論する気力がなくなった。

「──じゃ、お風呂から出たら呼ぶから。冷たいお茶を用意して、すぐに来なさいよね」

『…………はあ……』

「じゃあ、咲実ちゃーん。紅羽ちゃんがお風呂に入っている間、愛と一緒にあそぼー？」

　愛も紅羽に並んで草ぞう履りを履はいている。

　ちなみに、この神殿は神明殿家のものとはいえ、邸宅からは離れている建物だ。

　場所的には、神明殿家と寅越家の中央に鎮座していた。

「そーねぇ、確かに。咲実には、潜在的に強大な霊能力があることはわかったけれど、まだ不安定だし……。狙われないためにも、私がいない間は、代わりに愛の側にいるといいわ」

『そうなんですか』

　愛といっしょにいるのは、紅羽とは違った意味で大変なのだが。

（昨晩の続きで愛さんの好みの男アイドルを、一通り憶おぼえさせられるのかなー……）

　みんな同じ顔にしか見えないし、西洋かぶれしまくっている今時の若者のファッションにはついていけないのに。

　──だが、そう思う咲実も、戦時中には珍しく今時のアイドルくらいには長髪にすることを特例で許されていた（きっと、あのホモ教官が裏から手を回したのだろう）。

「じゃあねぇ、紅羽ちゃーん。また明日ーっ」

「風邪ひかないように、お腹出さないで寝るのよ」

　それぞれの使用人が迎えに来て、お互いの家へ戻る。

　ぶんぶんと手を振る愛とは違い、紅羽は言葉のみで挨拶を返した。

　さっさと戻る紅羽の背中を少しだけ見送ってから、愛は咲実の手を握って歩き出す。

「紅羽ちゃんはね、咲実ちゃんに、あーんなイジワルなコト言うけど、本心は違うのー」

『……え？』

　使用人達の持つ灯とう籠ろうが、幻想的だ。まるでこの空間だけが二十一世紀から置き忘れられているように見える。

「咲実ちゃんをずっと側においているのはー、咲実ちゃんが心配だからなのー。紅羽ちゃんや愛がいない時に、咲実ちゃんが悪霊に狙われたら、助けてあげられないしぃ」

『え……？　じゃあ、私生活でも助手、何でも言うことをきけ、っていうのも……？』

「あ、それは、紅羽ちゃんのもともとの女王気質っていうのもあるけどー」

『あー、やっぱりぃー……はははははー………………』

「でも、一番は咲実ちゃんが心配だからなの。そして、咲実ちゃんの霊能力を覚かく醒せいさせてあげたいんだよー」

『……。……………』

　愛の真面目な声音を聞きつつ、灯籠が咲実の足下を照らしてくれていることに気づいた。

　────必要、ないのはわかっているだろうに。

『……人からの心遣いを、気づかないところでたくさん、受けているんですね……実は』

　呟くように言えば、愛が、うん、と静かに肯定を返した。

「人からだけじゃないの。水があって空気があって、山があって川があって……。ご飯を食べられて、家があって、笑うことができてー。そんな、日常に溶け込んでいる幸福にこそ、ご仏神さまからの大きな心遣いがあることを、忘れてしまってる人が多いんだよー」

『……幽霊も、忘れていました』

「だめだよー、咲実ちゃん。地上にいる以上、幽霊も人間も一緒なんだから」

『そうですね、反省します』

　少しだけふざけたように言えば、しかし愛は、年長者の顔で諭さとすように言った。

「せっかく、咲実ちゃんはご仏神さまに選ばれてるんだからー。ホントーにホントーにたくさんある感謝を、ちゃんと実感してー。そして、人のお役に立てるようになろーねー」

　えいえいおー、と愛が小さな拳を上げる。

　常に咲実の頭の隅にあった疑問が、つい口から漏れた。

『……。……ところで、僕は成仏ってできないんですか？』

「え？」

『今の事件が解決したら、僕はあの世に行く……ということは、ないんでしょうか？』

「んー……。その時にならないとー。愛、わからないー」

　愛が可愛らしく小首を傾げ、悩んでいるうちに寅越家に到着してしまった。

「お帰りなさいませ、愛さま。そして咲実さま。ささ、どうぞ」

『あ……どうも……』

　すっかり咲実の存在意義が定着している──二家の間では。

（何となく──ずっとこのまま、一緒にいるような気がしてきた……）

　幽霊で食事など必要ないのに、愛と一緒の夕ゆう餉げまで用意される。そんな状況に感謝しつつも、咲実は漠然と思った。

　──しかも。

「……咲実殿。孫をどうかよろしくお願いいたしまする。……幽体ならでは、の視点でこの子の霊能力をびしばし鍛きたえてやってください」

『い、いや……っ、滅めつ相そうもないです……っ』

　──現当主でもあるお祖母様にまで、挨拶をされている始末だ。

（────はっ、背水の陣……っ！）

　すでに、成仏どうのの問題ではない。

　何が何でも、霊能力を高めていっぱしの助手レベルにならなくてはいけない空気だ──感じる。その圧力を。

（……勉強しよう……）

　咲実は幽霊なので、眠らない。

　なので、紅羽が寝ている間に勉強をしまくろうと心に誓ちかった。
















「咲実ちゃん、今日はきりっとしていたねー」

「そーねぇ、夜中ずっと書庫の本を読みあさっていたみたいよ。午前二時に起きて朝のお勤めをしようとしていたお祖母様の弟子を摑まえて、いろいろ訊いたりもしていたらしいし」

　翌日、登校して廊下での会話だ。

　紅羽は愛と隣同士のクラスだったので、こうして休み時間の最中も会って話をしているが、日に日に愛を取り巻く男子生徒が多くなっていることは、紅羽にとって許せないことこの上ない。

　もちろん、当然のごとく紅羽にも取り巻きの男はいるけれども、それはそれだ。というか、心は乙女であっても性別はまごうことなき男の寅越岩治──愛──に、取り巻きの数で負ける屈くつ辱じよくほど悔しいことはない。

「いまごろ、咲実ちゃん、何をしてるのかなー？」

「さぁ？　旧校舎内の探索でしょ？　あの中なら、私たちの力が及ばなくても安全だし」

　──今朝。

　咲実のことは、登校前に旧校舎へ置いてきた紅羽と愛だ。

　本人がそれを希望したからだが、何か考えがあったのだろう──いや、六十年以上も過ごしてきた部屋から何も見つけられなかったら、本物のウスラトンカチだ。使えないことこの上ない。

「心配だから、見に行かないー？　紅羽ちゃーん」

「平気よ、悪霊に襲われる心配はないんだから。他に危険といえば、老朽化した校舎内だから壁や床が落ちてくる可能性はあるけど──べっつに、霊体なんだから怪我しないし」

「でもぉー。咲実ちゃんは、危険回避とかー、よくわかってないしー」

「……ったく。愛は、お気に入りにはホントーに甘いわよね……」

　反対を言えば、眼中にない者にはいっそ見事なほど冷たいが──とは、紅羽の胸中の呟きだ。

　幼い頃から、愛の好き嫌いははっきりしていた。

〝愛はねー、お花が大好きなのー。あと、可愛い動物さんもー。みんなみんな、仲良く楽しく暮らしてほしいのー〟

　そう言う愛の部屋は、ピンクと花柄と、そして数々のぬいぐるみで彩いろどられている──もっとも、メルヘンチックな実母の趣味により、紅羽の部屋も勝手に乙女チックな装飾がされているので、どっちもどっちだけれども。

〝イジワルな人はキライー。愛、優しい人が好きー、泣いちゃうー〟

　たわけたこんなポヤヤンなことを言っているので周囲は誤解しがちだが、愛はものすごく頑固で白黒はっきりしている性格をしていた。

　そして、一度嫌いになれば、死んでも許さない──修行中を含め、うっかり愛を怒らせた悪霊が、紅羽すら同情するような悲惨な浄化をされる〝末路〟を、実は幾度となく見てきた。

（……鬼畜、と失礼な評価を私はよく、受けているけれども……）

　真に二人の性格を知る者たちは、紅羽より愛の方がエゲツないことをよく知っている。

（そんな愛が、心配しちゃうくらいに咲実を気に入っているのかぁ……）

　人見知りが激しい愛が、人間（肉体のない者も含め）をこんなに気に入るのは珍しい。

「紅羽ちゃん、行こー」

「ちょ……っ！」

　気づけば、手を摑まれて廊下を進んでいた。

「神明殿さん？　寅越さん？　どこへ……？」

「もうすぐ授業が始まるよ？」

「あ、ごめんなさい……っ、愛が具合悪いというので、ちょっと……」

　声をかけてくる生徒へ、紅羽は条件反射のようなマドンナの笑みを送る。そして出任せを口にしつつ、紅羽を引っ張る愛を反対に摑まえた。

「何だか、朝から微熱があったらしいの……。心配だから、従姉の私が保健室へ連れて行きます」

　愛は大根だが、何とか紅羽の演技力で早退しなくてはならない。

（ああもう、女子高校生ってのは面倒くさいわ……！）

　合法的に旧校舎へ向かうことを考えなければ、成績に響くのだ。内申が低くなることは、紅羽のプライドが絶対に許さなかった。

「失礼します。先生……？」

　ほとほと、と静かに保健室のドアを叩く。そして、何の返答もなかったがドアを静かに開ければ、想像していた保健医の姿は見あたらなかった。

「……あら？　職員室にでも行ったかしら……？」

「違います」

「あれー？」

　準備室から現れたのは、黒服の男たち──神明殿家と寅越家の使いだ。

「早退の手続きは、すでにできております」

「保護者である、お館様からの直筆文を持参しましたゆえ」

　言いつつ、使いは紅羽へ、某ブランドバッグのアルゼール75型を渡す。

「ホンット、さすがよねえ……。お祖母様たちの霊能力……」

　頑丈なトランクともいえるバッグだ。本来、服を持ち歩くにはポルタブル・サンク・サントレタイプがいいのはわかっているが、大切なものが入っていると意識するとやはり頑丈さでアルゼールタイプを選んでしまう。

（咲実が、このバッグの値段を聞いてきたから、高いって言っておいたけど……。五～六万だと思っているみたいなのには笑ったわー）

　八十万はする代物だ。天下のブランドを舐めては困る。

　──もちろん、代々付き合いのある和物店もある。そこで巫女装束を入れるバッグを作ってもらったこともあるのだが──。

（美しいって罪よね……。こんな美人な女子高校生が、いかにも和服が入っているような和バッグを持っていたら、男たちの妙な妄想の思念が飛んできて……）

〝和萌え〟というものに引っかかったらしい。ちなみに、非力な愛の分まで紅羽が持っているので（愛は軽くてコンパクトな除霊アイテムを持つ係だ）、この時の軍配は完璧に紅羽に上がっていた──はずだ。

　そういういきさつがあった折り、外資系の会社で働く父親が出張の際にお土産みやげとしてプレゼントをしてくれたので、そのままそのブランドバッグを使っているのである。

「あれー？　紅羽ちゃん。着替えないの？」

　バッグを持って保健室を出ようとすると、愛がキョトンとした顔をする。

「保健室で着替えて、巫女スタイルで校舎を校庭を突っ切る気？」

「あ」

「旧校舎へは距離があるし、かなり目立つわよ。だから、持って行って旧校舎の中で着替えましょう」

　言いつつ、誰もいない廊下に出る。

「だけどー。いつもおもっていたけど、こーんな大きなバッグ、持って重くないのー？」

「全然」

「愛だったら、腕が抜けちゃうーっ。やっぱり紅羽ちゃんて、すっごく頼りになるーっ」

「少しは筋肉つけなさい、岩治。あんた、染色体も間違いなく女よね」

「わーん！　禁止ワード！　紅羽ちゃんのばかーっ！」

　誰にも会わないまま、校舎を抜けて棟を繫ぐ通路に出る。

　遠くに聞こえる勇ましい声は、グラウンドで体育の授業を受けている生徒のものだ。

　そして、中庭を歩いていた時も手前にある体育館から、元気な生徒たちの声とボールの跳ねる音が響いてきた。

「……普通の高校生の生活って、どんなんかしらねぇ……」

　呟きは、紅羽も思っていなかったものだ。愛が不思議そうに紅羽の顔を覗き込んだ。

「どう……って、こういうのじゃないの？　愛たちも、除霊の仕事がなければ、ふつーの学生してるよー」

「除霊と修行している時間の方が圧倒的に多いじゃない」

「イヤなの？　紅羽ちゃん」

「────。そういうワケじゃ、ないけど……」

　愛の疑問に、なぜか紅羽はドキリ、とした。

　それと同時に──まるで、心に砂がさらさらとのし掛かってくるような、そんな鬱うつ々うつとするような重さを感じてしまう。

「──ほら、たまにさ、重責がうざったくなるのよ。命かけてる仕事じゃない、除霊って。悪霊にやられて死んでしまう可能性だってあるし、実際にそーいう同業者も見ているし。だから……さ」

「────だから……って？」

「たまに思わない？　何で、この家に生まれてきたんだろう、とか。霊能力が欲しくて修行をしている人はたくさんいるのに、望んでいなかった自分が何でこんな大きな力を持っているのか、とか……。仏神に選ばれたって言われるけど、そんなのは私、望んでいないし」

「……紅羽ちゃん、今の仕事……イヤなの？」

「そうじゃないってば。ただ……失ったものも多いかなって」

「なにも失ってないよーっ」

　らしくない会話は性しように合わない。

　わかっているけれど、口から出る言葉は紅羽らしからぬものだった。

　こんがらがってきた思考に困惑していると、愛が妙に力説をしてくる。

「だって、愛、紅羽ちゃんのことをすっごくすっごく頑張って防護してるよ？　だからー、ほかの人みたいに死ぬことはないよー。愛、紅羽ちゃんを陰で力一杯おーえんしてるもんー、愛、紅羽ちゃんとペア組めてすっごく幸せだもんー」

「ああ、ま、そうなんだけど……。愛の防護は国で最強と、私も思うし……」

　大きな双眸に涙を溜められて睨まれてしまうと、はっと我に返る。

　──何だか、今まで胸に溜まっていた砂が全部放出されたような──そんな感じだった。

「だったらーっ！　ホントにそう思っているならー！　イヤなこといわないでーっ」

「あ、愛……？」

　そう語尾も荒く言うと、愛は怒ったままスタスタと旧校舎へ向かってしまう。

　しかし、紅羽を防護できる範囲より離れないのは、さすがといおうか。

「……わかったわよ」

　愛に怒られるまでもなく、珍しく妙なことを口走っているな、と紅羽だって思っていたのだ。

「私が悪かったわよ。もう、ネガティブなことを言わないから」

　──もう、そんな気分もまったくないし。

「……ホント？」

「ええ。──この敷地に大量にいる悪霊の気に引っ張られたのかもしれない。自分でも恥ずかしくなるくらい、馬鹿馬鹿しいほど弱気なこと言うなんて……」

　反省しつつ、振り返る。

（────ああ、なるほど……そういうコトね）

　自分がネガティブになった理由が、わかった気がする。

「どうしたの？　紅羽ちゃん」

「私としたことが、うっかりしていたわ。今、通り過ぎてきた場所こそ、石我の〝中〟にいる悪鬼が封印されていた〝場所〟よ」

「え……？」

　愛の防護があったからこの程度で済んだが、なければもっとひどかった。

「長い年月、あそこに封印されていた悪鬼に、周囲の雰囲気は影響されている。──すっかり失念していて、私も影響受けてしまったのよ。だから、悪い思考に走ってしまった」

　指を差す方向には、大きな杉の木が生はえているだけだ。

「あのインテリ眼鏡の美少年好きヘンタイ男……！　巧妙に、悪鬼の元・祠を隠していたわね…！　ホンット、腹立つわー。私らしくないネガティブ思考にならなければ、全然気づかなかったわよ」

「そうだねー、こうやって意識して見て、ようやく杉の根元に朽くちかけた元・祠があることがわかるくらいだねー」

　愛は、防護の霊能力をフルに発動しつつ、杉に寄る。

　そして、樹皮にそっと手を置き、静かにその波動を読み始めた。

（こんなことができるのは、愛と寅越家のお祖母様だけだわ……）

　自他共に認める屈指の霊能力を持つ紅羽でもムリだ。

　悪鬼となると、そこらの悪霊とは桁が違う力を持っている──いわば、神に近い力を持ちながらも獄界に堕おちた者たちである。

　そんな封印されている祠の気を読むなどという危険な行為は、よほどの防護能力者でなければ、たちまち悪鬼の気にやられて死んでしまうだろう。

「？　……うーん……？」

「何かわかった？」

　手を樹皮からそっと離した愛が、首を傾げる。

「悪鬼さんの残留思念から、何かさぐれるかなーと思ったんだけどー……」

「何も見えなかったの？」

「うーん……。旧校舎にある祭壇を、すごく意識していたことくらい……」

　見つめる方向には、咲実がいるであろう古い煉瓦の建築物があった。

「ここの場所はー、祭壇からみて──裏鬼門だから……」

「杉の聖性を借りつつも、悪鬼を睨みつけていたのね。制圧した後もずっと──祭壇は」

　納得して、旧校舎へ向かう。

　中の様子ははっきりとはうかがいにくいが、確かに咲実がいることだけはわかった──何やら資料を睨みつつ、一生懸命に勉強をしているようだ。

「ねぇ、さっきの紅羽ちゃんの話じゃないけどー……」

　ドアを開けようとした時、愛が呟くように言った。

「なにごとも、気のもちようだよ。……〝病やまいは気から〟っていうし」

「愛……」

「苦しいことも、悲しいことも、辛いことも──みんな、心がそう〝勘違い〟するの。愛はそう思ってるー」

　自分の胸に手を当てる愛も、考えようによっては不幸を背負っているのかもしれない。

（何もかも、完璧な女で生まれたかったろうし……）

　きっと、紅羽が思う以上に──肉体の性別について、悩んでいるのだろうから。

「……そうね。確かに、悪霊たちは人間の〝負〟の精神に引き寄せられるのかもね」

「うん。だからー、ちょっと視線をズラして、勘違いだったって気づけば、きっと幸せが見つかると思うのー」

「なるほど」

　頷きつつ、ドアを静かに開く。

　咲実は二階の奥の部屋にいるようだ──しかし、まだ紅羽たちが来たことに気づいていない。

「……ああ、そういえば……咲実も不幸よね」

　建物内に入り、老朽化した廊下を静かに歩いて朽ちかけた階段を上る。

「戦時中に士官候補生というエリートであったのにもかかわらず、ヘンタイ教官に襲われかけて自害。死後も成仏できないで六十年以上もこんな古びた建物の狭い一室で、祭壇の守もり人びとをしていた、なんて……」

　どこをどうとっても、幸福は見あたらない。

　よほど前向きでいても、かなり無理矢理なイメージトレーニングを要する薄幸ぶりだ。

「でもー、咲実ちゃんは紅羽ちゃんと出会って、自由になって、助手になって、霊能力の強さにも気づいたもんー」

「愛？」

「いままでタイヘンだった分だけ、これからはすっごく幸せになれるんだよ、咲実ちゃんはー」

「…………。…………そう？」

　愛の暢気な口調に、つい紅羽もその気になってしまいそうだ。

「……ん？」

　今にも崩れ落ちそうな階段を上りきり、音を立てないようにしつつもミシミシと鳴る廊下を進む。

　──別に、身を隠す必要はないので廊下が鳴ろうが問題はないが、乙女の心理として歩くたびに床が軋きしむのはとても不愉快なのだ。

　耳障りな木板の悲鳴に、紅羽は舌打ちをした。

「ええい、私の体重はそんなにないわよ……っ、ダイエット意識しちゃうわね……っ！」

「滝たき行ぎようにでもいくー？　それか、女によ人にん高こう野やに山ごもりー。こんどの連休にでもー」

「…………。そこらの女子高校生が渋谷に行くような軽いノリで、ディープでコアな修行を提案しないでよ、愛。──ん？」

　言いつつ、ふと奥の部屋の気配に気づいた。

　すぐに愛を振り返り、そっと唇に指を当てつつ、身振りをする。

　──すなわち。

〝防護を強力に、結界を張って──私たち二人の気配が、まったく漏れないように〟

　──である。

　愛は頷いて、すぐに紅羽の言うとおりにした。

　これで、不愉快な足音も二人の会話も、結界の外には漏れないはずだ。

「ねえ、紅羽ちゃん……。あの部屋って、咲実ちゃんがいる部屋じゃないの？」

「そうなんだけど──ちょっと気になることがあったから、一応」

　言いつつ、辿たどり着く。

　開いたドアの隙間から見えるのは、真面目な顔をして室内にある書物を読む咲実の姿だった。

「この部屋は……資料室？　やたらと書物が多いわね」

「祭壇のまうえなのにー。すごい、部屋のはいちー」

　中には入らずにうかがっていると、咲実はさらに複数の書物を同時に開いて比較しつつ読んでいるようだった。

『やはり、間違いない……！　もともとこの建物は、祭壇を守るために造られる予定だったんだ。しかし、敷地自体を軍に奪われ、軍は祭壇をただの邪魔物とみなした』

　咲実が、確信するように呟く。

『……一見すると祭壇を不当に扱った設計だが、詳しく調べていくと、風水、方位学、陰おん陽よう道どうを絶妙に組み合わせ、悪霊から祭壇を守るための完璧な要塞になっている……』

　そう言って、分厚い本を閉じた。

「すごぅい……、咲実ちゃん。〝物ほん〟を自由につかんでるー」

「短時間でかなり成長してるわね。ポルターガイスト能力を持たない霊があんな力をつけるなんて、よほどの集中力が必要なのに。──にしても」

　紅羽は、神明殿家から持ってきたらしい密教の本を読み始めた咲実を眺めつつ、呆れたように呟いた。

「…………。何で、一人なのに喋っているのよ、あの子……虚しいわ」

「六十年以上も一人だったからー、ひとりごとのクセがついてるんじゃー？」

　そんな悲しい二人の会話も知らず、咲実は九字を手でつくろうと努力している。

『えーと……精神を集中して、九字を唱える……。密教の真しん言ごんで、邪気を祓う…仏神のご助力を宿す、基本にして最強の呪文。……えーと、臨りん、兵ぴよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、列れつ、在ざい、前ぜん……手で作れない…っ！　つる！　指がつる！』

「かんたんな、九字を切るほうほうをすればいいのにー」

「というか、何で幽体の指がつるんだか……」

　呆れるが、しかし面白いことに、九字を練習するたびに咲実の霊力が増すのもわかる。

「あーいう修行は家でもできるんだから。悪鬼の弱点を探せばいいのに……使えない男ね」

「見てー、紅羽ちゃん。咲実ちゃんが、精神統一しはじめたよー」

「え……？　……っ!?」

　見れば、愛の言うとおりに咲実が座ざ禅ぜんを組んで精神を集中させている。

　しばらくすると、咲実の胸の辺りに、ポウ、と黄金色に輝く光が生まれたことに気づいた。

　──そして、それに誘われるかのように、咲実の目前の床から大きな光の輪が上ってきた。

「……っ、あの光たちは……っ!?」

「床からのはー、階下の祭壇の光だよ？　咲実ちゃんの胸の光に……にている……？」

　愛が探るように凝視する。

　そして、わかったのか紅羽の袖そでを引っ張った。

「咲実ちゃんの胸の光は、祭壇の光のかけら……。咲実ちゃん、あの祭壇に奉られている神様のお力を、カラダの中に封印している……」

「────！　──神明殿家の祭壇が、心地よいはずよね……！　神様が体軀に宿っているんじゃあ……！」

　咲実の潜在的な霊能力が高いのも、当然だ。

　みるみる、床下から上ってきた光はゆっくりと咲実を包んでいく。

　咲実は意識を失っているわけではないだろうに、驚くことなくその光を甘受していた──包まれることに、驚く様子はない。

「……っ!?　あいつ……っ！」

　それを見て、紅羽はようやく気づいた。

「……咲実……！　無駄に密教の勉強をしていたんじゃないんだわ……！　私たちが来る前に、自分が祭壇の守人であった真意を知ったのよ！　そして自ら、祭壇からご神気を呼ぶ手段を得た……っ！」

「──あれは、咲実ちゃんがじぶんで呼んだ光なの……？」

　確認するように呟く愛へ、紅羽は頷いて返事とする。

「神様のエネルギーに満たされることは悪いことではないし、ああやって一体化することで霊能力も高まるけれど……」

「──でも、それを受け止めきれないと、咲実ちゃん、死んじゃうー……」

「もう死んでいるってば」

　軽い返答も、緊張感が拭ぬぐえない。愛が心配しているのは、咲実の魂の〝消滅〟であることをわかっているからだ。

「──でも、すでに欠片かけらとはいえ体内に神様が宿っていたことからして、もしかすると咲実は……」

　紅羽が一つの推測に行き着いた時。

　いきなり、咲実の気配が急変した。

「何……っ!?」

「あ！　紅羽ちゃん……っ!?　何で!?」

　慌てて部屋に入ろうとした二人だが、しかし急停止する。

　────なぜなら、ここに入れるはずのない男が、腕を組んで悠ゆう然ぜんと立っていたのだ。

　咲実の目前に──眼鏡のフレームに指を当てながら。

「修行ですか？　熱心ですね──本当に、咲実くんは真面目なよい少年です」

『……。……石我、さん……？』

「っ、何で石我がいるのよーっ！」

「わわわわわからないーっ！　愛、パニックー！」

　驚いた咲実は、精神統一が中断されてエネルギー体との一体化は失敗したようだ。
















　しかし、驚愕しているのはそんな咲実だけじゃない。

「ど、どうして……っ!?　だって堅強な結界張ったわよね!?　愛、あんた、手ぇ抜いてないわよね!?　咲実が危険じゃない！」

「抜いてないよーっ！　そんなの、不動明王さまや護法童子さまや龍神さまにバックアップしてもらった紅羽ちゃんだってわかってるはずーっ」

「……っ、まさか……！　石我は、私たちが思っている以上に霊能力が高い……っ!?」

「ええーっ!?　だってそうなったら、紅羽ちゃんや愛と同じレベルってことじゃあ……っ」

　呆然とするが、しかし石我がここにいるのは事実だ。

　──つまり。

「…………。…………本当に厄介ね……。私たちレベルの霊能力を持つ男の〝中〟に、悪鬼がいるなんて……」

　以前、咲実に石我の霊能力のレベルを問われて大げさに答えておいたのだが──それはまったくの事実だったということになる。

「本気で命がけ、アーンド、神仏にめっちゃ加護をしてもらわないと、勝てないかも……」

「あ……愛、がんばる…っ」

「とりあえず、咲実が石我の相手をしている様子をうかがいながら、弱点を探りましょう……あら？」

　愛と真剣に話し合っている間に、目前では咲実が違う意味ではあるものの、見事に石我の相手をしてくれていた。

『ちょ……！　どいてください……！　石我さん！』

「言ったでしょう？　私は咲実くんを手に入れますよ、と。……そのためには、手段は選びませんよ……」

「きゃあああああ！　咲実ちゃんがーっ！　襲われてるーっ」

「考えたら当然よねぇ、ホモする絶好のチャンスだわ……ここって」

　床の上に押し倒された咲実は必死に暴れるが、しかし石我はびくともしない。

　笑みを浮かべて、余裕のない咲実を眺めていた。

『幽体を押し倒す人間なんて、非常識すぎますーつ！』

「人間に押し倒される幽体も、かなり非常識と思うけど……」

　ついつい、見入ってしまった紅羽が、冷静な感想を漏らしてしまう。

　────ＢＬに興味はないが。しかし。

『やめ……っ！　服の上からだからって、変なところ触らないでください……！』

「いくらでも、抵抗してください。その方が、私としては愉しみ甲が斐いがありますから……」

「ちっ、じれったいわね、石我……！　脱がすんなら、さっさと脱がしなさいよ！　じらしプレイなんてしてないで、やるならやるでアダルト突入しなさいよ！」

「くっ、紅羽ちゃーん！　そんなぁ、ヒドすぎるーっ！」

　思わず身を乗り出して眺めてしまう──ある意味で特等席のせいか、うっかり見学体勢だ。

　真剣にそんな二人を凝視していると、石我が咲実の耳元で囁くように言った。

「────もう、わかっているでしょう？　咲実くん。……私も私の〝中〟の悪鬼も、この祭壇に奉られる神と同じように、君を必要としているのですよ……」

『……っ、何が必要、だ……っ！　この悪に……！』

　ばっと顔を離しつつ、咲実が精一杯の表情で睨みつける──もちろん、石我はそれを甘受している様子だったが。

「？　何……？　どういう意味？　ちょっとぉ、行為に集中していたから、言葉の真意をとるの忘れたじゃない！」

「くっ、紅羽ちゃーんっ！　おちついてーっ！」

　仕方ないので、心の中で言葉を反はん芻すうする──そうしているうちに、再び石我が咲実へきわどいセクハラを仕掛けてきた。

　再びうっかり、見入ってしまう。

　そんな紅羽たちを知らず、咲実は真剣だった（当然だが）。

『……っ、絶対に、お前なんかにひれ伏さないし、お前のものになんか、ならない……！　僕の意思は決まっている……！』

「そんなもの、強引にねじ曲げます──この私が」

「えええええっ!?　何このＳＭ入ったアダルトな会話！　聞いた？　愛!?　ねえ!?」

「紅羽ちゃーんっ！　何、ハマってるのーっ！　もぉぉぉぉーっ」

「反抗的な態度も最初のうちだけですよ、咲実くん。すぐに、私の言うなりにして差し上げましょう。……調教しがいのある子は、大好きですよ」

『……っ、誰が……！　たとえ洗脳されても、僕はお前を認めない……っ！』

「きゃーいやーっ！　この刺激的な台詞の連発！　自分が言われたら絶対にイヤな感じが、ファンタジーっぽくていいかも！」

「くっくっ紅羽ちゃんのばかーっ！　もとの紅羽ちゃんに戻ってーっ！」

　愛の悲鳴はこの際無視だ。

　というか、愉しんでいるのは事実だが、しっかり石我の様子をうかがってもいる。

（咲実の胸の辺りをしきりに触って……？　あそこは、さっき神様の光があった場所……）

「自分の存在意義を知りましたか？　自害してからずっと、この祭壇の守人として選ばれた意味も……。神というものは、本当に残酷なことをすると思いませんか？」

「……え？」

　残酷とはどういう意味か。

　紅羽は石我の痴漢行為をしっかり眺めつつ、しかし言葉の真意をうかがうべく真剣に口調を探った。

「悪の力が増していた時代……。いつ祠から悪鬼が解き放たれるかわからない状況の中で、それを封印した神は、己の祭壇を悪霊たちに襲われないように隠しました……」

『……っ、そのとおり……！　そして、この旧校舎内にある祭壇が作られたんだ……っ』

「それは、こっちも想像していたわ。もっと積極的に進めなさいよっ！　じれったい！」

「紅羽ちゃんーっ、それは話のことよねーっ!?　それだけよねーっ」

　二人の声が聞こえていない咲実は、顎あごを石我に捕らえられた──真上から見下ろされ、冷笑を浴びせられていた。

「……完璧なる結界を作り、そして悪鬼の祠がよほどのことがない限りは崩れないように、じっと見据えていた……。──強いはずです。こんな純粋な──神に選ばれし者の魂を、結界として利用していたんですから」

「……っ、え……!?」

「咲実ちゃん自身が……結界……？」

『……っ！』

　石我の発言に、紅羽と愛は息をのむ──さすがに、そこまで考えていなかった。

（けれど……そう思うと合が点てんがいく……！）

　本来、成仏できる咲実が己の意志とは別に、自害してからずっとここに封じ込められていたことも──敷地内で唯一、他の霊とはまったく異なった気配を放っていたことも。

（でも、なぜ……!?　私たちが来た途端、その封印が解かれたのよ……!?）

　この先、明かされるというのか。

　咲実はやはり、自分の役割を理解していたようだ。石我の意地の悪い言い方にも、まるで表情を変えずにじっと睨み上げていた。

『……っ、別に、僕はそれでも不満はない……っ、両親より先に命を絶った不道徳者が、どんな形であれ誰かの役に立てるのならば、本望だ……！』

「──本当に、咲実くんは純粋でよい子ですね。そんな風だから、神なんぞに利用されて、人柱にされてしまうんです」

「そうよねぇ、咲実って真面目すぎで、パシリや下僕にしやすいタイプなのよねぇ」

「……紅羽ちゃんがいうと、なんかすごいリアルだよ……あれ～？」

　こそっと耳打ちし合っているうちに、何やら急展開があったようだ。うっかり見逃してしまった紅羽だが、いきなり咲実が顔を寄せた石我の頰を叩いた。

『……っ！　これ以上触れるな！　〝中〟に悪鬼を封印した状態で……！　目的はわかっているんだ、石我！』

「こっ、これ以上って……!?　いま何があったの!?　ねえ、愛！」

「紅羽ちゃーんっ！」

「…………神も悪鬼も、大して変わらないでしょう？」

『なんだと……っ!?』

「──本来ならば、とっくに浄化できていた魂です。それなのに、咲実くん自身の許可もなく結界に使っていた神なんぞ、ある意味で悪鬼よりも罪深い。……そうじゃありませんか？　操みさおを立てる必要はありませんよ？　……それに」

　叩かれても気にした風もなく、石我はさらに咲実へ覆い被かぶさった。

「おおおおおおお!!」

　──身を乗り出しすぎて、あやうく結界から出てしまいそうになった紅羽だ。

「私は、咲実くんをそんな残酷な神のように、理不尽な扱いはしません。大切に──本当に労いたわってあげたいと思っています。──だから」

『…………だから……？』

「──その体軀の中に宿っている〝神の欠片〟を、私にください」

（神の欠片……っ!?）

　ぞっとするほど無機質な声音で、石我が告げる。

　胸中で反芻した紅羽は、思わず咲実の胸元──光っていた辺り──を見た。しかし。

「石我、手が早っ！　ボタン全部外し終わってる！　というか、幽霊なのに、下にシャツしっかり着込んでる咲実ってすごいわ！　どれだけ真面目なのよ！」

「感心するところは、そこじゃないーっ」

　愛が、ぺちん、と紅羽の腕を叩いた。

「またの名は、神の召還石。……手にする者は、仏神の加護と悪鬼の力を両方得ることができる。──私利私欲だろうが、どんな願いでも叶えられるという、しろもの。──もっとも、扱うには相応の霊能力は必要ですけれども」

『……自分には、それだけの能力があると？　石我さん……』

「ありますよ。もう、わかっているでしょう？　私がどれだけ霊能力を持っているかは。──修行はしていませんが、君の上司であるお嬢さん方と同等くらいには確実にあるでしょうね」

『な……っ!?』

「咲実くんはご存知ないかもしれませんが、この国の裏を支配するのは何も神明殿家と寅越家だけではないんです。実は他にもありまして、私の母はその一つ、齋さい龍りゆう王おう家の現当主なんですよ。──もっとも私は男なので継げませんが、霊能力だけならば一族屈指の母を超えています。……ちなみに、この石我、という姓は父親の姓です」

　石我の説明には、咲実よりも紅羽たちの方が息をのんだ。

「齋龍王家!?　マジ!?」

「えええええーっ、攻撃も防御も兼ね備えたエリート霊能力一族ですぅーっ」

「……。……強いはずよねえ……」

　タチが悪すぎる。神明殿家と同格の齋龍王家の長男が敵とは。

「何で、仏神の加護を受ける一族が、悪鬼なんぞを召還してんのよ……！　ちゅーか、それだけの力ないと召還できないけどさ！　何か納得できるけど納得できないーっ！」

「は、はやく石我さんの〝中〟の悪鬼の弱点見つけないとーっ、ピンチってことぉ？」

　状況が激変したことは、咲実はわかっていない──ある意味、齋龍王家の名前を教えていなくてよかった。どれだけ大きな力を持つ一族なのか教えていたら、あの精一杯の強気は消えてしまっていただろう。

「──さて。詳細な自己紹介もできたことですし。──さ、咲実くん。私に〝神の召還石〟をください」

　愛も紅羽も、石我の〝中〟を摑めないままに、咲実のピンチだけが進行していく。

『……これは、僕の魂が〝結界〟となった時から体内にあるもの……！　どうやって得るつもりだ、石我……！』

「────簡単です。咲実くんと私が、融合すればいいんですよ」

『ゆう、ごう……？』

「ええ。一つに融とけ合うのです。──一心同体になれば、咲実くんの体軀は私の思うがまま」

　石我のアダルトな笑みと、咲実の意味がわかっていない疑問符を飛ばした表情が対照的だ。

　──というか。

「ちょっとちょっとちょっとーっ！　今のどういう意味!?　何、今の言葉！　深読みしていいの!?　ゲームみたいに気色悪い植物の掛け合わせみたいな意味の融合じゃないわよね!?　やっぱあっちよね？　石我はホモで美少年好きだし！　禁断の扉ーっ!?」

「おねがいーっ！　紅羽ちゃんーっ！　戻ってきてーっ！」

「あたっ」

　軍服好きの美少年好きヘンタイ眼鏡にモテなくてもいい、そう割り切ってから、すっかり客観的になってしまった。──愛にパコパコ叩かれて、少しは冷静になる。

「お願いだから、咲実ちゃんを助けてーっ！　紅羽ちゃんーっ！」

「でも、もう少し様子見ていたら、石我の〝中〟が出てくるかもしれないし……」

「その時には、咲実ちゃんがもっともっとあぶなくなってるもーんっ！」

　半泣きで愛に訴えられ、紅羽はやれやれ、と立ちあがった。

　確かにこれ以上石我の好きにさせてしまうと、Ｒ－18に突入する恐れもあった。

「いやー……。でもＢＬって、意外に面白いじゃない……。ハマるわー……」

「愛はぜったいに、みとめないーっ」

　愛は力説をすると、錫しやく杖じようを振って結界を解いた。

『……っ!?　紅羽さん!?　愛さん!?　いつの間に……っ!?』

　すると、すぐに咲実が気づいて縋すがる視線を寄越す──気持ちはわかる。

「これはこれは……結界の中からずっと見ていらっしゃるだけと思っていましたよ」

『結界の中から……見？　え？』

「さすがは齋龍王家の直系。愛の結界までもしっかり見破っていたわけね……」

　言いつつ、ズカズカと近寄って咲実を奪い返す。

　石我は眉を顰ひそめたが、特に抵抗をしなかった──一応、反撃を予想した体勢をとっていたのだが。

　紅羽の紅袴に縋ってくる咲実は、本当に怖かったのだろう。えぐえぐ泣いている。

『く、紅羽さん……！　本当に怖かったですー……っ！　もう本当に石我に好き放題されるかと思って……！　でも自害できないし……！　ああ、助けてくれてありがとうございましたー……っ！　でも、何で結界の中でしばらく様子をうかがっていたんですか？』

「ああ……石我の〝中〟の悪鬼の弱味を摑めるかと思って」

『そ、そう…なんですか……』

「生ＢＬが楽しくて、ついつい夢中になっていたのもあるけど」

『っ、あんた鬼ですか！』

「必死にていこうする咲実ちゃん、おとこらしかったよー」

　愛がフォローをすれば、咲実は床に正座して大仰な溜息をついた。

『いやもう……必死で。力の差があることは、触れた途端によくわかっていましたし……。自分の守るべきものを奪われないようにするので、精一杯だったんです……』

「守るべきもの──神の召還石、ね」

　断言に近い口調で言えば、静かに咲実が頷いた。

『それと──祭壇です。あそこは、この地を守る神様が常に清浄な気をこの土地へ送ってくださっている通気口ですから。……僕の体内の〝召還石〟は、文字どおり神様の力を無条件に借りられる強大な力を持つ石なので……』

「──そんな石だからこそ、純粋な魂を持つ咲実の〝中〟に封印したのね……」

「しかもー、そんな咲実ちゃんを結界の軸にしてー」

　確認するように問えば、咲実が頷いた。

「……あんた、いつ、それに気づいたの？」

『──実は、昨晩、考えているうちにふと予想しました。それで、午前中にこの旧校舎に入り、祭壇の前で精神統一をしていたら──わかりました』

　何もかも、と咲実が呟く。

　紅羽は呆れたように吐息をつくと、壁に寄りかかってこちらの成り行きを眺めていた石我へ視線を向けた。

「……石我じゃないけど。私も、そんな自己中な神様に仕えるのはどうかと思うわ……。咲実の意志、無視してるじゃない」

「くっ、紅羽ちゃーん！　なんてバチあたりなーっ！」

『紅羽さん!?』

「──ほう？　本当に、おもしろい意見をお持ちのお嬢さんですね……」

　しかし、言った途端に紅羽は胸元から攻撃用の札を数枚取り出す。

「──と、言いたいところだけど」

　そして、石我に向けてそれらを投げつけた。

「〝仏神〟っていうのは、何があっても人を愛する大いなる存在……！　たとえどんな辛い過程でも、それが結果的に〝最善〟に繫がる道を選ぶ！　キツくても不幸のどん底でも……！　人がより成長できることしか、与えない！」

「だが、人は不幸に弱い生き物です。──そして、目に見えない仏神なんぞに頼るよりも、物質的な幸福──金や権力などに幸福を見いだします」

　紅羽の攻撃を、石我は掌てのひらで受け止める──じゅわ、と呪符が焰ほのおに包まれて消えた。

　ムカっとした様子の紅羽だが、今度は霊糸を取り出し、石我を捕らえる。

『捕らえた……!?』

「仏神もさ、もっと優しく労れって思うわよねー。獅し子しは愛いとし子ごを千せん尋じんの谷に落とすっていうけど……。厳しすぎるから、心が弱くなって悪霊につけ込まれるんじゃない」

「紅羽ちゃーん、ご仏神さまはー、より期待している人に厳しくするってー、お祖母様も仰っていたじゃないー」

「わかっているわよ！　そんなこと！」

　愛の背後からのかけ声に、思わず紅羽は怒鳴る。

　そんな様子に、くっく、と石我が笑った。

「ならば、結構。ちゃんと修行をしているようで、感心です」

「え……？」

「仏神とは常に連絡が取れる状態にしておかないと、お嬢さんたちレベルの霊能力をもっている場合、危険が多いですよ。迫ってくる悪霊もかなり強いですから──手に余る、と思ったら、すぐにご加護を求めましょう」

「……っ!?」

　言いつつ、石我は霊糸の縄をあっさりと消滅させてしまう。

　さすがに驚いている紅羽だ──この縄は、地域を支配する悪鬼レベルですら、捕らえることができるものなのに。

「石我……！　何であんたは、これだけの能力を持ちながら、仏神に帰き依えすることなく私利私欲に走っているのよ！」

「私は、人間が大好きなんです」

「……え？」

「私利私欲と仰いますが。……古来より、人間が創設してきた文化はそもそも、私利私欲の結晶ではありませんか？　皆が美しいと思う芸術品や──それこそ神社仏閣、教会まで。すべてが当時の〝贅ぜい沢たく〟という名の付いた私利私欲の関わっているものが大半です」

「…………だから？」

「人間の世は、善でも悪でもなく──中間がいいんですよ。お嬢さん方がご活躍されているのを聞いて、私も及ばずながら世の中のバランスに協力したいと思ったわけです」

「……っ!?」

　いきなり、石我の気が室内に充満する。

「──悪に、荷か担たんすることで」

「…………っ、愛！！！！」

「わかってる！」

　叫んだ途端、紅羽と咲実を包んで愛が強力な結界を作る。

　僅かでも遅れていたら、吹き飛んだ椅子や机、本棚などによって怪我をしていたかもしれない。

「何、この力……！　この建物には、愛の結界が張られているのに！」

「す、すごいですー……齋龍王家と悪鬼のダブルはーっ」

『あの、そのサイ……なんですか？　一体……？』

「あとで説明するわ、咲実！　とりあえず、目前の男を倒すのが先っ！」

　霊波が落ち着くと、石我が結界の目前にまで近寄っていた。

　相変わらず、余裕の笑みを浮かべている──ああ、本当にピンヒールで踏みつけてやりたいくらいに憎たらしい（今は草履だけど）。

「……なかなか、強い結界ですね。建物自体のものもそうですが」

「ど、どうも～……」

「ところで。今回の仕事依頼は……」

　紅羽の表情の変化をまるで愉しむように眺めながら、石我が口を開いた。

「二人の霊能力がどれほどのものか、確認をしたくてわざと依頼をしました。──だが、思った以上に強いですね……。まだ高校生だというのに、中々、将来が楽しみな才能です」

「な……っ」

「ただの、霊能力の確認だけで、くっそ忙しい私たちを呼びつけた!?　高額払って!?」

「たかが三百万、はした金ですよ。──こんな理由で呼びつけるのは、お暇な高校生の時にしかできませんし──よいタイミングだと思いまして」

　しれっとした口調も会話の内容も、腹が立つことこの上ない。

「うるさいわね成金野郎！　女子高校生は女子高校生なりに多忙なのよ！　メールしたり渋谷行ったり彼氏の話したり……！」

「紅羽ちゃんー、携帯持っていないし渋谷も磁場が悪いって行かないじゃない～。カレシももちろんいないし～」

「もちろんって何よ！　例えばの話よ！　例えばの！　愛！」

『紅羽さんの、女子高生ギャル姿はあんまり想像できませんしねぇ……』

　うんうん頷く咲実が憎らしくて、頭を軽く叩いてやる。

　すると、咲実ではなく石我に睨まれた──この男、本気でホンキらしい。

「──馴れ馴れしく触らないように」

「うっさいわね！」

「……しかも、咲実くんという、神の召還石を持つ凄すごい有望株の助手まで付けて」

　言いつつ、再び石我の気が高まる。

　みるみるうちに、室内が黒い靄に染まっていった。

「──もっとも、咲実くんのすべては私がすぐに身み請うけしますが」

『っ、冗談じゃないーっ！　……って、うわ、この靄……っ』

「すさまじい悪気……っ!?　まさか……っ」

「〝中〟の悪鬼さんが、でてきた……？」

　愛が呟くのと、石我の気でできた巨大な靄が、ブワ、と天井を突き抜けるのは同時だ。

　半分は既に落ちていた天井ではあったが、残っていた板も突き破られてすべて降ってくる。

「……これが、杉に封印されていた、悪鬼……？」

「さすがですね。封印されていた場所までわかっているとは」

　石我の口調はまるで変わらないが、その背景は異様だった。大きな靄が石我を中心にして、禍まが々まがしさを放っている。

「広い地域に、迷惑をかけていたっていうのも納得だわ……。ヤクザの親分って感じかしら」

「さて。どうやって除霊するんですか？　私は依頼をキャンセルしているんですから、逃げても構いませんよ？　その代わり、咲実くんは置いていってくださいね」

『いやですー！　紅羽さん！　僕を見捨てないでください！』

「ええい、縋るな咲実！　私らがいなかった時の、あの度胸はどうしたのよ!?」

　咲実がいなくとも、ここで逃げるわけはいかないのだ。紅羽は舌打ちをして、九字を祈りつつ指印をつくる──横で咲実が、

『すげ、指がつらないでできてる……』

　と、アホすぎるコメントをしたのは無視だ。当然だ。

「臨、兵、闘、者、皆、陣、列、在、前……！　天地をご支配されるすべての闘神たちよ、願わくば我に御力を……！」

　最大級に近い除霊法だ。

　しかし、石我の放つ黒い靄は激しくもだえるように揺らめきはしたものの、消滅することはなかった。

「…………マジ……？　何で……？」

「目で見ているからですよ」

　初めて術が破られたことに動揺を隠せない紅羽へ、石我が他ひ人と事ごとのように告げる。

「お嬢さん、貴女は冷静な時は相手の心や気を読むことができますが、余裕がなくなるとそれができなくなっていますね──除霊には、つねに平常心が必要ですよ」

「……っ、敵に塩を送ってるつもり……っ!?」

「そこそこ強くないと、私も面白くないですから──それに、お嬢さんが負けたら、無条件で咲実くんを頂ちよう戴だいしますよ」

『くっくっくっ紅羽さーん！　何が何でも勝ってくださいっ！』

「うっさいわね！　そのつもりに決まってるでしょ！」

「今、咲実くんを私にくだされば、悪鬼を封印する方法をお教えしますが」

「──────。──────」

『くくくくくくく紅羽さん！　何を悩んでいるんですか!?』

「紅羽ちゃーん！　落ち着いて！　平常心！　平常心！」

　一瞬だけ〝おいしい取引〟と思ってしまったのがバレたのか、愛まで慌てて口を挟んできた。

「────っ、舐められたものね！　この神明殿紅羽！　あんたなんかに同情されなくても、絶対に悪鬼は退治してやるんだから！　見てなさい！」

「期待してますよ」

「……！　ホンット、ヤなヤツ……！」

　攻撃力の高い除霊札を何枚も投げるが、そのたびに黒い靄によって遮られてしまう。

「愛！　あの靄すべてが悪鬼なの!?　それとも、どこかに隠れているの!?」

「あんまりはっきり見えない～……だから、多分、本体は石我さんの〝中〟に潜んでいるとおもう～……」

「じゃあ、靄をいくら攻撃したって無駄じゃない……！」

　黒い靄を見上げれば、澄んだ青い空に龍の様相で黒くうねっていた──人間界を支配する神をかたどるとは、つくづく失礼だ。

（龍……。齋龍王家は龍神を奉る一族……。もしや……っ！）

　紅羽は龍眼石の数珠を手にすると、攻撃の手印をしつつも唱え始める。

「高たか天まが原はらに坐まし坐して天と地に御働きを現し給たまう龍王は大宇宙根元の御み祖おやの御み使つかいにして一切を産み一切を育て萬よろず物ものを御支配あらせ給う王神なれば一二三四五六七八九十の十と種くさの御お寶たからを………」

「龍神祝詞のりと……!?」

『龍神を召還するんですか!?』

　かなりパワーが有る分、精神集中が必要な祝詞だ。

　頑固な汚れは、吹き飛ばすよりも包んで溶かしてしまえばいい──直球攻撃ではなく、龍神の大いなる力で悪鬼の能力を弱らせようと思ったのだ。

「すごい！　紅羽ちゃん！」

『靄が……みるみる小さくなっていきますね……！』

　二人の言葉どおり、祝詞が終わる頃には靄は石我を包む程度の大きさになっていた。

　石我はそんな様子を黙って見ていたが、

「……ああ、齋龍王家の守護神を呼ぶというのも、なかなか楽しいアイデアですね。さすがの私も、自分を守る神には逆らえませんから」

　感心したように言う。

　言葉の内容とは裏腹の、この余裕は何か。

「……あんた、ホンットーにムカつくわね……。真面目にやんなさいよ、モテないわよ」

「別に、お嬢さん方に好かれたいとは思っていませんから──ああ、咲実くんに嫌われるのは困りますが」

　言いつつ、とうとう石我の手に収まるほど縮小した靄を眺めつつ、ゆっくりとそれを紅羽たちへかざした。

「────お嬢さんの攻撃力も、伴うそちらのロリ少年の防護能力も認めます。──しかし生あい憎にく、まだ悪鬼は元気ですよ？」

「……っ！」

「少々パワーダウンをしましたが、すぐに復活できるでしょう……そうなったら、今度はこちらから攻撃させてもらいましょうか」

『うそ……っ、どのくらいで復活を……っ、っ!?』

　言うが早いか、黒い槍やりが愛の結界を破って勢いよく突き刺さる。

「うそーっ、愛の結界がぁっ」

「……！　復活が早すぎ……！　しかも、もともとの霊能力も高いし！　あのホモ！」

　紅羽がその槍を破壊する。しかしすぐに二弾、三弾と攻撃が続いた。

「やだぁ……！」

『愛さん……っ！』

　逃げられない愛の盾になろうと咲実が背中で愛を庇かばう。すると器用にも咲実を避けての攻撃に変わった。

「いい調子よ咲実！　あんたがいれば、石我は手出しできない！　しばらくそのまま、人身御供気分かつ人質気分で私たちを守って！」

『守りはしますが、そーゆー表現しないでください紅羽さん！　すごく悲しくなります！』

　これで攻撃のチャンスがある、と思った紅羽だが、しかし石我が次に繰り出したのは、邪悪な気──浮遊霊だった。

「これならば、咲実くんを傷つけませんから──もっとも、私は好きな子をいたぶるのは好きですけれども……ね」

『怖い！　怖いです！　紅羽さん！　石我がまるで獲え物ものを目前にした狩かり人うどの目で笑ってます！　どどどどうしましょう……！』

　邪悪な気が愛にぶつからないように手で払いながら、咲実が紅羽を見る。

　本来ならば防護の能力が高い愛が、他の誰かに守られることなどありえないのだが──ゆえに、危機的状況には極きわめて弱かった。

　こういう時は、防護の能力がない紅羽の方が強い。己の攻撃霊力を高め、全身をシールドできるからだ。

（石我の持つ靄から攻撃が出されている──ように見せて、実はそうではない……？）

　それでも、石我の攻撃で装束や肌が醜しゆう気きに汚けがされる。

　普通の人間ならば、やけどのような大きな傷になったり、下手をすれば死に至る場合もある。

　そんな醜気を、うざい、と思いつつも必死に石我の〝中〟の弱点を探った。

（？　……靄に気が充満する直前に、石我から、妙な気が発散される……？　何……？）

　紅羽は大変不本意ながら、さきほど石我にアドバイスをされた、

〝心や気を読む〟

　という言葉を参考にしている──使えるものは敵の言葉でも利用してやっているだけだ、と自分に言い聞かせつつ。

「！　もしかして……っ!?」

　はっと気づく。

　そうしてからの決断は、とんでもなく早かった。

「咲実！」

『は？』

「上官命令！　特攻だ！　石我の元へ飛びこめ！」

『はあああああああっ!?』

　襟首を摑んで咲実を側に引っ張ってくる。

　さすがの状況に、石我の攻撃が止んだ。

「……え？　とうとう、咲実くんを私の元にくださるんですか？」

　──いや、状況ではなく、期待で止んだようだ。

「ええ。渡すわ。今から投げるから、抱きしめてやって。ね？」

「もちろんです」

『いやああああああああ！　紅羽さん！　そんな非ひ道どすぎますーっ！』

　心のそこから嫌がる咲実を摑まえ、しかし紅羽はもう一度同じことを耳元で囁いた。

「……お釈しや迦か様みたいに指を組んで胸に手を当てるのよ。そして、精神統一をして掌しよう中ちゆうに光を生むの。──わかる？　その光が、重要なカギなの」

『ひ、ひか……？　は？』

　疑問符を飛ばした咲実だが、すぐに理解したようだ。

　それを確認して、紅羽は咲実を思いきり石我の元へ投げつけようとした。

「特攻に無駄はなし！　我が軍の勝利のため、散ってこい！　カミカゼになれ！」

『わーっ！　特攻隊はお国のためと言われながらも決して喜んで行ったものではなくーっ！　こーやって上司に強制された場合がほとんどでしてーっ！　決して隊士はクレージーではありませんーっ！　我が国でも最も憂うれわしい歴史の出来事の一つでありまーす！』

「っ、誰に言ってるのよー！」

「わー、石我さん、両腕を広げて待っているー」

　愛が若干引き気味に呟く────気持ちは、わかる。

　心の底から嫌がりつつも抱き留められる咲実と石我は、対照的な表情だ。

「……っ！　これは……っ!?」

　しかし、すぐに石我から余裕が失われた。

　パア、と咲実の胸元──掌が光り輝き、一瞬にして石我の手の上にあった靄を消滅させる。

「く……っ！　何ですか、これは……っ!?　まさか……！」

　さらには、咲実だけでなく石我も光に包み込まれる。

　すると、石我の額に黒い梵字が浮かび上がった。

「……！　あれが、石我の〝中〟……！　悪鬼の正体……！」

　紅羽は瞬発的に独とつ鈷こを手に取ると、光に視界を奪われながらも石我の胸元に飛び込んだ。

「滅！　退散！」

　叫び、独鈷で梵字を叩きつける──毎度の除霊でも、額が割れるほど思いきりやるのだが、不思議なことに一度としてそれで怪我をした者はいなかった。

「…………っ!!！」

　まるで光の風船が割れるかのように、ぶわ、とエネルギーが満ちる。

　それに紅羽は吹き飛ばされ、愛の側に倒れ込んでしまうが、まったく痛みはなかった。

《ぐ、おおおおお…………っ》
















「何、この……っ、地を這うような雄叫び……っ!?》

「た、たぶん……悪鬼さん……っ、でも、とけて消えていく……」

　呆然と、愛も呟く。

　しかし確認できたのはそれまでだ。

　ますます輝きをます光は、咲実の掌を中心にして部屋中を満たしていた。

「──さっきの靄とは雲うん泥でいの差だけど……っ」

「すごいぃ…っ、　まぶしいーっ」

　何をかもを浄化できるだろう──激しくも神こう々ごうしい力を感じる。

（この、光……っ!?　神仏界の……っ!?）

「──うわぁ……！」

　光の向こうで、石我が苦しそうな声を上げたのが聞こえた。

　だが、あまりの神々しい光ゆえに、とても紅羽の視界では確認することはできなかった──しかし、

（……あ……あれは……？）

　────確かに。光の中に、咲実でも石我でもない──〝大いなる存在〟が立っていることに気づく。

　──その〝存在〟は、石我の体軀に手を触れ何かを唱えると、崩れ落ちるその体軀を抱きしめた。

　そうしつつも、咲実の頭を愛し子のように胸で包み込んで────

　紅羽と愛の方を見て、まるでお礼をするように微笑ほほえんだ気がした。

「紅羽ちゃん……！」

「え？」

　我に返ったのは、愛の悲鳴のような呼びかけと、床からの違和感のせいだ。

「何これ……っ!?」

　いきなり足下が、ぐにゃり、と揺れたのである。

　さらに部屋自体が、ズズズ、と嫌な音を立て始めた。

「こ、これはー……っ、もしかして……っ」

「石我や悪鬼が破壊してくれちゃったおかげで、部屋が崩れ始めてる!?」

　思わず二人は顔を見合わせてしまう。

　さすがにこんな状況になると、目の前で起きている神々しい出来事はとりあえず後回しだ。

「わわわ、紅羽ちゃーん、今すぐにでも床が抜けそうですーっ」

「ちょ……っ！　愛！　防護よ結界！　落ちてお肌が傷つきたくないーっ」

「きゃあああああ！」

　言うやいなや、ガラガラと騒音を立てて床が落ちてしまう。

　ガレキとともに二階から落ちたが、愛の防護に守られているのでもちろん傷はなかった──しかし。

「……あっ、咲実ちゃんはーっ？」

「まだ光に包まれている、大丈夫よ」

　ふわり、と愛の結界によって柔らかく一階に辿り着いた紅羽は、石我とともに倒れている咲実を指さす。

　二人を包んでいた輝きはだんだんと薄くなり、そしてとうとう、咲実の胸元に、フイ、と吸い込まれていった。

『ん……。あ、あれ……？』

　それと同時に、咲実が意識を取り戻す。軽く頭を振り、瞬まばたきを幾度もする様子に、愛があからさまなほど安堵を見せた。

「咲実ちゃん……!?　よかった、ケガはない……っ？」

「幽霊だから、ケガしないわよ。……にしても気絶するなんて、ホンットありえないことずくしね、咲実って」

『あれ？　この部屋は……？　僕が住んでいた、祭壇のある部屋……？』

「落ちてきたの、二階から」

　意識がはっきりしたのか、周囲を見回してからキョトン、とする。そんな咲実へ上を指さしてやると、さすがに驚いたようだ。口を開けて二階どころか空の見える天井を眺めている。

　しかし感心するのもつかの間、すぐにはっとなって紅羽へ顔を寄せる。

『そ、そうだ……！　石我はっ!?　どうなりました……!?』

「そこで寝ているわ。悪鬼はほら、横にあるあの黒い石の中」

『へ？』

　暢気な口調で答えてやる。

　実際、石我の表情は見えないが、壁にもたれたまま身動きもしない──それに、意識が覚醒している気配もなかった。

　第一、悪鬼はもう石我の〝中〟にはない。それだけでも不安要因はぐっと減る。

『え？　あ……どうして……？　いつの間に、何があって石我が倒れてるんですか……？』

「憶えてないの？　咲実。あんた、特攻したじゃない」

『……ええまあ、僕がしたというより、上官もとい紅羽さんの命令で泣く泣く。……石我に抱き留められたところまでは憶えているんですが、その瞬間になんか──光に包まれた感じがして、意識を失ってしまったので……』

「咲実がやったのよ。体内に封印されている召還石を呼び覚まして……ね」

『えっ!?』

　悪鬼を封印している呪符を拾いつつ、告げる。

　驚いている咲実にピラピラとそれをかざせば、信じられない、という表情で呆然とその呪符を眺めていた。

『ど、どうやって？　……というかそもそも、僕が、どうして……？』

「神の召還石は、召還する者の意思にそう大いなる力。──だから、石我に奪われる前に、咲実が使ってしまえばいい、と思ったの」

『え……？』

　すぐに悪鬼を閉じこめた呪符を愛に渡す。

　愛は、用意していた呪符箱にそれを入れると、霊糸と護符で開かないようにした。

「この、呪文箱を咲実のカラダに例えると──」

　コンコン、とご神木で作られた木箱を指で突つきつつ、紅羽が言う。

「神の召還石は、しまわれているお札。咲実は体の中にしまっていただけで、まったく操作できなかったし、目覚めさせることも不可能だったのよ」

『ただの、封印箱ですから……？』

「そ。だけど、本当は封印箱以上の力があったのよね。何せ、祭壇の守人、神域結界の軸、そして神の召還石の封印……それらをしていて、霊格が高くならないわけがない」

『そう……なんですか？』

「しかも、自己の向上に目覚めたことで霊能力は抜群に高くなっているわ。だから、もしかしたら呼び出せると思ったの」

　愛に指示して、封印箱を祭壇の前に置く。

　祈き禱とうをして、祭壇の奥へ──神の下に置くことで、より強力な封印をしてしまうつもりだった。

　そんな準備を始める紅羽たちに、咲実は手伝いながらもボソっと呟いた。

『…………呼び出せると思ったんなら、何で僕を石我へ特攻させたんですか……？』

「ああ、あれ？」

『何も、抱きつかせなくても……。マジに死ぬ思いだったんですよ』

「だからやったのよ」

　錫杖を祭壇の二方に刺し、霊糸で結界を作りつつの断言だ。

「今ひとつ起爆剤が欠けていたから。ほら、このままじゃ石我に好き放題されちゃうーという断だん崖がい絶壁な心境があれば、火事場のバカ力でるかな、と思ったの」

『…………。………』

「私って、やっぱり天才よねー。思ったとおりに事が運ぶんだもの」

『…………。……何度言ったか忘れましたが。ホントーに、鬼畜ですよね……紅羽さん……』

「褒め言葉ね」

　答えつつも、咲実を殴ることは忘れない。

（……あら？）

　触れて気づいた──想像以上に、咲実の霊能力が向上している。

（この短期間で……。すっごい才能あるんじゃないの？　この子……）

「でもでもーっ、愛、咲実ちゃんが召還石に飲み込まれなくてほんとーによかったー」

　結界を無事に張り終え、しかも悪鬼の入った箱を祭壇の神様を奉った下方に定着させる。

　そうしてから、愛はぶんぶんと手を振りつつ咲実に抱きついた。

『すみません、本当にいろいろご迷惑をかけて……』

「そうでもないー。咲実ちゃんのかつやく、すっごい大きかったものー」

「そーね。それに咲実がのみ込まれてたら、助けなきゃいけなかったし。さすがに神様の力が相手だと、厄介だからね。よかったわ」

　軽く愛に同意すると、失礼なほど咲実が感動をした。

『紅羽さん……。そこまで僕を想ってくれてたなんて……。ただの人でなしではなかったんですね……っ』

「……。…………せっかく手に入った下僕がいなくなるのは、困るし」

「紅羽ちゃーん、下僕じゃなくて、助手でしょーっ」

　ムカついたので、普段どおりに接してやる。

　愛だけでなく咲実もぶうたれたようだが、思いきり無視をしてやった。

　ふと石我が気絶しているのも視界に入ったが、こっちこそ無視だ。というか、気絶している間に五、六発殴ってやりたい衝動には駆られたが。

　ぐっと堪こらえて、肩で吐息をついた。

「さて。──これで、悪鬼は無事に封印完了」

「うん。祭壇をもとにもどしてー、人間の目にも触れないようにきっちり、愛が結界をつくるねー」

「ええ、お願い。祭壇を隠すための力仕事はうちと寅越の男弟子が……え？」

　いつもの打ち合わせをしているその時。

　──急に、咲実が祭壇にとらわれた。

『え？　……何……？』

「咲実ちゃん……っ!?」

　当の咲実も状況が理解できていないようだ。

　ゆっくりと、祭壇と一体化するように薄れていく咲実に、紅羽も驚く。──意味がまるでわからない。

「何で!?　祭壇に咲実が吸収されそうに……っ!?　────まさか!?」

　薄れていく咲実の額に光の梵字が浮かび上がっている。

　それと胸の付近に光る──球体。咲実の体軀が薄れていくのに反し、これらはだんだんと輝きを増してきているようだった。

「封印が解かれた召還石が、祭壇と一体化しようとしている……？」

　想像だが──ほぼ、確信だ。

　紅羽の呟きに驚いた咲実と愛が、顔を見合わせた。

『僕も一緒に、ですか……？』

「……。……咲実は、もともと召還石の入れ箱だった。それが封印を解いたことで、持ち主になってしまい──だけど、召還石の方が霊力が高いから……」

『……。……反対に、僕の方が召還石にのみ込まれた、ということですか……』

　静かな口調は、紅羽が不思議に思うほど動揺がない。

　おろおろとしているのは、愛の方だった。

「何で？　つまり神界にもどる、ってことでしょ……っ？　咲実ちゃんも連れて行っちゃうの？　そんな……っ」

「わからない。だけど咲実を、祭壇に奉られる神が融合させ始めているのは事実……」

　──さきほどは、ああは言ったけれども。

　いかな紅羽でも、仏神に守護される身となれば神と闘うわけにはいかない。

「なぜ!?　失礼を覚悟で問う！　我ら人間、仏神の御力を借りてその命を無事、果たしました！　したがなぜにその者を連れ逝くおつもりか!?」

　錫杖を思いきり床に叩き付け、感情のままに問う。

　こうしている間にも、咲実はますます祭壇にのみ込まれていく──現世から、気配を消していっている。

《──悪鬼を封印するために、より強固な〝結界〟を必要としている》

　不意に聞こえた〝声〟に、紅羽と愛は天を見上げた。

《──ゆえに、もっとも適している者を選んだ。それまで》

「ちょ……っ!?」

　この二言の他には、それきり何もなかった。

　──しかし、紅羽はすべてを悟る。

　反抗できないのか、身動きもせずされるがままの咲実を見つめて、ぎゅ、と唇を嚙みしめた。「…………っ、人柱……っ！」

　仏神は決して人を不幸にしない。それを強く信じているからこそ、仏神の手足となる役目をしているのだが。

「……だから、私たちに咲実を託したのね？　私たちと行動すれば、こうやって咲実が覚醒し、召還石を解いて、霊力を向上させるのを、計算した上で……っ」

「じゃ、じゃあ、咲実ちゃんは……」

「──すごい強引な手段で、結局は──運命を決められていたのよ」

　たとえこれが、何百年か先の幸福に繫がるとしても──理不尽だと紅羽は思う。

「石我じゃないけど、ホンット、仏神の厳しさにはイヤになるわ……！」

「ぜったいぜったいイヤですーっ、毎日祈禱をして悪鬼をめざめさせないようにしますからーっ、おねがいしますーっ、咲実ちゃんを〝結界〟につかわないでくださいーっ」

　愛も必死だ。

　頑張って咲実に抱きつこうとしても、愛や紅羽ですら触れることができない──そのくらい、個人の霊体としての力は弱まっていた。

「咲実……！　大丈夫だから！　近日中にここから引っ張り出せるように、手段見つけてくるから、私を信じて待っていなさい！」

　こんな、当てのない噓をつくことしかできない──だけど紅羽は必死だった。

『……いいんです』

「え……？」

　小さい声で、咲実が呟く。

　信じられない思いで、それを紅羽は見つめた。

『ありがとう、ございます。……僕の……ために、そこまで……一生懸命に、なってくれて……。紅羽さん、本当はいつでも……僕のこと、心配してくれていたの知ってました……』

「咲実……」

『これが僕の、もともとの……宿命ならば、甘んじて受けます……』

　消え入るような声だが──堅い決心は痛いほどわかる。

　だから、紅羽は何も言えない。

　いつもの笑みを作りたそうに、咲実が笑った。

『そう、ですよね……。成仏できないどころか……。思えば、祭壇の守人とか、結界の軸、とか……神の召還石……とか……。いろいろあって……その、理由が、ないはずないですもんね……』

「咲実ちゃん……っ、愛、やだよ……っ、はなれたくない……っ」

『僕も、すごく……楽しかったです……。六十年以上、も……一人で……本当は、すごく……すごく寂しかったから……。誰かに存在を知って、もらいたくて……でも、……僕、もう死んでいるでしょう……？　……それ、ムリなんです……』

　ふざけた口調だが、まるで力がない。紅羽は瞼まぶたを閉じる。

『……誰も僕、に…気づかない、し……。孤独に……耐えきれなくて、死にたくても……もう、死ねない……し……。そんな時に……二人に、会えた……』

「咲実、ちゃん……っ」

『…………すごく、嬉しかった……。気づいてもらえるだけで……よかったのに、姿まで……見てもらえて……しかも、触れてもらえて……ああ、もうムリになっちゃったんですけど。……でも、あの時は……ホントに……感謝したんです……』

　見なくてもわかる──もう、咲実の姿は殆ど見えないはずだ──祭壇にて、神に吸収されて。

「か、んしゃ……？」

『──神様、ありがとう……って』

「…………っ!?」

『……神様が、僕を……選んでくれた、から……』

　気配が消える。

　見たくなかったけれど──瞬間的に、紅羽は咲実を振り返った。

「──!?」

『今も、思っています……だから、少しでも……恩返しを、する……』

　最後に見た咲実の表情は──本当に嬉しそうに笑う顔だった。

「咲実ちゃん！　咲実ちゃんーっ！」

　べしょべしょに泣く愛の横で、紅羽はぎゅっと拳を握る。

　────神なんて、最悪。

　────人間を統すべる存在で愛するとはいえ、手法は残酷で。

　────小さき人間の痛みをこれっぽっちもわからない、大いなる存在。

　────ああもう、なんで霊能力なんて持って生まれてきたんだろう、普通の人間だったならば、こんな仏神なんかの命令なんか聞かなくてよかったのに。

（……って、今ほど強く思ったことはなかったのに……！）




　咲実が────あんな風に満足していたら、紅羽はもう、何も文句が言えない。

　

　感謝するしかできない。咲実のように──この運命に。理不尽だけど。
















「よーやく、二週間かぁ……」

　東京郊外のお寺の境内を歩きつつ、愛と二人で話し合う。

　あれから旧校舎は、大変な騒ぎとなった。

　天井は開くわ二階の床は抜けるわで、結局は大工事となったのだが。建設業者にはうまく裏から手を回し、無事に神明殿家と寅越家が例の祭壇を地下深くに封印することができたのだ。

「…………ここが、咲実ちゃんのお墓……」

「遺骨はちゃんと入っているみたいよ。住職に確認したわ」

　日を見てお墓参りに来た二人だ。

　古びて小さな墓は、石を置いただけにも見える──横には〝花木〟の姓で立派な墓が建っているので、なおさら寂しく感じた。

「……なんで、咲実ちゃんはこっちの小さいのに入ってるのかなあ……」

「未成年だったからじゃない？　たまに、成人と子供で墓を分ける集落ってあるから」

「……。……そっか……」

　本来通っている学園の制服のままなので少々目立つが、ここ二週間はさすがの紅羽も落ち込んでいて〝美人〟の称賛も嬉しく感じなかった。

「一週間しか一緒にいなかったけど……。本当に存在感あったわよね、咲実って」

「えーん。咲実ちゃんーっ、大親友になれると思っていたのにーっ」

　大きな花束と、咲実をイメージした手作りのぬいぐるみ──水色のクマ？──をお供えして、愛はワンワンと泣く。

「あーもう、愛。いい加減に立ち直りなさいよ。咲実が望んだんだから、仕方ないでしょ？」

「だけどーっ！　咲実ちゃんーっ、もっといっしょにＪ系アイドルのお話をしたかったーっ」

　いやそれは咲実的にはどうだろう、と紅羽は思う。

「気持ちはわかりますよ。私も本当に心から残念でなりません」

「──えっ!?」

　さてどうやって愛を泣きやませるか……そんなことを考えていたら、背後から声をかけられた。

　余りにも聞き覚えのある声に、驚いて振り返る──想像どおりの男の登場に、あやうく紅羽は横にあった卒そ塔と婆ばを投げてしまいそうになっていた。

「！！！！！　石我！　何であんたがここにいるのよ!?」

「何で、と申されましても……。墓参りですよ。それと、お嬢さん方に用事がありまして」

【王允学園】の敷地内とは違い、白衣を着けていない（当然か）。しかし、私服は青山六本木系統のブランドで、予想どおりすぎてちょっと引いてしまう。

「あんたに墓参りされたら、咲実が可哀想だわ。……話？　何よ」

「仕事を終えていただいたので、後金もすべて振り込みました、というご報告を」

「はあ？　キャンセルしたんじゃないの？」

　ゆったりと寄ってくる石我に、愛は紅羽の後ろに逃げる。

　紅羽は一応、攻撃用の呪符を用意しつつ、眼鏡の奥の冴えた双眸を睨んだ。

「キャンセルはきかない、とおっしゃったのはお嬢さんですよ。──それに、私としては、【王允学園】と付属総合病院のすべての権利が手に入ればいいのですから──それは無事、何とかなりそうなので」

「それはよろしかったわね、犯罪者さん」

「人聞きの悪い。ちゃんと、法的な処置を執とりました」

　くっく、と笑う石我は以前と変わりがない──つまり、〝中〟に悪鬼がいようといまいと、この腹黒さがにじみ出ている性格は変わりがない、ということだ。

「それが用事なら、もう──」

「もう一つあります。こっちがメインなんですけれども」

　さらに一歩、紅羽に石我が近寄る。

「──さきほど、母に会ってきました。昨日、齋龍王家で行われた会議の結果報告を受けに」

「…………齋龍王家の、会議……？」

　言われて思い出す。そう言えば、紅羽や愛の祖母たちも呼ばれていた。

「正式な後継者決めの会議よね？　お姉さんか妹なんじゃないの？」

「それが、私になったんです。男とはいえ、群を抜いた霊能力は無視できない、と。……そこにいる、寅越の坊ちゃんと同じ理由ですね」

「あっ、愛は心は乙女だってばーっ！」

　すかさず愛が反論をする──これはもう、脊せき髄ずい反はん射しやの域だろう。遅れて、紅羽が言葉を反芻して、心の底から驚いた。

「……え？　えええええっ!?　石我が……あんたが齋龍王家の跡継ぎ!?　マジ!?」

「ええ。本当です。──そして、私もそれを了承してきました」

　まるで営業スマイルのように笑う──心がこもっていない分だけマシだが、石我の笑顔はやはり不気味だ。

「お嬢さん、貴女と対戦して思い知らされたんです。──やはり、才能だけではなく、経験も必要なんだと。──私は今まで、己の強大な霊能力に溺おぼれて修行をほとんどしていませんでした。なので、再び最強になるためにも真っ向から霊能力を磨こうと」

「……。……勝ち負けとか、小しよう我がでものごとをとらえているうちは、思うように霊能力は得られないわよ」

「そうでもないですよ。私は前と変わらず、人の世に必要な私利私欲を追求していくつもりですから──その上での、修行です」

「…………。…………あんた、その考え方って悪鬼に影響されていたからじゃないのね……」

「当然です」

　やっぱりこいつムカツク……と再認識する紅羽へ、石我が腰を屈かがめて顔を寄せた。

「──私をここまで燃え上がらせた人間は、貴女だけです。しっかり責任を取る義務がありますので。お忘れなく」

「はぁ!?」

「私以外の、他の誰にも負けてはいけませんよ。よろしいですね？　──神明殿紅羽」

「……！！！！」

　甘いバリトンで（注：好きでもない男の）、耳元で名前を囁かれて、全身の毛が立つ。

「紅羽ちゃんに近よるなーっ」

「気持ちわ……っ」

『紅羽さんに、気色悪いことを言ってセクハラをするんじゃない！　石我！』

「────え」

　言いたいことをそっくり取られて、つい声の方角を見る。

『僕が助手をしているうちは、紅羽さんを困らせたらゆるさないからな……！』

「…………っ!?」

「さ……っ」

　あまりの驚きに──声が出なかった。

　しかし──すぐに愛が飛び出していき、ぎゅうっと抱きしめる。

「咲実ちゃん！！！！」

　花木家の大きな墓石の上には、咲実がちょこん、と座っていた。

「咲実くん!?」

　石我まで喜んでいる──ああ。ヘンタイだけどこの男、結構一途だ。

「────どうして？　咲実。何であんた、ここにいるの？　祭壇で、神に吸収されたんじゃ……？」

『あ、はい。そうです』

　愛に抱きつかれたまま、咲実が照れくさそうに答えた。

　もっとも、寄ってきた石我からは必死に逃げようとしている。

『吸収されたんですけれど、何だかあれ、いろいろな手続きだったみたいですよ』

「……。……手続き？」

　仏神界に役所があるとは初耳だ。というか、ないだろう間違いなく。

『えーと……。僕を敷地から完全に解き放ち、かつ神の召還石を持ったままでいられるような……とか……。紅羽さんにも、僕自身にも修行になるようにって……』

「修行？　……あ、まさか……っ」

　思い当たる節があり、紅羽は眉間を寄せる。

　──やられたかもしれない。これは、もしかして。

「……。ようは、すべては学ばせるために仕組まれた出来事ってことね……」

『あ、はい。そんなようなことを教えてもらいました。すべてのことは幸福に繫がるための道筋であることを、今一度再確認させよ……とか、何だか……』

「……っ、だから私は、仏神界の連中が嫌いなのよ……っ！」

　咲実はもともと、紅羽たちの元に戻すつもりだったのだ。

　ただ、今一度〝仲間〟の大切さを認識させるための──学びであった。

「よかったーっ、ただのおべんきょうでー」

　ムカツク紅羽とは違い、咲実に抱きつきながらの愛は、違う感想を抱いたようだ。

「何がよかったのよ愛！　私たちはだまされたのよ！　あー悔しい！」

「だまされたんじゃないよー。いっそうの深い絆きずなを、教えてもらったんだよー」

「……。…………」

　思わず、何も反論できなくなる──天然のくせに、なぜこうも核心を突くのか。

『──ということで。紅羽さん、愛さん。助手として改めてよろしくお願いします』

「嬉しいですね、咲実くん……。君のいない人間界ほど色あせた世界はありませんでしたから。これからは、齋龍王家の次期当主として深く密着したお付き合いをお願いします」

『心から遠慮しますっ！』

　照れつつの挨拶をする咲実だったが、石我に腰を撫でられて脱だつ兎とのごとく逃げる。

『ぼっ僕もですが！　紅羽さんにも指一本、触れさせませんからっ！』

「彼女のことは倒したいだけですよ。咲実くんのことは押し倒したい──この差はわかりますか？」

『わっ、わかりませんーっ！』

「あーもう……」

　不毛なやりとりだ。紅羽としては、深い溜息しかつけない。きっと放置していても、どっちも諦めることはないだろう（特に咲実は身の危険がある）。

（────でも、ま……）

　これもまた、一つの幸福の形かもしれない。

「咲実が戻ってきただけで、こんなに気持ちが違うものなのねぇ。人間って不思議」

「そりゃそうだよ、紅羽ちゃん」

　肩をすくめる紅羽へ、鬼ごっこをしている咲実と石我を眺める愛がにぱっと笑う。

「つながりはだいじー。だって、嬉しいきもちは、おっきい力になるもん」

「……なるほど。私ら霊能力者としては、大きな力になる心をいつも持っていないといけないわよね」




　そのためにも、いつでも幸せを探して歩もう。











　　あとがき






　ライトノベルでは初めましてです。金かな沢ざわ有あり倖こと申します。

　初めての女の子主人公（だけど、守られているヒロインは男の幽霊）、書いていてとても楽しかったです。

　勉強になりましたー。

　もともとは違うジャンルで仕事をしているのですが。さらに昔は一応、恋愛のない男女ネタを書いて単行本にしていただいたりしていたのですが……。

　今後の課題ももちろんいろいろあったので今後に役立てたいかな、と思いますー。

　強く逞しい女の子を主役にするのは、前から書きたかったんです。コンビが天然っていうのも。苦労性の少年も入って動いてくれれば、と思いました。

　そして比較的得意（？　好きなだけ……とも言いますね……汗）分野な、霊能力系。巫み女ことか女子高校生とか軍服とか白衣とか眼め鏡がねとか……好きなだけ書かせてもらいました。







　そして、そんな私の欲張りな希望をすべてイラストで叶かなえてくださった甘あま塩じおコメコ先生。

　本当にありがとうございました。

　萌もえな主人公紅羽とその相棒愛、ステキな石せき我がに、うっかり美少年な咲さく実み、何度もラフを眺ながめ直しては完成を愉しみにしておりました～。

　ラフなどすごい細かかったですし、折角の美麗なものを関係者のみ閲えつ覧らんにしておくのは勿もつ体たいない、と担当さんにお願いして甘塩先生のラフを記念に本へ～、と頼ませてもらいました……甘塩先生、ご承しよう諾だくくださって本当にありがとうございました！

　何度見ても絶対領域の素晴らしさに感激します（笑）>いやもちろん、他のすべてもです。

　ＣＧで描かれるなんてすごい……と、感動しました～。

　続きがあるようでしたら、また是非ともよろしくお付き合いのほどを……（ドキドキ）。







　最近の近況……。

　それこそ、ライトノベル初挑戦でしょうか。

　他は、プールに通っています（笑）。病気の改善を狙っていたのですが、気がつけばダイエットが本命の目的にすり替わっています。しかしまったく瘦やせません……！　無念（涙）。

　今日も、去年入ったズボンが入らない現実に、溜ため息いきをついておりました……あー……。

　ワンモアトライ・ゲッタチャンス！　でございます。
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